
本誌は、宝くじの普友宣伝事業として助成を受け作成されたもので
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(愛
媛
県
宇
和
島
市
)

宇
和
島
市
の
宇
和
津
彦
神
社
で
十
月
二
十
九

日
、
秋
祭
り
が
聞
か
れ
、
約
四
百
年
前
か
ら
伝

わ
る
八
ツ
鹿
踊
り
が
披
露
さ
れ
た
。
初
代
藩
主

の
伊
達
秀
宗
が
宇
和
島
入
り
し
た
時
に
東
北
か

ら
伝
え
ら
れ
た
伝
統
芸
能
で
、
市
の
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
日
は
、
鹿

の
頭
を
付
け
、
紅
染
め
の
布
で
顔
を
覆
っ
た
八

人
の
少
年
た
ち
が
、
同
神
社
で
お
一政
い
を
受
け

た
後
、
旧
城
下
町
の
各
所

(表
紙
は
天
赦
園
)

で
哀
調
の
あ
る
古
典
的
芯
歌
と
優
美
芯
舞
を
披

露
し
、
市
民
や
観
光
客
を
魅
了
し
て
い
た
。

宇
和
島
市
は
平
成
十
七
年
八
月
、
宇
和
島
、

吉
田
、
三
問
、
津
島
の
旧
四
市
町
が
合
併
し
て

発
足
し
た
愛
媛
県
南
西
部
の
中
心
都
市
。
恵
ま

れ
た
地
域
資
源
を
活
か
し
な
が
ら
、
「
人
と
交
わ

り
、
緑
と
話
し
、
海
と
語
ら
う
、
き
ら
め
き
空

間
都
市
」
の
実
現
を
目
指
し
、
自
然
と
「
共
生
」

し
、
市
民
と
の

「協
働
」
に
よ
る
、
「
自
立
」
し

た
地
域
経
営
を
進
め
る
「
自
立
共
生
，
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

-
文H
沢

・
カ
メ
ラ
H
小
形
又
男

雪輸の滝 (滑床渓谷)

宇和;章彦神社の秋祭り(みこ舞い)
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橋下徹• 大阪府知事

まち全体がミ大阪は、

そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
空
気
感
」
、
「
ま
ち
の
顔
」

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
京
都
、
奈
良
と
い
え
ば
「
古
都
」
。

神
戸
と
い
え
ば
「
港
町
」
。
誰
も
が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
す
ぐ
口
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
際
立
っ
た
特
徴
を
持
つ
ま
ち

に
は
、
内
外
か
ら
多
く
の
人
や
企
業
が
惹
き
付
け
ら
れ
、
集
ま
っ
て

/
¥
ヲ
匂
。

で
は
、
わ
が
愛
す
る
大
阪
の
「
ま
ち
の
顔
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。
ー
ー
お
笑
い
、
た
こ
焼
き
、
お
好
み
焼
き
・
:
?
い
や
違
う
、
そ

れ
は
ほ
ん
の

一
面
で
し
か
な
い
。
大
阪
は
、
都
心
部
を
流
れ
る
「
水
の

回
廊
」
を
は
じ
め
、
府
内
各
地
に
歴
史
の
風
格
を
感
じ
さ
せ
る
近
代

建
築
物
や
ま
ち
並
み
、
豊
か
な
自
然
、
個
性
あ
ふ
れ
る
お
祭
り
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
魅
力
が
つ
ま
っ
た
「
ま
ち
全
体
が
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
」
な
の

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
大
阪
の
「
ま
ち
の
顔
」
を
内
外
に
広

く
発
信
す
る
た
め
、
「
大
阪
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
構
想
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

こ
の
構
想
は
、

一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
ハ
コ
モ
ノ
づ
く
り
で
も
な

い
。
地
域
住
民
が
主
体
と
な
り
、
元
気
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
大
阪
づ
く

り
を
進
め
よ
う
と
い
う
、
い
わ
ば
「
大
阪
の
魅
力
づ
く
り
の
府
民
運
動
」

で
あ
る
。

「
う
ち
の
ま
ち
に
は
こ
ん
な
面
白
い
祭
り
が
あ
る
」
「
都
市
の
近
く

に
残
る
美
し
い
棚
田
が
何
よ
り
自
慢
」

l
こ
の
よ
う
な
住
民
の
皆
さ

ん
の
声
を
も
と
に
、
大
阪
の
魅
力
を
発
掘
・
再
発
見
し
、
磨
き
上
げ
、

際
立
た
せ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
有
機
的
に
結
び
付
け
て
内
外
に

発
信
。
こ
こ
で
の
主
役
は
、
何
と
言
っ
て
も
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
。
そ
し
て
、

市
町
村
は
各
地
域
の
コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
を
、
大
阪
府
は
地
域
の
取
り

組
み
を
支
援
す
る
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
役
割
を
担
う
。

私
自
身
も
、
大
阪
の
魅
力
を
「
取
材
」
す
る
た
め
、
府
内
各
地
を

駆
け
回
っ
て
い
る
。
日
本
三
大
祭
の
一
つ
で
あ
る
天
神
祭
や
、
勇
社
な

や
り
回
し
が
魅
力
の
岸
和
田
の
だ
ん
じ
り
祭
、
江
戸
時
代
の
豪
壮
な

商
家
が
数
多
く
残
る
富
田
林
寺
内
町
な
ど
、
府
内
各
地
を
訪
れ
た
模

様
を
動
画
に
収
め
、
「
橋
下
知
事
と
行
く
大
阪
魅
力
再
発
見
」
と
題
し

て
ホ
l
ム
ベ

l
ジ
上
で
配
信
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
一
度
、
ご
覧
下
さ
い
(
「
大

阪
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
構
想
」
ホ
l
ム
ベ

l
ジ
。

Z
G一¥
¥当
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・
。
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こ
の
構
想
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
た
め
、
現
在
、
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
な
ど
も
活
用
し
た
「
大
阪
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
基
金
」
を
設
け
、
大
阪

を
愛
し
、
応
援
し
て
く
だ
さ
る
全
国
の
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
付
を
募
っ
て

い
る
。
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
十

一
月
六
日
時
点
で
、
全
国
か
ら

百
八
十
四
件
、
五
千
二
百
万
円
近
く
の
寄
付
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
。

今
後
、
こ
の
寄
付
も
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
御
堂
筋
の

銀
杏
並
木
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
「
八
百
八
橋
」
と
う
た
わ
れ
る
美

し
い
橋
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
は
じ
め
、
歴
史
的
な
ま
ち
並
み
を
活
か
し

た
魅
力
づ
く
り
な
ど
、
「
ま
ち
全
体
が
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
」
と
い
う
大
阪

の
魅
力
発
信
の
た
め
の
取
り
組
み
を
ど
ん
ど
ん
進
め
て
い
く
。

大
阪
を
再
び
輝

か
せ
る
。
そ
の
た

め、

一
人
で
も
多
く

の
皆
さ
ん
に
大
阪

の
魅
力
を
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
そ

し
て
、
大
阪
フ
ァ
ン

に
な
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
全
国
の
皆
さ
ん
、

「
大
阪
ミ
ュ

l
ジ
ア

ム
構
想
」
の
応
援

を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
!

大阪ミユージ、アム構想

ほ泌ゆ2008・12月号1 
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地
域
情
報
化
で
広
が
る
連
携

-E置・
報
化
の
進
展
で
開
花
す
る
地
方
の
潜
在
力

ー
地
域
の
未
来
を
「
プ
ラ
ス
サ
ム
」
で
考
え
よ
う
|

全
国
各
地
で
地
域
情
報
化
の
波
が
急
速
に
広
が
っ
て
い

る
。
私
は
、
わ
が
国
の
将
来
は
地
域
が
元
気
を
取
り
戻
す

こ
と
し
か
な
い
。
そ
れ
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
主
力
と

す
る
情
報
通
信
技
術

(
I
C
T
)
の
力
を
使
う
べ
き
だ
と

思
い
、
各
地
の
地
域
情
報
化
の
取
り
組
み
を
数
多
く
見
て

き
た
。
各
地
の
情
報
化
の
動
き
に
は
、
当
初
の
意
図
を
は

る
か
に
超
え
た
「
つ
な
が
り
」
が
生
ま
れ
て
お
り
、
プ
ラ

ス
の
ス
パ
イ
ラ
ル
が
回
り
始
め
て
い
る
。
ぜ
ひ
こ
の
勢
い

を
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
つ
な
げ
、
新
た
な
地
域
振
興
の
原
動

力
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る

不
安
い
っ
ぱ
い
の
船
出
に

百
六
十
五
件
の
応
募

日
本
経
済
新
聞
社
は
一
九
九
六
年
、
日
経
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ア
ワ

l
ド
と
い
う
顕
彰
制
度
を
創
設
し
た
。
そ

れ
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
賞
と
自
治
体
賞
の

二
部
門
が
あ
っ
た
。

二
O
O
二
年
、
七
回
目
の
表
彰
を
行
っ
た
前
後
に
、
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
普
及
し
た
の
で
、
所
期
の
目
的
を
達
成

し
た
の
で
は
な
い
か
」
と
、
こ
の
賞
を
終
結
す
る
こ
と
に

な
り
、
「
何
か
、
別
の
賞
と
し
て
リ
ニ
ュ

l
ア
ル
す
る
案

が
あ
れ
ば
検
討
す
る
」
と
い
う
指
示
が
役
員
か
ら
あ
っ
た
。

二
O
O
二
年
十

一
月
、
私
が
主
宰
す
る
日
経
デ
ジ
タ
ル

コ
ア
と
い
う

I
C
T
の
専
門
家
に
よ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、

志
摩
サ
イ
バ
ー
ベ

l
ス
推
進
協
議
会
と
共
催
し
て
「
e
l

J
a
p
a
n
と
地
域
情
報
化
を
考
え
る
三
重
合
宿
」
を
三

重
県
津
市
で
開
い
た
。
こ
の
合
宿
に
は
、
約
百
人
が
参
加

し
、
当
時
三
重
県
知
事
だ
っ
た
北
川
正
恭
氏
が
出
席
し
て

三
時
間
近
く
議
論
に
加
わ
っ
て
く
れ
た
。
し
か
も
、
「
来

年
は
わ
が
県
で
」
と
岐
阜
県
か
ら
申
し
出
を
受
け
た
。

地
域
情
報
化
、
し
か
も
民
聞
か
ら
盛
り
上
が
る
事
例
を

発
掘
で
き
る
の
で
は
な
い
か
・
・
・
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ア
ワ

l
ド
の
審
査
委
員
長
だ
っ
た
慶
膳
義
塾
大
学
の
園

領
二
郎
教
授
に
相
談
す
る
と
、
「
そ
れ
は
い
い
ア
イ
デ
ア

だ
。
地
域
が
頑
張
ら
な
け
れ
ば
日
本
は
よ
く
な
ら
な
い
」

と
応
じ
て
く
れ
た
。

「
は
た
し
て
事
例
は
集
ま
る
の
か
」
と
不
安
い
っ
ぱ
い

慶
藤
義
塾
大
学
大
学
院
教
掻

日
本
経
済
新
聞
社
日
経
メ
デ
ィ
ア
ラ
ポ

所
長

• 

の
船
出
だ
っ
た
が
、

応
募
が
あ
っ
た
。

坪
田
知
己

一
回
目
の
公
募
に
百
六
十
五
件
も
の

P
C
や
携
帯
電
話
の
普
及
で

当
た
り
前
に
な
っ
た
I
C
T

日
経
地
域
情
報
化
大
賞
(
日
経
、
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
協
会
が
主
催
)
は
、

二
O
O
八

年
ま
で
に
五
十
件
を
表
彰
し
て
き
た
。
大
雑
把
に
分
け
る

と
、
初
期
は
イ
ン
フ
ラ
構
築
も
の
が
多
か
っ
た
。
産
業
振

興
も
の
に
も
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
り
、
最
近
は

S
N
S

(ソ

l
シ
ヤ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
)
の
普
及

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
関
連
し
た
も
の
が
多
い
。

I
C
T
の
専
門
家
が
驚
く
の
は
、
多
く
の
事
例
で
「
情

報
化
」
の
レ
ベ
ル
が
極
め
て
初
歩
的
で
あ
る
こ
と
だ
。
例

え
ば
、
山
の
中
に
大
量
に
あ
る
葉
つ
ば
を
高
級
料
亭
の
料

理
の
飾
り
と
し
て
出
荷
し
て
い
る
徳
島
県
上
勝
町
の
い
ろ

ど
り
で
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
は
特
製
の
ト
ラ
ッ
ク

ボ
ー
ル
を
手
の
ひ
ら
で
ク
ル
ク
ル
回
し
な
が
ら
、

自
分
の

4 ヰl::ゆ 2008' 12月号
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地域SNSの牽引車になった兵庫県の「ひよこむJ

出
荷
記
録
を
探
し
て
、

「
今
月
は
ト

ッ
プ
に
な
る
ぞ
」
と

競
争
心
を
か
き
立
て
て
い
る
。

愛
媛
県
内
子
町
の
道
の
駅
で
産
直
野
菜
を
売
っ

て
い
る

か
ら
り
で
は
、
畑
の
中
に
い
る
農
家
の
主
婦
が
、
庖
で
の

商
品
の
売
れ
行
き
を
携
帯
電
話
で
確
認
し
て
い
る
。

地
域

S
N
S
は
全
国
に
三
百
ほ
ど
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
も

m
i
x
-
-
を
初
め
と
す
る
全
国
版
の

S
N
S

で
操
作
を
覚
え
た
人
た
ち
が
、

「
地
域
の
つ
な
が
り
の
方

が
親
近
感
が
あ
る
」
と
使

っ
て
い
る
例
が
多
い
。
二
十

一

世
紀
に
入

っ
て
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
は
ま
さ
に
コ
モ

デ
イ
テ
イ
(
日
用
品
)
に
な
り
、
そ
れ
を
生
活
や
仕
事
で

生
か
す
の
は
当
た
り
前
に
な

っ
た
。
そ
う
し
た
現
状
が
事

例
に
中
に
反
映
し
て
い
る
。

リ
ー
ダ
ー
の
熱
い

原
点
に

「
思
い
」

が

パソコ ンを使う「いろどりjの生産者 (徳

島県上勝町)

私
は
、
顕
彰
制
度
の
運
営
責
任
者
だ
が
、
元
新
聞
記
者

で
現
場
を
見
る
の
が
習
性
に
な

っ
て
い
る
た
め
、
桐
生
(群

馬
県
)
か
ら
鹿
児
島
ま
で
飛
び
回
り
、
行
け
ば
リ
ー
ダ
ー

と
酒
を
酌
み
交
わ
す
た
め
に
、
今
は
「
ミ
イ
ラ
取
り
が
ミ

イ
ラ
」
の
よ
う
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
手
伝
っ
た
り
、
人
と

人
と
を
結
び
付
け
る
な
ど
の
協
力
を
し
て
い
る
。

そ
こ
で
感
じ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
熱
い
思
い
だ
。

富
山
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
市
民
塾
の
柵
富
雄
さ
ん
は
、
総

合

I
T
ベ
ン
ダ
ー
、
イ
ン
テ

ッ
ク
の
営
業

マ
ン
だ

っ
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
普
及
を
見
て
、
ネ

ッ
ト
上
で
市
民
同

士
が
教
え
合
い
、

学
び
合
う
場
は
つ
く
れ
な
い
か
と
考
え

て、

富
山
大
学
な
ど
の
協
力
を
得
て
、

一
九
九
九
年
に
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
市
民
塾
を
開
設
し
た
。

柵
さ
ん
は
物
静
か
な
紳
士
だ
が
、

こ
の
仕
事
に
使
命
感

を
感
じ
、

普
及
活
動
を
や

っ
て
き
た
。
高
知
の
川
村
晶
子

さ
ん
、
和
歌
山
の
道
本
浩
司
さ
ん
、
徳
島
大
学
の
吉
田
敦

也
教
授
な
ど
が
市
民
塾
に
共
感
し
、
そ
の
連
携
か
ら

N
P

O
法
人
地
域
学
習
プ
ラ

ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
研
究
会
が
生
ま

れ、

全
国
的
に
市
民
同
士
の
教
え
合
い
に
よ
る
生
涯
学
習

の
場
づ
く
り
に
励
ん
で
い
る
。

各地のイ ンターネ ット市民塾が連携して「地域学習プラ ットフ ォーム研究会jが結成された(富山市での設立

総会、2008年2月)

比主6・ω2008・12月号5 



小
さ
な
会
社
も
i
T
C
で
武
装

工
務
庖
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
鹿
児
島
建
築
市
場
の

高
橋
寿
美
夫
さ
ん
の
執
念
も
す
ご
い
。
事
故
死
し
た
息
子

の
同
級
生
が
就
職
を
希
望
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
工
務
屈

が
連
携
し
て
共
同
で
資
材
を
調
達
し
、
職
人
の
手
配
を
す

れ
ば
、
安
く
て
品
質
の
い
い
住
宅
が
造
れ
る
と
考
え
、

C

A
D
(
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
に
よ
る
設
計
)
シ
ス
テ
ム
を
中
核

に
し
た
仕
組
み
を
つ
く
っ
た
。
小
さ
な
会
社
も

I
C
T
で

武
装
し
て
連
携
す
れ
ば
、
大
企
業
に
も
負
け
な
い
と
い
う

実
例
を
実
現
し
た
わ
け
だ
。

「
類
は
友
を
呼
ぶ
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
が
、
パ

ワ
フ
ル
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
強
力
な
サ
ボ
l
タ
ー
が
い

る
。
富
山
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
市
民
塾
で
は
高
緑
利
江
さ
ん

が
そ
う
だ
。
二

O
O
二
年
に
市
民
講
師
と
し
て
、
「
テ
ィ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
こ
う
、
そ
し
て
パ
ソ
コ
ン
活
用
」
と
い

う
講
座
を
開
き
、
教
え
る
楽
し
さ
に
開
眼
し
た
。

高
緑
さ
ん
の
教
え
子
か
ら
も
市
民
講
師
が
生
ま
れ
、
市

民
塾
の
事
務
局
で
も
活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
市
民

塾
に
参
加
し
て
、
素
晴
ら
し
い
人
と
ど
ん
ど
ん
知
り
合
い

に
な
れ
る
の
が
楽
し
い
」
と
明
る
い
笑
顔
を
振
り
ま
い
て

、.
ー、
.，nv

・v・
4岩
手
県
川
井
村
の
老
人
を
孤
独
死
か
ら
守
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
は
、
岩
手
県
立
大
学
の
教
員
、
学
生
が
活

躍
し
た
。
こ
う
し
た
事
例
は
「
地
域
情
報
化
の
現
場
か

ら
」
と
い
う
レ
ポ

ー
ト

(
Z
G一¥
¥
口一

E
S
E
-m-z
-8
5・

で
紹
介
し
て
い
る
。

」
円
)
¥
山
町
門
町
一
〈
ぬ
印
¥
。
。
吋
()。
¥
)

地
鵠
情
報
化
大
賞
の
人
脈
で

進
む
連
携
の
勤
き

日
経
地
域
情
報
化
大
賞
は
表
彰
式
の
後
、
「
合
宿
討
論

.日経産業新簡賞テレワークの新しい形「ネットオフィスjによる全国各地での地域情報化

・日本経済新聞賞高齢者安否確認システム一一今日も発信・元気だよ川井村)
.日経MJ(流通新聞)賞三陸いわて水産分野の情報化

.日本経済新聞賞地域医療連携ネットワーク rNet4UJ(鶴岡市)

.佐賀県知事貸住民参加型ミニFM局 rFM FLOWERJ (新庄市)

・日本経済新聞社賞巴ーまなぴネット郡山が開発した学校用フログ「スクログj

・地域活性化センター貧桐生地域情報ネットワーク(桐生市)

+CANフォーラム賞つくば市教育委員会(つくば市)

.インターネット協会賞南房総地域インフラ整備プロジェク卜

.日本経済新聞賞わかしお医療ネットワーク(東金市)
・インターネット協会賞大学生がパソコンを教えることを通して、若者と地域住民との世代
間交流のきっかけ作り-Jてソコンブレックス解消大作戦-(千葉市)

.大 賞 シニアSOHO省及サロン ・三D<三鷹市)
・日経MJ (流通新聞)賞 10商庖街合同地域サイト「ささはたドッとこむJ(渋谷区)

〈神奈川県>!!新潟県知事賞地域が見守る安心ネットワーク(藤沢市)
・地域活性化センター賞地減ポータルサイト「マイタウンクラブJ(厚木市)
.新潟県知事賞インダスマーケット(三条市)
.特別賞新潟県中越沖地震に伴う緊急災害放送 rFMピッカラJ(柏崎市)

・インターネット協会賞ネット掲示板を使った相談ピアサポーター育成事業「ほっとスマイルj

+CANフォーラム賞障害者スポーツ ・モバイルライフ中継 fモパチユウJ(金沢市)
.インターネット協会賞信州ユニバーサル・ブロードJ¥ンドサービス
.地域活性化センター賞寄ってたかつて信州須坂発信プロジェクト

.日本経済新聞社賞子育て支援ポータルサイト「はままつ子育てネットワークぴっぴJ

.+CANフォーラム賞浜松地主主ブ口グポータル「はまぞうJ

.日経産業新聞賞移動支援ポータルサイト「みちナピとよたJ(豊田市)

.日本経済新聞社賞日本サスティナブル・コミュニティーセンター(京都市)
・大 賞京都の商業者による IT決済ネットワークの栂築
.京都府知事貨統合システム打RY-XJ等による市町村電算業務の共同化
.京都府知事賞京都試作ネット

.日経産業新開賞受発注業務支援サイト f商談上手J

.特別賞スルッと lくANSAIプロジ工クト

5・日経MJ (流通新聞)賞ブログポータルサイト「村131ろJ(北山村)
.インターネット協会賞関西ブロードJi.ンド(神戸市)
+CANフォーラム賞はりまスマートスクールプロジェクト(姫路市)
・大 賞OpenSNP地縁情報プラットホーム速鋳プロジェクト (姫路市}
.日本経済新聞賞神戸市第二次救急病院協議会救急医療情報システム

+CANフォーラム賞中海再生プロジェクト(米子市)

・大 賞 RubyCity MATSUEプロジェクト偽証市)

・CANフォーラム賞彩(いろどり)事業(上勝町)

・地域活性化センター賞震直販売支援システム「からりネットJ(内子町)
・日経MJ (流通新聞)賞西条市合併記念映画製作と「らくだ銀座Jプロジェクト

.日経経済新聞賞高知県地主主版アウトソ シング

.日本経済新聞社賞 NetComさが推進協議会 .a鏡(ほうすう)塾(佐賀市)

.日本経済新聞社賞有田工業高校の地域連携マルチメディアプロジェクト

.佐賀新聞社賞ケーブルワンの地域映像アーカイブと VOOサービス(武雄市)

・地域活性化センター賞無線LANによる地域ネット構築(長与町)
・大 賞畏崎県電子県庁システム等のオープンソース公開

.日本経済新聞社賞人吉球鷹広主主行政組合(人吉市)
・地域活性化センター賞地域SNSプロジ工クト「ごろっとやっちろJ(八代市)
・日経産業新聞賞オーブンプラットフォーム型健康情報基盤(私の健康履歴)

k直兎扇東3君+大 賞地蟻内サプライチ工ーン『鹿児島建築市場J

〈告手県〉

〈乎媛県〉

会
」
と
称
し
て
、
表
彰
さ
れ
た
人
と
研
究
者
や
過
去
の
受

賞
者
が
テ

l
マ
を
持
っ
て
討
論
す
る
会
を
設
け
て
き
た
。

そ
の
後
は
ピ

l
ル
を
飲
み
な
が
ら
の
懇
親
会
だ
。

「
あ
の
人
は
こ
ん
な
人
」
「
あ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
あ
の
人

の
情
熱
か
ら
」
な
ど
を
そ
こ
で
知
っ
て
共
感
し
、
そ
の
後
、

交
流
の
輪
が
広
が
っ
た
。
そ
の
代
表
例
は
、

二
O
O
八
年

の
大
賞
を
取
っ
た
「

O
p
e
n
s
N
P
地
域
情
報
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
だ
。

で
C
A
N
フ
ォ

ー
ラ
ム
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
こ

れ
で
受
賞
者
の
仲
間
に
入
っ
た
和
崎
さ
ん
は
、

S
N
S
の

ソ
フ
ト
を
開
発
し
て
、
そ
れ
を
全
国
展
開
す
る
の
に
こ
の

人
脈
を
活
用
し
た
。
大
賞
受
賞
の
報
せ
に
、
和
崎
さ
ん
は

「
私
は
日
経
地
域
情
報
化
大
賞
の
申
し
子
」
と
語
っ
た
の

は
、
そ
う
し
た
経
緯
が
あ
る
か
ら
だ
。

岸
本
晃
氏
が
リ
ー
ダ
ー
の
「
住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
」
や
、

柵
富
雄
氏
が
リ
ー
ダ
ー
の
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
市
民
塾
」
、

飯
盛
義
徳
氏
が
リ
ー
ダ
ー
の
「
鳳
雛
塾
」
が
全
国
に
広
ま

っ

て
い
る
の
も
、
地
域
情
報
化
大
賞
が
ら
み
の
人
脈
が
貢
献

ク
ト
」

リ
ー
ダ
ー
の
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
会
社
社
長
、
和
崎
宏
さ
ん

は
こ
O
O
四
年
、
「
は
り
ま
ス
マ
ー
ト
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ

6 2008・12月号
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地域情報化で広がる連携特集

し
て
い
る
。

明
ら
か
に
二
O
O
五
年
ご
ろ
か
ら
、
こ
う
し
た
連
携
が

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
枠
を
超
え
て
広
が
っ
て
い
る
。

過
疎
の
村
に
新
し
い
息
吹

そ
ん
な
中
で
二
O
O
六
年
、
慶
臆
義
塾
大
学
の
圃
領
二

郎
・
飯
雌
義
徳
研
究
室
は
、
福
岡
県
の
要
請
で
「
地
域
情

報
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
移
植
で
き
る
か
」
と
い
う
実
験
に

取
り
組
ん
だ
。
東
峰
村
と
い
う
人
口
二
千
八
百
人
の
村
で
、

市
民
塾
、
鳳
雛
塾
、
住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
講
座
を
学
生

た
ち
が
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
村
役
場
と
村
民
が
呼
応
し

て
、
そ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
過
疎
の
村
に
新
し
い
息

吹
を
吹
き
込
ん
だ
。

ど
こ
で
も
そ
う
な
る
と
は
断
言
で
き
な
い
が
、
意
欲
が

あ
り
な
が
ら
何
を
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
人
た
ち
に
、

手
法
を
教
え
れ
ば
、
潜
在
力
が
開
花
す
る
と
い
う
わ
け
だ
。

こ
の
よ
う
な
事
例
の
特
徴
、
連
携
の
経
緯
、
東
峰
村
で
の

実
験
な
ど
は
、
わ
れ
わ
れ
が
二
O
O
七
年
末
に
ま
と
め
た

「「
元
気
村
」
は
こ
う
創
る
」
(
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
刊
)

と
い
う
本
で
紹
介
し
て
い
る
。

情報化こそ
地域再生の起爆剤だ!

2007年には地域情報化の教科書になる

本も出版できた

崩
穣
が
進
む
地
域
に
救
世
主
と

怒
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

地
域
情
報
化
が
、
予
想
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
盛
り
上

が
っ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
時
代
が
そ
れ
を
求
め
て
い
た

の
だ
と
感
じ
る
。

戦
後
、
日
本
は
都
会
へ
の
人
口
集
中
が
過
度
に
進
ん
だ
。

地
方
振
興
の
た
め
に
新
幹
線
や
高
速
道
路
の
誘
致
が
進
め

ら
れ
た
が
、
結
果
と
し
て
は
、
若
い
男
女
は
そ
れ
に
よ
っ
て

都
会
に
移
り
住
み
、
帰
っ
て
は
こ
な
い
「
人
さ
ら
い
」
の
手

段
だ
っ
た
の
だ
。
い
わ
ゆ
る
ス
ト
ロ
ー
効
果
。
パ
イ
プ
が

で
き
る
と
、
強
く
吸
う
力
の
あ
る
方
に
吸
い
寄
せ
ら
れ
る
。

地
方
は
雇
用
も
娯
楽
も
な
い
ま
ま
に
、
過
疎
が
進
ん
だ
。

一
方
で
、
都
会
も
幸
せ
で
は
な
か
っ
た
。
「
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
」
の
名
目
で
、
隣
人
と
の
交
際
も
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン

が
林
立
し
て
い
る
。

古
典
的
な
地
縁
・
蜘
縁
社
会
が
崩
壊
し
た
後
、
新
し
い

「
つ
な
が
り
」
を
つ
く
れ
な
い
ま
ま
、
時
代
が
過
ぎ
て
き
た
。

そ
こ
に
現
れ
た
の
が
、
通
信
コ
ス
ト
が
格
安
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
だ
っ
た
。

地
域
情
積
化
は

「
フ
ラ
ス
ザ
ム
の
実
験
」

二
O
O
八
年
十
月
、
米
国
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ

l
ン
に

発
す
る
金
融
危
機
が
世
界
を
覆
っ
た
。
膨
れ
上
が
っ
た
巨

額
マ
ネ
ー
が
、
リ
ス
ク
の
高
い
住
宅
ロ

l
ン
に
投
下
さ
れ
、

信
用
不
安
を
招
い
た
の
だ
。

一
九
九

O
年
の
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
で
、
世
界
が
資
本

主
義

一
色
に
な
っ
た
。
平
家
物
語
の
「
盛
者
必
衰
の
理
」

で
は
な
い
が
、
次
は
資
本
主
義
の
衰
退
で
あ
る
。
そ
れ
が

意
外
に
早
く
や
っ
て
き
そ
う
な
気
配
だ
。

資
本
主
義
の
論
理
は
ゼ
ロ
サ
ム
だ
。
ラ
イ
バ
ル
を
け
り

落
と
し
て
富
を
独
占
す
る
こ
と
を
競
う
ゲ

1
ム
だ
。
そ
の

競
争
が
技
術
革
新
を
呼
び
、
効
率
を
向
上
さ
せ
た
こ
と
は

確
か
だ
。
し
か
し
、
人
間
社
会
の
根
本
に
あ
る
調
和
の
精

神
を
ズ
タ
ズ
タ
に
し
た
の
も
確
か
だ
。

私
は
、
地
域
情
報
化
は
ゼ
ロ
サ
ム
と
は
反
対
の
「
プ
ラ

ス
サ
ム
の
実
験
」
と
考
え
て
い
る
。
人
々
が
協
力
す
る
こ

と
で
、
人
数
分
以
上
の
成
果
を
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
実
験

だ
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
地
域
情
報
化
に
励
む
リ
ー
ダ
ー

や
サ
ボ

l
タ
l
は
、
ほ
と
ん
ど
が
プ
ラ
ス
サ
ム
を
信
じ
て

い
る
人
た
ち
だ
。
独
占
、
切
り
捨
て
で
は
な
く
、
共
有
、

助
け
合
い
の
人
た
ち
ば
か
り
だ
。

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ

l
ン
の
対
極
に
あ
る
の
が
、
パ
ン
グ

ラ
デ
イ
シ
ユ
の
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
だ
。
こ
の
銀
行
に
は
約

七
百
万
人
の
借
り
手
が
い
る
が
、
そ
の
九
七
%
が
農
村
の

女
性
だ
。
貸
し
て
い
る
額
は
多
く
て
も
百
ド
ル
程
度
と
少

額
だ
が
、
返
済
率
は
九
八
%
に
の
ぼ
る
。
彼
女
た
ち
は
「
お

金
を
返
せ
る
自
分
」
に
誇
り
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
。

富
を
求
め
て
競
争
す
る
こ
と
よ
り
、
し
っ
か
り
働
い
て

自
立
し
、
助
け
合
い
、
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
交
換
し

な
が
ら
質
を
上
げ
て
い
く
。
そ
う
い
う
手
本
が
グ
ラ
ミ
ン

銀
行
の
事
例
だ
と
思
う
(
創
始
者
の
ム
ハ
マ
ド
・
ユ
ヌ
ス

氏
は
こ
の
功
績
で
二
O
O
六
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受

賞
)
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
登
場
と
普
及
は
、
世
界
的
に
は
産

業
革
命
級
、
日
本
で
は
明
治
維
新
並
み
の
社
会
の
大
変
動

を
も
た
ら
す
と
思
う
。
そ
の
時
に
地
域
が
忘
れ
去
ら
れ
て

は
い
け
な
い
。
地
域
情
報
化
の
未
来
に
、
人
々
が
自
分
の

地
域
に
誇
り
を
持
っ
て
連
携
す
る
姿
を
思
い
描
き
な
が

ら
、
さ
ら
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

ヰ~ゆ2008.12月号7 
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地
域
情
報
化
で
広
が
る
連
携

制
鶴
岡
地
区
医
師
会
(
山
形
県
鶴
岡
市
)

医
療
連
携
型
電
子
力
ル
テ
「
N
e
t
4
U」

導
入
で
地
域
を
活
性
化

|
医
師
と
看
護
師
の
緊
密
な
連
携
で
質
の
高
い
在
宅
医
療
を
実
現
|

山
形
県
鶴
岡
地
区
医
師
会
は
、
平
成
十
三
年
度
の
経
済

産
業
省
に
よ
る

「
先
進
的

I
T
活
用
に
よ
る
医
療
を
中
心

と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
推
進
事
業
電
子
カ
ル
テ
を
中

心
と
し
た
地
域
医
療
情
報
化

|
」
に
参
画
し
、

一
地
域
/

一
患
者
/

一
カ
ル
テ
を
目
指
し
た
、
医
療
連
携
型
電
子
カ

ル
テ
「

N
e
t
4
U
」
を
開
発
し
、
七
年
近
く
に
わ
た
り

実
際
の
医
療
現
場
で
運
用
し
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
同
十
八
年
か
ら
運
用
を
開
始
し
た
「
大
腿
骨
近
位

部
骨
折
地
域
連
携
パ
ス
」
も

I
T
化
し
、
パ
ス
情
報
を

N

e
t
4
U
へ
集
約
す
る
こ
と
で
、
診
療
所
な
ど
と
の
切
れ

目
の
な
い
情
報
伝
達
を
目
指
し
て
い
る
。

司
、
医
師
会
を
中
心
と
し
た

'
f
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

鶴
岡
地
区
医
師
会
が
カ
バ
ー
す
る
医
療
圏
は
人
口
約

十
五
万
人
、
鶴
岡
市
と
一
町
か
ら
構
成
さ
れ
、
市
立
荘

内
病
院
を
中
核
と
し
て
約
百
の
医
療
機
関
が
分
布
し
て
い

る
。
当
医
師
会
で
は

一
九
九
七
年
(
平
成
九
年
)
を
情
報

化
元
年
と
位
置
付
け
、
積
極
的
に
医
師
会
を
中
心
と
し
た

情
報
化
を
推
進
し
て
き
た
。
同
年
五
月
に
は
医
師
会
館
内

• 三
原
一
郎

副
会
長

に
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
サ

l
バ
を
設
置
し
、
医
師
会
、
各
医

療
機
関
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
相
互
に
結
ぶ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
た
。

こ
の
イ
ン
ト
ラ
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
、
情
報
の
流
通
を
促

す
と
と
も
に
、
在
宅
患
者
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
在

宅
医
療
の
二
十
四
時
間
連
携
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
医
療
相
談
、
さ
ら
に
は
臨
床
検
査
オ
ン
ラ
イ
ン
参
照

シ
ス
テ
ム
、
医
療
機
関
機
能
開
示
、
会
報
や
理
事
会
資
料

の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
を
手
が
け
て
き
た
。
そ
し
て
、
経
産

省
の
「
先
進
的

I
T
活
用
に
よ
る
医
療
を
中
心
と
し
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
推
進
事
業
」
に
参
画
し
、
構
築
し
た
の

が
医
療
連
携
型
電
子
カ
ル
テ
「

N
e
t
4
U
」
で
あ
る
。

司
、
一
万
七
千
人
以
上
の

F
f
患
者
情
報
を
登
録
し
て
共
有
化

N
e
t
4
U
と
は
、
医
師
会
に
設
置
し
た
サ

l
パ
に
患

者
情
報
を
集
約
し
、
そ
れ
を
安
全
性
を
確
保
し
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
経
由
し
て
、
各
医
療
関
連
施
設
か
ら
ア
ク
セ
ス

で
き
る
よ
う
に
し
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
(
図

1
)
。
登
録
し

た
医
療
機
関
と
そ
の
紹
介
先
で
の
み
情
報
の
共
有
が
可
能

8 

中犠病院および

療聾型病院

図1 患者情報は医師会に設置したカルテサーバで 括管理される Net4U
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ktHニー
と
な
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
患
者
が
関
係
し
な
い
医

療
機
関
か
ら
の
不
必
要
な
ア
ク
セ
ス
を
制
限
し
て
い
る
。

N
e
t
4
U
の
機
能
と
し
て
は
、
所
見
、
処
方
、
診
断

名
な
ど
カ
ル
テ
と
し
て
の
要
件
の
ほ
か
、
電
子
的
紹
介
や

そ
の
返
信
、
訪
問
看
護
指
示
書
の
作
成
と
送
信
、
検
査
デ
ー

タ
の
自
動
取
り
込
み
、
画
像
や

P
D
F
(文
書
表
示
の
フ
ァ

イ
ル
)
の
貼
付
、
紹
介
状
な
ど
の
着
信
を
知
ら
せ
る
新
着

ア
ラ

l
ト
機
能
な
ど
を
備
え
て
い
る
。

平
成
二
十
年
八
月
末
現
在
、

N
e
t
4
U
に
は
中
核

病
院
の
市
立
荘
内
病
院
を
含
む
六
病
院
(
こ
れ
は
地
域
内

の
全
病
院
で
あ
る
H

精
神
病
院
を
除
く
、
一二
十
診
療
所
(
全

診
療
所
の
約
三
割)、

二
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
荘

内
地
区
健
管
理
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
コ
一
つ
の
民
間
検
査
会
社

が
参
加
し
て
い
る
。
同
十
四
年

一
月
の
運
用
開
始
以
来
、

七
年
弱
の
運
用
で

一
万
七
千
人
以
上
を
登
録
し
、
そ
の
う

ち
約
二
割
の
患
者
情
報
が
複
数
の
医
療
機
関
で
共
有
さ
れ

て
お
り
、
地
域
の
医
療
連
携
に
は
欠
か
せ
な
い
ツ

l
ル
と
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し
て
定
着
し
て
い
る
。

特
に
在
宅
医
療
の
分
野
で
は
、

主
治
医
の
指
示
で
訪
問

看
護
師
が
定
期
的
に
患
家
を
訪
問
し
、
そ
の
内
容
を
医
師

に
報
告
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

N
e
t
4
U
を
使
う
こ
と

で
、
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
量

・
質
と
も
に
向

上
し
、
緊
密
な
連
携
の
下
で
の
よ
り
質
の
高
い
在
宅
医
療

に
寄
与
し
て
い
る
。

ヘ
、
複
数
の
医
療
機
関
で
の
情
報
連
携
と

f
申
核
病
院
の
乗
り
入
れ

N
e
t
4
U
の
よ
う
な
、
患
者
の
診
療
情
報
を
複
数
の

施
設
で
共
有
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
シ
ス
テ
ム
は
、
医

療
連
携
を
推
進
し
、
よ
り
緊
密
な
チ

l
ム
医
療
を
実
践
す

る
上
で
極
め
て
有
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
連
携
を
目
指
し
た
多
く
の
シ
ス
テ
ム
は
頓
挫
し
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
る
。

な
ぜ
、

N
e
t
4
U
が
運
用
を
継
続
で
き
て
い
る
の
か
、

そ
の
理
由
と
し
て
、

当
地
区
医
師
会
自
ら
が
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
在
宅
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
(
訪
問
看
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
、
訪
問
入
浴
)
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
を
運
用
し
、
施
設
問

で
連
携
し
や
す
い
環
境
に
あ
る
こ
と
が
大
き
い
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
早
期
の
情
報
化
推
進

(
I
T
の
日
常
化
)
、

リ
ー
ダ
ー
の
存
在
と
ト

ッ
プ
を
含
め
人
材
に
恵
ま
れ
た
こ

と
、
運
用
費
を
賄
え
る
経
済
的
基
盤
、
シ
ス
テ
ム
の
そ
の

も
の
の
優
秀
さ
、
運
用
ル

l
ル
の
柔
軟
さ
な
ど
も
、
運
用

を
継
続
で
き
て
い
る
要
因
と
考
え
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、

医
療
関
係
者
の
中
で
の
「
良
い
地
域
医
療

を
目
指
そ
う
」
と
い
う
理
念
の
共
有
と
、
お
互
い
の
顔
が

見
え
る

。
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
ク
の
有
無
は
、
シ

ス
テ
ム
を
継
続
す
る
た
め
の
必
要
条
件
で
あ
ろ
う
。

平
成
十
八
年
六
月
に
鶴
岡
地
区
地
域
連
携
パ
ス
研
究
会

f柄引守主1

が
立
ち
上
が
り
、
ま
ず
は
、
大
腿
骨
近
位
部
骨

折
連
携
パ
ス
の
運
用
を
開
始
し
た
。
複
数
の
医

療
機
関
で
情
報
を
つ
な
い
で
い
く
地
域
連
携
パ

ス
に
お
い
て
は
、

I
T
化
は
不
可
欠
と
の
認
識

の
下
、
翌
年

一
月
に
は
連
携
に
必
要
な
シ

l
ト

化
さ
れ
た
患
者
情
報
を
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
共

有
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
。
ま
た
、
パ
ス

導
入
患
者
を

N
e
t
4
U
に
も
登
録
し
、
パ
ス

終
了
後
の
か
か
り
つ
け
医
や
関
連
施
設
へ
の
切

れ
目
の
な
い
情
報
伝
達
を
目
指
し
て
い
る
。
現

在
、
脳
卒
中
パ
ス
の

I
T
化
も
終
了
し
、
運
用

開
始
直
前
に
あ
る
。

さ
ら
に
、

当
地
区
は
固
の
が
ん
患
者
在
宅
緩

和
ケ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
モ
デ
ル
地
区
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
が
ん
患
者
が
安
心
し
て
在
宅
で

も
過
ご
せ
る
よ
う
、
地
域
で
が
ん
患
者
を
支
え
る
体
制
を

構
築
中
で
あ
る
。
そ
の
際
、
病
院
主
治
医
、
在
宅
か
か
り

つ
け
医
、
訪
問
看
護
師
、
薬
剤
師
、
ソ

l
シ
ヤ
ル
ワ

l
ヵ
l
、

地
域
連
携
室
の
ス
タ
ッ
フ
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
分

担
し
、
チ
ー
ム
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
に
は
情
報
共
有
、
ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ツ

l
ル
と
し
て
の

N
e
t
4
U
の
果
た
す
べ
き
役
割
は

大
き
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
中
核
病
院
の
院
内
電
子

カ
ル
テ
端
末
に

N
e
t
4
U
の
乗
り
入
れ
が
実
現
し
た
。

こ
の
よ
う
な
動
き
も
あ
り
、

N
e
t
4
U
の
登
録
患
者
数
、

参
加
医
療
機
関
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
課
題
で
あ

っ
た
中

核
病
院
と
の
連
携
も
徐
々
に
で
は
あ
る
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

司
、
地
域
の
チ
l
ム
医
療
を
支
え
る

，f
包
括
的
シ
ス
テ
ム
発
展
へ
の
課
題

今
、
地
域
医
療
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

医
療
機
関
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
介
護
施
設
、
薬
局
な
ど
が
、

図2 鶴岡地区医療情報ネットワーク (Net4Uを中心に、
連携パスシステム、訪問看護システムが連動)

施
設
・
職
種

の
垣
根
を
超

え
て
互
い
に

連
携
し
な
が

ら
、
住
民
に

安
全
で
質
の

高
い
医
療
を

効
率
的
に
提

供
す
る
仕
組

み
の
確
立
で

あ
る
。
N 
e 

t
4
U
は、

医
療
連
携
型

電
子
カ
ル
テ

と
し
て
の
利

用
法
か
ら
さ
ら
に
発
展
し
、
訪
問
看
護
支
援
シ
ス
テ
ム
や

地
域
連
携
パ
ス
シ
ス
テ
ム
と
連
動
し
な
が
ら
、
患
者
情
報

を
集
約
す
る
場
と
し
て
、
地
域
の
チ

l
ム
医
療
を
支
え
る

包
括
的
シ
ス
テ
ム
と
し
て
拡
大
、
発
展
の
方
向
に
あ
る
(
図

2
)
。
し
か
し
、
運
用
は

一
部
の
医
師
た
ち
の
献
身
的
な
取
り

組
み
に
負
っ
て
い
る
と
い
う
の
も
実
状
で
あ
る
。
今
後
、

参
加
医
療
機
関
を
増
や
す
た
め
に
は
、

I
T
導
入
の
コ
ス

ト
や
入
力
の
手
間
に
対
す
る
経
済
的
見
返
り
を
担
保
す
る

仕
組
み
を
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
例
え

ば
地
域
医
療
連
携
加
算
な
ど
、
な
ん
ら
か
の
診
療
報
酬
上

の
配
慮
で
あ
る
。
一

方
で
、
個
々
の
医
師
に

I
T
を
活
用

し
て
医
療
連
携
を
進
め
て
い
く
こ
と
へ
の
意
欲
や
ニ

l
ズ

が
生
ま
れ
な
い
と
、
理
念
や
理
想
だ
け
で
は
、
こ
の
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
を
継
続
し
て
運
用
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

住
民
や
行
政
を
巻
き
込
ん
だ
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
。

以.悩句2008・12月号9 
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地
域
情
報
化
で
広
が
る
連
携

集

特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
桐
生
地
域
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

(
群
馬
県
桐
生
市
)

地
域
'情
報
化

よ
る
ま
ぷち
℃つ
民ひく
炉とD
Gづ
築く
10 

ー

I
T
を
駆
使
し
た
ネ
ッ
ト
で
結
ぶ

群
馬
県
の
東
端
、
栃
木
県
境
に
接
す
る
山
紫
水
明
の
地

桐
生
市
は
、
千
三
百
年
の
織
物
の
町
で
も
あ
る
。
当
N
P

O
は
、
そ
の
桐
生
市
で
二
十
年
に
わ
た
る
活
動
の
中
か
ら

醸
成
し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
情
報
化
を
通
し
て
、
ま
ち
づ
く

り
、
ひ
と
づ
く
り
、
お
手
伝
い
」
を
基
本
に
、

①
桐
生
広

域
の
文
化
歴
史
の
蓄
積
・
発
信
②

I
T
の
普
及

・
啓
発
・

教
育
③
情
報
化
に
つ
い
て
の
提
言
と
実
践
ー
と
い
う
三

つ
の
柱
を
活
動
指
針
に
活
動
し
て
い
る
。

司
、
桐
生
織
物
を
伝
え
残
す

，f
フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み

昭
和
五
九
年
の
パ
ソ
コ
ン
通
信
渡
良
瀬
ネ
ッ
ト
の
活
動

か
ら
始
ま
り
、
平
成
十
三
年
一

月
に
「
地
域
住
民
が
考
え

る
桐
生
地
域
情
報
化
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
発
表
、
同
五

月
に
特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
桐
生
地
域
情
報
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
設
立
。
桐
生
市
へ
の
提
言
を
基
に
「
ま
ち
な

か
情
報
サ
ロ
ン
・
フ
ァ
イ
バ
ー
カ
フ
ェ
」
を
運
用
す
る
。

桐
生
の
ポ

l
タ
ル
サ
イ
ト
構
築
を
他
国
体
と
協
働
し
て
行

う
と
と
も
に
、
蓄
積
・
発
信
事
業
と
し
て
桐
生
織
物
を
高

• • 塩
崎
泰
雄

理
事
長

齢
者
と
若
者
で
調
べ
、
残
す
「
新
・
あ
す
へ
の
遺
産
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
三
年
に
わ
た
り
実
施
し
て
い
る
。

新
・
あ
す
へ
の
遺
産
の
継
続
事
業
と
し
て
桐
生
の
織
物

を
伝
え
残
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
(
本
・

D
V
D
・
講
演
会
-

w
e
b
作
成
)
、
群
馬
県
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営

委
託
事
業
・
起
業
家
育
成
講
座
・
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
、
町
な
か
情
報
サ
ロ
ン
・
フ
ァ
イ
バ
ー
カ
フ
ェ
運

営、

I
T
教
室
開
催
、
桐
生
の
地
域
ポ

l
タ
ル
サ
イ
ト
運

営
、
桐
生
グ
ル
メ
マ
ツ
プ

(
W
e
b
)
運
営
、

P
2
P
コ

ン
ソ
シ
ア
ム
、

『ま
ち
づ
く
り
』
の
た
め
の
新
し
い
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
つ
く
り
を
目
指
し
て
コ
ン
ソ
シ
ア
ム
の
運

用
、
愛
知
万
博
へ
百
万
人
の
回
覧
板
d
e
打
ち
水
大
作
戦

を
主
催
し
て
き
た
。

上
記
活
動
が
認
め
ら
れ
、
平
成
十
五
年
第

一
回
日
経
地

域
情
報
化
大
賞
・
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
賞
を
受
賞
。
同

十
八
年
度
に
総
務
省
関
東
総
合
通
信
局
の
委
託
事
業
と
し

て
「
桐
生
市
に
お
い
て

I
C
タ
グ
の
高
度
利
用
の
実
地
試

験
(
タ
ウ
ン
情
報
ネ

ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
こ
を
実
施
、

同
年
「
情
報
通
信
月
間
」
関
東
総
合
通
信
局
長
表
彰
の
表

彰
を
受
け
た
。

そ
の
後
、

I
C
T
活
用
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
と
し
て
、

P
2
P
コ
ン
ソ
シ
ア
ム
が
主
体
と
な
り
、
自
律
分
散
協
調

型
の
地
域
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ブ
ロ
ー
カ
レ
ス
シ
ス
テ

ム

(
P
2
p
)
で
実
現
す
べ
く
、
研
究
・
実
践
を
行
っ
た
。

そ
の
ほ
か
に
は
、
桐
生
お
召
し
織
の
工
程
を
精
査
し
、
情

報
化
技
術
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
シ
ョ

ッ
プ
と
連
動
す
る
地

域
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
生
を
目
指
し
、
「
八
丁
撚
糸
機
職
人
育

成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
基
に
「
八
丁
ヤ

l
ン
株
式
会
社
」

を
設
立
、
桐
生
お
召
織
の
復
活
が
間
近
と
な
っ
た
。

司
、
地
域
メ
デ
ィ
ア
の
コ
ミ
ュ
=
テ
イ

，f
F
M
局
を
開
設

前
記
活
動
の
下
、
平
成
十
五
年
か
ら
「
地
域
に
お
け
る

放
送
と
通
信
の
融
合
」
と
「
地
域
情
報
メ
デ
ィ
ア
」
に
つ

い
て
検
討
を
開
始
し
た
。
地
域
メ
デ
ィ
ア
の
在
り
方
に
つ

い
て
は
、
同
十
九
年
三
月
に
ま
と
め
た
「
地
域
に
お
け
る

放
送
と
通
信
の
融
合
に
関
す
る
検
討
委
員
会
|
報
告
書
」

(
群
馬
県
か
ら
の
委
託
事
業
)
で
触
れ
、
通
信
と
放
送
の

融
合
に
よ
る
地
域
メ
デ
ィ
ア
の
構
築
と
地
域
広
告
(
ニ

ツ

チ
広
告
)
に
関
し
て
提
案
を
行
っ
た
。
前
記
の
理
論
に
基

づ
い
た
ツ

l
ル
の
仕
様
を
検
討
、
地
域
へ
の
提
供
の
道
を

模
索
し
、
製
品
化
を
目
指
す
有
志
が
、
そ
の
後
も
議
論
を

重
ね
、
同
二
十
年
一
月
に

L
L
P
(有
限
責
任
事
業
組
合
)

を
設
立
、
ア
イ
デ
ア
を
権
利
化
し
、
地
域
メ
デ
ィ
ア
連
携

ツ
l
ル

「
W
e
b
C
O
M
』
が
誕
生
す
る
。

さ
ら
に
、
地
域
に
根
差
し
た
地
域
情
報
メ
デ
ィ
ア
と
し

て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

F
M
開
設
を
模
索
し
始
め
る
。
地
域

の
有
力
企
業
と
の
利
用
研
究
会
を
開
催
し
、
ラ
ジ
オ
局
の

設
立
を
開
始
。
平
成
十
九
年
七
月
に
当
N
P
O
が
企
画
調

整
役
と
な
り
、
桐
生
地
域
の
有
力
企
業
九
社
が
出
資
、
地

10 以~匂 2008' 12月号
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域
住
民
が
運
用
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

F
M
局

「
株
式
会
社
・

F
M
桐
生
」
を
設
立
し
、
運
用
を
開
始
し
た
。

F
M
桐
生
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
市
民
が
つ
く
る
み
ん
な
の

ラ
ジ
オ
」
で
、
運
用

一
年
を
経
て
地
域
メ
デ
ィ
ア
と
し
て

の
位
置
を
確
立
し
つ
つ
あ
る
。

F
M
桐
生
は
ラ
ジ
オ
放
送
と
い
う

ク
情
報
発
信
の
場
。

と
地
域
住
民
に
と
っ
て
利
活
用
可
能
な
リ
ア
ル
な

ク
場
の

提
供
。
を
行
い
、
結
果
と
し
て
人
々
が
集
い
、
イ
ン
タ
ー

地域情報化で広がる連携

FM桐生の外観 (放送局は市民との協働で運用を開始している)

ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
情
報
の
蓄
積
(
番
組
ア
ー
カ
イ
ブ
)
と
、

F
M
桐
生
の
提
供
す
る
サ
ロ
ン
か
ら
生
ま
れ
る
連
携
(
ま

ち
う
ち
探
検
隊
の
設
立
)
な
ど
の
動
き
が
活
発
化
し
、
当

N
P
O
の
本
来
の
狙
い
が
実
現
し
始
め
て
い
る
。

暗
¥
「
ま
な
う
ち
探
検
隊
」
の
組
織
化
と

，f
産
業
観
光
産
業
の
展
開

ラ
ジ
オ
番
組
の
リ
ス
ナ
l
の
意
見
か
ら
、
桐
生
の
産
業

遺
産
や
織
物
の
歴
史
、
そ
し
て
豊
か
な
自
然
を
資
源
と
し

た
「
産
業
観
光
産
業
に
よ
る
町
お
こ
し
」
の
構
想
が
始
ま

り
、
市
民
有
志
に
よ
る
「
ま
ち
う
ち
探
検
隊
」
が
組
織
さ

れ
た
。
毎
月
開
催
さ
れ
る
例
会
に
は
、
ゲ
ス
ト
を
招
き
桐

生
に
お
け
る
産
業
観
光
産
業
に
つ
い
て
熱
い
話
し
が
展

開
、
現
在
で
は
「
J

R
桐
生
駅
コ
ン
コ

l
ス
の
利
活
用
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
「
は
と
パ
ス
桐
生
ツ
ア

l
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

な
ど
、
い
く
つ
か
の
事
業
が
始
ま
っ
て
い
る
。
参
加
者
は

四
十
人
を
超
え
、
産
官
学
民
を
代
表
す
る
活
動
家
の
集
団

と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
ラ
ジ
オ
放
送
と
ブ
ロ
グ

や
桐
生

S
N
S
を
通
し
て
公
開
さ
れ
、
ま
さ
に
地
域
に
お

け
る
通
信
と
放
送
の
融
合
が
始
ま
り
つ
つ
あ
る
。

当
N
P
O
は
今
年
、
地
方
の
元
気
再
生
事
業
(
内
閣
官

房
)
、
に
っ
ぽ
ん

e
l物
産
市
事
業
(
経
済
産
業
省
)
を
受

託
し
、
活
動
中
だ
が
、

F
M
桐
生
に
集
ま
る
情
報
と
人

が
、
前
記
事
業
の
リ
ソ
ー
ス
と
し
て
効
果
的
に
活
用
さ
れ

て
い
る
。
ほ
か
に
も
、
桐
生
商
工
会
議
所
の
の
こ
ぎ
り
屋

根
利
活
用
事
業
(
日
本
商
工
会
議
所
受
託
事
業
)
、
群
馬

大
学
工
学
部
の
脱
温
暖
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
(
独
立
行
政
法

人
・
科
学
技
術
振
興
機
構
受
託
事
業
)
が
同
時
進
行
中
で
、

こ
れ
ら
四
つ
の
事
業
が
ま
ち
う
ち
探
検
隊
の
中
で
議
論
さ

れ
、
共
有
さ
れ
な
が
ら
、
各
事
業
の
連
携
が
行
わ
れ
て
い

ヲ

Q

。

ヘ
、
桐
生
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
の
公
開
と
地
蛾

f
ポ
l
タ
ル
ザ
イ
ト
と
の
連
携

地
域
の
文
化
と
歴
史
を
語
り
伝
え
る
「
桐
生
ア
ー
カ
イ

ブ
ス
」
事
業
は
、

F
M
桐
生
開
設
に
よ
り
ラ
ジ
オ
番
組
は

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
に
付
随
す
る
映
像
や
画
像
の
蓄
積
が
起

き
始
め
て
い
る
。
開
局

一
年
を
経
て
、
ラ
ジ
オ
局
の
運

営
に
も
慣
れ
、
や
っ
と
桐
生
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
の
整
理
と
公

開
が
始
ま
っ
た
。

F
M
桐
生
開
局
に
よ
る
効
果
は
、
い
く

つ
か
あ
る
が
、
場
の
提
供
と
運
営
に
よ
り
、
日
々
の
放

送
が
そ
の
ま
ま
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
の
蓄
積
に
つ
な
が
る
と

い
う
、
当
N
P
O
の
コ
ン
セ
プ
ト
実
現
の
場
と
な
っ
て
い

る
。自
律
分
散
協
調
の
情
報
ツ

l
ル
と
し
て
、
平
成
十
七
年

に
愛
地
球
博
に
百
万
人
の
回
覧
板
、
同
十
八
年
に
は
タ
ウ

ン
情
報
ネ
ッ
ト
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
情
報
化
ツ
ー

ル
開
発
と
実
証
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
回

L
L
P
(
コ
モ

ン
ス
ペ
ー
ス
)
と
協
働
で

。
w
e
b
C
O
M
O
を
使
っ
た
、

地
域
ポ
l
タ
ル

H
P
と
の
連
携
事
業
を
開
始
、
地
域
情
報

化
の
サ
ブ
ツ

l
ル
と
し
て
も
大
き
な
試
み
で
あ
る
。

二
十
年
の
活
動
の
継
続
に
は
、

ク
い
ψ

イ
ン
セ
ン
テ
イ

ブ
(
や
り
が
い
、
利
益
)
、
。
と
タ
ト
ラ
ス
ト
(
信
頼
)
、
ク
こ
。

コ
ネ
ク
タ

l
(
人
々
を
つ
な
ぐ
人
)
と
い
う
大
切
な
三
つ

の
要
素
が
あ
り
、
。
こ
れ
ら
コ
一
つ
の
要
素
を
基
に
、
活
動

は
循
環
を
始
め
る
。
こ
れ
を
、
ま
ち
づ
く
り
の
「
い
・
と
・

こ
」
と
言

っ
て
い
る
。
地
域
情
報
化
と
い
う
場
の
提
供
を

基
に
し
て
、
地
域
で
活
動
す
る
個
人
・
団
体
、

I
T
を
駆

使
し
て
緩
く
て
強
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
、
新
し
い
隣

組
を
構
築
す
る
お
手
伝
い
を
継
続
す
る
当
N
P
O
は
、
他

国
体
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
、
人
間
や
組
織
問
の

交
流
が
生
ま
れ
、
こ
れ
が
温
床
と
な
り
様
々
な

『ま
ち
づ

く
り
』
活
動
が
生
ま
れ
始
め
て
い
る
。

ヰ1-::匂2008.12月号11 
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ン
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ら
リ
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シ

l
向
上
ま
で
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地
域
情
報
化
で
広
が
る
連
携

集

地
域
の
l
T
化
推
進
で
コ=~ュ

ー
イ
ン
フ
ラ
• 

南
房
総

I
T
推
進
協
議
会

(
M
B
I
T
)
は、

I
T
を

活
用
し
た
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、
館
山
市

を
中
心
と
し
た
南
房
総
地
域
で
活
動
し
て
い
る
特
定
非
営

利
活
動
法
人
で
あ
る
。
平
成
十
三
年
八
月
に
八
人
の
有
志

に
よ
り
任
意
団
体
と
し
て
設
立
し
、
翌
十
四
年
六
月
に

N

P
O
の
認
証
を
受
け
た
。

司
、
地
域
の
産
官
学
を
高
速
通
信
網
で

'
f
結
ぶ

当
時
、
南
房
総
地
域
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

環
境
は

I
S
D
N
が
主
流
で
あ
り
、
都
市
部
を
中
心
に

サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
て
い
た

A
D
S
L
は
、
い
つ
サ
ー
ビ

ス
イ
ン
さ
れ
る
の
か
全
く
見
通
し
が
つ
か
ず
、
光
フ
ァ
イ

バ
ー
接
続
な
ど
は
夢
の
ま
た
夢
と
い
っ
た
状
況
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
大
手
通
信
事
業
者
が
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
し
て
く
れ
る
の
を
待
つ
の
か
、
あ
る
い
は
地
域

の
自
助
努
力
に
よ
り
少
し
で
も
状
況
を
改
善
し
て
い
く
取

り
組
み
を
進
め
る
べ
き
か
と
い
う
選
択
の
中
で
、
後
者
を

選
び

M
B
I
T
設
立
に
至
っ

た
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
南
房
総
l
T推
進
協
議
会
」

(千
葉
県
館
山
市
)

-

• 石
井
博
臣

副
理
事
長

折
り
し
も
こ
の
時
期
、
南
房
総
地
域
の
各
自
治
体
が
総

務
省
の
補
助
事
業
「
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
整
備
事

業
」
を
実
施
し
て
い
た
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
各
自
治
体
が

そ
れ
ぞ
れ
上
位
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
地
点
に

一
・五

メ
ガ
の
専
用
線
接
続
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
地
域
全
体
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
ば
く
大
な
経
費
(
税
金
)
を
投
入
す
る

構
図
が
見
え
て
き
た
。

そ
こ
で
、

M
B
I
T
が
大
手
通
信
事
業
者
と
地
域
の
聞

に
入
り
、
地
域
を
ま
と
め
、
料
金
の
徴
収
な
ど
も
行
う
代

わ
り
に
大
口
顧
客
サ
ー
ビ
ス
を
適
用
し
て
も
ら
い
、
十
メ

ガ
の
専
用
線
接
続
(
帯
域
保
障
型
)
を
地
域
で
シ
ェ
ア
す

る
と
と
も
に
、
通
信
事
業
者
の
持
つ
地
域
イ
l
サ
網
に
よ

り
自
治
体
や
道
の
駅
、
事
業
所
、
大
学
な
ど
を
光
フ
ァ
イ

バ
ー
に
よ
り
接
続
し
、
高
速
通
信
網
を
整
備
し
た
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
平
成
十
六
年
六
月
に
関
東

総
合
通
信
局
局
長
表
彰
を
、
ま
た
同
年
十

一
月
に
日
経
情

報
化
大
賞
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
協
会
賞
を
受
賞
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、

M
B
I
T
の
活
動
は

「
イ
ン
フ
ラ
整

備
」
だ
け
が
目
標
で
は
な
い
。
M
B
I
T
で
は

「
イ
ン
フ

ラ
整
備
」
の
ほ
か
に
、
「
コ
ン
テ
ン
ツ
の
整
備
」
や
「
リ

テ
ラ
シ

l
(
知
識
と
利
用
能
力
)
の
向
上
」
が
同
時
に
進

行
し
な
け
れ
ば
、
地
域
情
報
化
の
推
進
は
な
い
も
の
考
え
、

設
立
当
初
よ
り
こ
れ
ら
一一一

つ
を
活
動
の
大
き
な
目
標
と
し

て
き
た
。

司
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
に
向
け
た

F
f
地
域
情
報
発
信
と
S
N
S
開
設

コ
ン
テ
ン
ツ
整
備
で
は
、
館
山
市
教
育
委
員
会
と
の
連

携
の
下
、
「
ふ
る
さ
と
百
科
た
て
や
ま
大
事
典
」
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
ま
た
、
毎
年
八
月
に
実
施
さ
れ
る
館
山
湾
花

火
大
会
な
ど
、
各
種
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

中
継
や
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
に
よ
る
地
域
情
報
の
発
信
な
ど
を

行
っ
て
き
た
。

平
成
十
八
年
度
に
は
、

o
p
e
n
s
N
P
(平
成
二
十

年
度
日
経
情
報
化
大
賞
グ
ラ
ン
プ
リ
)
を
活
用
し
た
地
域

S
N
S
「
房
州
わ
ん
だ
あ
ら
ん
ど
」
を
開
設
。
房
州
わ
ん

だ
あ
ら
ん
ど
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
の
ツ

l
ル

と
し
て
活
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
ベ

l
ス
と
な
っ
て
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
海
辺
の
生
物
の
観
察

グ
ル
ー
プ
な
ど
、
市
民
同
士
の
連
携
に
よ
る
新
し
い
取
り

組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
と
の
連
携
に
よ
り
、
公

開
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
書
き
込
ま
れ
た
情
報
が
、
カ

l
ナ
ピ

ゲ

l
シ
ヨ
ン
に
配
信
さ
れ
る
仕
組
み
の
実
験
も
行
っ
て
お

り
、
地
元
住
民
し
か
知
ら
な
い
レ
ア
な
情
報
を
観
光
客
に

プ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
振
興
を
図
ろ
う
と
い

う
取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
い
る
。

平
成
十
九
年
度
か
ら
は
、
「
ふ
る
さ
と
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

育
成
講
習
会
」
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
れ
は
文
部
科
学
省

委
託
事
業
「
学
び
あ
い
支
え
あ
い
地
域
活
性
化
推
進
事
業
」

12 ↓弘主語句 2008.12月号
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に
よ
り
、
地
域
の
こ
と
を
学
び
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

て
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
情
報
発
信
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
。
同
様
の
取
り
組
み
と
し
て
、

市
教
育
委
員
会
で
実
施
す
る
「
若
潮
マ
ラ
ソ
ン
子
ど
も
レ

ポ
ー
タ
ー
事
業
」
に
も
協
力
し
て
お
り
、
子
供
た
ち
が
マ

ラ
ソ
ン
大
会
の
様
子
を
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
作
成
す
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
指
導
す

る
と
と
も
に
、
各
作
品
を

M
B
I
T
の
サ
ー
バ
ー
か
ら
配

信
し
て
い
る
。

-R
ヘ
パ
ソ
コ
ン
教
室
や
ネ
ッ
ト
デ
イ
開
催

F
f
で
リ
テ
ラ
シ
ー
を
向
上

リ
テ
ラ
シ

l
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年
度
よ

り
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連
携
し
、
無
料
の
パ
ソ
コ

ン
駆
け
込
み
寺
と
し
て
、
毎
週
火
曜
日
に
「
た
て
や
ま

I

T
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
」
を
開
催
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に

千
六
百
人
を
超
え
る
市
民
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
同
年
二
月
、
館
山
第
二
中
学
校
を
舞
台
に
南
房
総

地
域
で
初
と
な

っ
た
「
ネ
ッ

ト
デ
イ
」
を

コ
l
デ
イ
ネ

l

ト
。
こ
れ
ま
で
に
市
内
十
五
の
小
中
学
校
の
う
ち
、
十
一

校
で
実
施
さ
れ
て
き
た
。

ネ
ッ
ト
デ
イ
は
学
校
、

P
T
A
、
子
供
た
ち
、
地
域
住

民
が
連
携
し
て
、
校
内

L
A
N
を
整
備
す
る
事
業
だ
が
、

単
に
安
価
な
配
線
工
事
を
行
う
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、

ネ
ッ
ト
デ
イ
を
通
じ
て
保
護
者
や
地
域
住
民
が
学
校
に
入

り
や
す
く
な
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
「
地
域
と
と
も
に

学
校
を
創
る
」
と
い
う
理
念
を
地
域
で
共
有
す
る
こ
と
が

大
き
な
目
的
で
あ
る
。
そ
し
て
ネ
ッ
ト
デ
イ
終
了
後
も
、

地
域
が
学
校
を
支
援
す
る

「
ア
フ
タ
ー
ネ

ッ
ト
デ
イ
」
と

呼
ば
れ
る
活
動
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
企
業
へ
の
中
古
パ
ソ
コ
ン
寄
付
の
呼
び
か

け
、
集
っ
た
寄
付
パ
ソ
コ
ン
の
整
備
と
学
校
へ
の
設
置
・

設
定
、
あ
る

い
は
放
課
後
の
子
供
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
支
援

や
学
校
に
対
す
る

I
T

サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
る
活
動
が
展
開

さ
れ
て
い
る
。

平
成

二
十
年
度
に

は、

M
B
I
T
メ
ン

バ
ー
が
中
心
と
な
り
、

館
山
市

I
C
T
教
育
推

進
実
行
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
館
山
市
教
育
委

員
会
と
契
約
し
、
寄
付

パ
ソ
コ
ン
、
新
規
パ
ソ

コ
ン
の
設
定
と
学
校
へ

の
設
置
・
サ
ポ
ー
ト
を

実
施
し
て
い
る
。

ふるさとディレク合一

子どもレポータ

市
民

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
で
き
る
こ
と
と
、
業
者
で
な
け
れ
ば

で
き
な
い
こ
と
の
切
り
分
け
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
行
政

コ
ス
ト
(
税
金
)
を
削
減
す
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
作

業
に
教
員
も
参
加
す
る
こ
と
で
、
教
員
の
リ
テ
ラ
シ

l
向

上
に
も
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

略、l
T
を
活
用
し
た
豊
か
な
地
繊
社
会

，f
を
創
造
ヘ

こ
こ

二
年
ほ
ど
で
、
南
房
総
地
域
の
全

エ
リ
ア
で

A
D

S
L
が
、
ま
た
一
部
で
光
フ
ァ
イ
バ
ー
接
続
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
さ
れ
る
な
ど
、
情
報
通
信
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て

き
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

M
B
I
T
は
設
立
当
初
か

ら
、
い
ず
れ
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
進
ん
で
い
く
で
あ
ろ
う
か

ら
、
将
来
的
に
は
コ
ン
テ
ン
ツ
の
整
備
や
リ
テ
ラ
シ

l
の

向
上
、
人
材
の
育
成
の
分
野
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
も
の
と

考
え
て
お
り
、
今
ま
さ
に
そ
の
タ

l
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を

迎
え
て
い
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

「人
こ
そ
が
地
域
の
力
」
と
の
理
念
の
下
、
「
人
と
人
」

そ
し
て
「
知
と
智
」
を
つ
な
ぐ
道
具
と
し
て

I
T
を
活
用

し
、
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
創
造
に
向
け
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ネットデイ (LANケ ブル敷設作業)
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地
域
情
報
化
で
広
が
る
連
携

集

神
奈
川
県
厚
木
市

官
民
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

地
域
ポ
l
タ
ル
サ
イ
ト

|
市
民
の
約
半
数
に
当
た
る
登
録
者
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
|

厚
木
市
は
、
平
成
十
六
年
か
ら
市
の
公
式
な
ホ

l
ム

ベ
l
ジ
と
は
別
に
、

生
活
に
密
着
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

集
約
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

「
マ
イ
タ
ウ
ン
ク

ラ
ブ
」
を
運
営
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
図
書
の
検
索
・
予
約
、

公
共
施
設
の
予
約
、
講
座
イ
ベ
ン
ト
の
申
し
込
み
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
情
報
、
チ
ケ

ッ
ト
予
約
、
メ
ル
マ
ガ
な
ど

の
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
、
た

っ
た

一
度
の
登
録
で
す
べ
て

利
用
で
き
る
仕
組
み
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
二
十
年
三
月
に

は
あ
つ
ぎ
地
域

S
N
S
や
企
業
シ
ョ

ッ
プ
情
報
、
横
断
検

索
機
能
な
ど
を
加
え
、
同
年
八
月
に
は
登
録
者
十
万
件
を

達
成
し
た
。

同
(
高
度
情
報
告
市
を
息
す

本
市
の
本
格
的
な
情
報
化
へ
の
取
り
組
み
は
、
昭
和

六
十
一
年
に
旧
郵
政
省
か
ら
「
テ
レ
ト
ピ
ア
構
想
モ
デ
ル

都
市
」
の
指
定
を
受
け
、
高
度
情
報
化
都
市
を
目
指
し
た

時
に
始
ま

っ
た
。
同
六
十
二
年
か
ら
運
用
を
始
め
た
ビ
デ

オ
テ

ッ
ク
ス
「
キ
ャ
プ
テ
ン
シ
ス
テ
ム
」
は
、
ポ

l
タ
ル

サ
イ
ト
の
草
分
け
的
な
存
在
と
し
て
、
百
六
十
種
類
以
上

の
項
目
の
情
報
を
提
供
し
た
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
予
約

• 小
路
隆
行

情
報
政
策
課

主
査

シ
ス
テ
ム

同

(
平
成
三
年

1
)、
図
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム

五
年

1
)
な
ど
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

を
次
々
と
構
築
し
、
市
民
生
活
に
密
着
し
た
メ
デ
ィ
ア
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

そ
の
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
や
携
帯
電
話
の
急
速
な
普

及
に
従
い
、
ホ
ー
ム
ベ

l
ジ
に
よ
る
情
報
提
供

(平
成
八

年

1
)
や、

w
e
b
上
で
利
用
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
予

約
シ
ス
テ
ム
の
構
築
(
同
十

一
年

1
)
な
ど
、
常
に
新
し

い
情
報
化
へ
の
取
り
組
み
を
行

っ
て
き
た
。

司
、
マ
イ
タ
ウ
ン
ク
ラ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

F
f
の
ス
タ
ー
ト

平
成
十
五
年
四
月
、
こ
れ
ま
で
の
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

の
老
朽
化
に
よ
る
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
計
画
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
こ
れ
は
、
単
に
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
入

れ
替
え
を
実
施
す
る
の
で
は
な
く
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
対

す
る
し

っ
か
り
と
し
た
登
録
制
度
(
共
通
認
証
基
盤
)
を

確
立
し
、
そ
の
上
で
生
活
に
密
着
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
。
こ
れ
が
、
「
マ
イ
タ

ウ
ン
ク
ラ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
あ
る
。

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
ス
タ
ー
ト
す
る
上
で
、
当
時
の
利

{~~;;ぢヲちろ
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弘主語句

用
者
を
そ
の
ま
ま
移
行
し
て
も

一
万
五
千
件
程
度
に
過
ぎ

ず
、
コ
ツ
コ
ツ
と
利
用
者
登
録
を

P
R
す
る
の
で
は
時
間

が
か
か
り
す
ぎ
、
登
録
者
が
増
え
た
こ
ろ
に
は
シ
ス
テ
ム

自
体
が
陳
腐
化
し
て
い
く
。

し
か
し
な
が
ら
、
登
録
者
を
飛
躍
的
に
拡
大
す
る
た
め

の
あ
る
戦
略
的
な
秘
策
が
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
翌
年
に
リ

ニ
ュ

l
ア
ル
を
控
え
て
い
た
図
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム
の
統

合
に
よ
る

。利
用
者
の
囲
い
込
み
。
で
あ
る
。

図
書
館
の
利
用
者
は
、
他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
比
べ
、

①
け
た
違
い
の
利
用
者
を
保
有
し
て
い
る
②
子
供
か
ら
高

齢
者
ま
で
非
常
に
幅
広
い
年
齢
層
が
利
用
す
る
③
利
用
者



地域情報化で広がる連携特集

は
何
度
も
繰
り
返
し
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
ー
な
ど
、
新

た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
サ
ー
ビ
ス
対
象
と
し
て
、
こ
れ
ほ

ど
の
好
条
件
は
ほ
か
に
な
か
っ
た
。
以
降
、
マ
イ
タ
ウ
ン

ク
ラ
ブ
は
サ
ー
ビ
ス
開
始
か
ら
四
年
と
い
う
ス
ピ
ー
ド
で

登
録
者
十
万
件
を
達
成
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
自
体
が
広
域
化

し
て
い
る
た
め
、
市
外
の
登
録
者
が
三
割
ほ
ど
い
る
が
、

人
口
二
十
二
万
人
の
本
市
に
と
っ
て
約
半
数
に
近
い
デ
ー

タ
l
ベ
l
ス
を
構
築
し
た
こ
と
に
な
る
。

唱
、
地
蛾
S
N
S
の
導
入
と

，f
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
促
進

マ
イ
タ
ウ
ン
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
で
活
躍
す
る
生
涯
学
習

団
体
や
サ
ー
ク
ル
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

N
P
O
、
地
域
指

導
者
な
ど
が
、
利
用
登
録
時
に
公
開
を
希
望
す
る
だ
け
で
、

気
軽
に
情
報
公
開
が
で
き
る
仕
組
み
を
提
供
し
て
き
た
。

情
報
公
開
す
る
こ
と
で
、
簡
単
な
ホ

l
ム
ベ

l
ジ
の
作
成

や
電
子
掲
示
板
の
設
置
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
無
料
で
提

供
し
て
お
り
、
会
員
募
集
や
活
動
紹
介
な
ど
に
使
わ
れ
て

い
た
。

情
報
公
開
数
は
千
六
百
件
を
超
え
、
地
域
の
魅
力
あ
る

情
報
を
配
信
す
る
こ
と
に
は
成
功
し
た
が
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
促
進
し
た
り
、
地
域
活
動
を
促
進
し
た
り
す

る
た
め
の
ツ

l
ル
と
し
て
の
不
足
感
は
ぬ
ぐ
え
ず
、
操
作

性
も
含
め
て
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
が
図
ら
れ
た
。
そ
し
て

時
代
は
電
子
掲
示
板
か
ら
ブ
ロ
グ
へ
と
移
り
変
わ
り
、

S

N
S
の
爆
発
的
な
流
行
を
迎
え
た
。

そ
こ
で
浮
上
し
た
の
が
、
マ
イ
タ
ウ
ン
ク
ラ
ブ
十
万
件

の
登
録
者
を
対
象
と
し
た
地
域

S
N
S
の
構
築
と
、
シ
ス

テ
ム
の
大
幅
な
リ
ニ
ュ

l
ア
ル
計
画
で
あ
り
、
総
務
省
の

平
成
十
九
年
度
「
地
域

I
C
T
利
活
用
モ
デ
ル
構
築
事
業
」

の
事
業
採
択
を
機
に
、
国
の
委
託
を
受
け
て
新
た
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
着
手
し
た
。

新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
域
の
企
業
、
大
学
、
住

民
、
近
隣
自
治
体
な
ど
、
非
常
に
多
く
の
人
を
巻
き
込
み
、

I
C
T
を
利
活
用
し
て
①
地
域
経
済
の
活
性
化
②
生
涯
学

習
の
充
実
③
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
ー
を
目
指
す
も

の
で
あ
っ
た
。
大
学
と
連
携
し
て
作
成
し
た
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
が
「
ひ
と
が
つ
な
が
る
ま
ち
が
ふ
く
ら
む
」
で

あ
る
よ
う
に
、
単
な
る
シ
ス
テ
ム
開
発
で
は
な
く
「
ひ
と

づ
く
り

・
ま
ち
づ
く
り
」
事
業
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

展
開
し
た
。

特
に
地
域
経
済
の
活
性
化
の
取
り
組
み
と
し
て
、
厚
木

市
と
近
隣
自
治
体
の
企
業
、
庖
舗
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
新

鮮
情
報
や
商
品
サ
ー
ビ
ス
、
ク
ー
ポ
ン
、
求
人
情
報
な
ど

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
更
新
で
き
る
企
業
シ
ョ
ッ
プ
情
報
シ

ス
テ
ム
を
構
築
。
地
域
で
埋
も
れ
て
い
る
ニ
ッ
チ
な
情
報

を
顕
在
化
す
る
こ
と
が
可
能
な
ほ
か
、
地
域

S
N
S
と
の

連
携
に
よ
り
更
な
る

P
R
効
果
が
促
進
さ
れ
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
る
。

従
来
、
行
政
情
報
と
民
間
情
報
の
混
在
は
難
し
か
っ
た

が
、
パ
ナ

l
広
告
な
ど
と
同
様
の
広
告
掲
載
事
業
と
し
て
、

企
業
シ
ョ
ッ
プ
情
報
を
位
置
付
け
、
月
々
五
百
円
の
掲
載

料
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
メ
イ
ン
の
タ
ー
ゲ

ッ

ト
と
し
て
い
る
小
規
模
な
庖
舗
や
教
室
な
ど
が
、
気
軽
に

参
加
し
や
す
い
よ
う
に
設
定
さ
れ
た
金
額
で
あ
る
。

同
(
住
民
パ
ワ
ー
に
よ
る
す
イ
ト
の
運
営

い
つ
ま
で
も
魅
力
あ
る
サ
イ
ト
を
維
持
し
続
け
る
た
め

に
は
、
行
政
主
導
型
で
は
限
界
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
必
要

不
可
欠
に
な
る
の
が
サ
イ
ト
を
盛
り
上
げ
る
住
民
パ
ワ
ー

で
あ
る
。
本
市
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
開
始
の
半
年
前
か
ら
サ

イ
ト
の
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
。

平
成
十
九
年
十
二
月
に
は
、
団
塊
世
代
の
退
職
者
や
主
婦

ドナーす冒
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ETTi;;十苧I吋 fF司
・・ぺy h-JU  一、 〆ム圃

I:::'l 

園圃誼固

" ，e. 

;;-

ザーー守宮置

璽』圃
ー園田恒温圃園町一
-圃

.~ 

〉目

--，唱

..明白4

司

弘司

山冒

念.
園面-込

. 

な
ど
を
中
心
と
し
た
「
マ
イ
タ
ウ
ン
サ
ボ

l
タ

l
ズ
ク
ラ

ブ
」
が
発
足
し
た
(
会
員
数
七
十
二
人
)
。

サ
ボ

l
タ
l
は
、
ま
ち
か
ど
レ
ポ
ー
ト
や
コ
ン
テ
ン
ツ

制
作
サ
ポ
ー
ト
、
サ
イ
ト
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
ば
か
り
で
は

な
く
、
地
域

S
N
S内
で
の
様
々
な
仕
掛
け
や
登
録
庖
舗

の
P
R
ま
で
を
積
極
的
に
行
う
パ
ワ
ー
で
あ
る
。

マ
イ
タ
ウ
ン
ク
ラ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
て

六
年
。
常
に
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
、

I
C
T
を
利
活
用

し
て
住
民
の
生
活
が
本
当
に
便
利
な
っ
た
と
実
感
し
て
も

ら
え
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。
日
々
、
試

行
錯
誤
の
連
続
で
あ
る
が
、
常
に
住
民
の
目
線
に
立
っ
た

マ
イ
タ
ウ
ン
ク
ラ
ブ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
今
後
も
続
く
。

東名高速厚木ICを中心とした市街地の航空写真
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地
域
情
報
化
で
広
が
る
連
携

集

特
定
非
営
利
活
動
法
人

「
は
ま
ま
つ
工
同
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ぴ
つ
ぴ
」
(
静
岡
県
浜
松
市
)

官
民
協
働
で
情
報
を
融
合
さ
せ
た

子
育
て
支
援
サ
イ
ト

|
少
子
化
時
代
の
住
み
良
い
ま
ち
事つ
く
り
を
目
指
す
|

浜
松
市
は
静
岡
県
の
西
部
に
位
置
し
、
北
は
赤
石
山
系
、

東
は
天
竜
川
、
南
は
遠
州
灘
、
西
は
浜
名
湖
と
四
方
を
異

な
る
環
境
に
聞
ま
れ
、
而
積
は
岐
阜
県
高
山
市
に
次
い
で

全
国
二
番
目
の
広
さ
で
、
山
あ
り
海
あ
り
の
豊
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
た
人
口
八
十
二
万
人
の
政
令
指
定
都
市
で
あ

る
。
市
内
に
は
多
く
の
企
業
が
立
地
し
、
そ
の
九
割
以
上

が
中
小
企
業
で
あ
る
。
光
技
術
・電
子
技
術
関
連
な
ど
「
も

の
づ
く
り
の
ま
ち
」
と
し
て
知
ら
れ
、
転
出
入
者
の
多
い

ま
ち
で
も
あ
る
。

多
聞
に
も
れ
ず
、
当
N
P
O
法
人
「
は
ま
ま
つ
子
育
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ぴ
つ
ぴ
」
の
ス
タ
ッ
フ
の
半
分
以
上
は
転

入
者
、
い
わ
ば

ク
よ
そ
も
の
タ
で
あ
る
。
ま
ち
づ
く
り
に
は
、

「
ば
か
者
、
若
者
、
よ
そ
者
」
(
熱
心
に
ぐ
い
ぐ
い
引
っ
ぱ
っ

て
い
く
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
、
若
い
発
想
で
元
気
よ
く
動
き

回
る
存
在
、
新
し
い
空
気
を
入
れ
て
く
れ
る
異
質
な
存
在
)

が
必
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
浜
松
で
生
ま
れ
住
ん
で

き
た
人
々
と
は
違
っ
た
視
点
で
も
の
ご
と
を
と
ら
え
る
た

め
に
、
「
こ
ん
な
点
が
子
育
て
環
境
と
し
で
あ
っ
た
ら
い
い

の
に
」
と
、
以
前
か
ら
提
案
型
の
市
民
活
動
を
重
ね
て
き

た
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
活
動
を
始
め
た
団
体
で
あ
る
。

理
事
長

原
田
博
子

ヘ
、
転
出
入
者
の
多
い
ま
ち
で
ス
タ
ー
ト

f
し
た
行
政
と
の
協
働
事
業

平
成
十
七
年
四
月

一
日
、
浜
松
市
子
育
て
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
の
開
設
と
と
も
に
子
育
て
情
報
サ
イ
ト
「
ぴ
つ

ぴ
」
は
オ
ー
プ
ン
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
浜
松
市
は
、
子
育

て
に
関
す
る
情
報
が
市
の
公
式
サ
イ
ト
や
広
報
誌
な
ど
に

断
片
的
に
し
か
掲
載
さ
れ
ず
、
転
入
者
や
核
家
族
家
庭
に

と
っ
て
ば
ら
ば
ら
に
点
在
す
る
情
報
の
中
で
、
育
児
、
家

事
、
仕
事
に
と
忙
し
い
子
育
て
家
庭
に
は
、
自
分
の
状
況

に
合
っ
た
情
報
を
収
集
す
る
の
が
困
難
な
状
況
下
に
あ
っ

た
。市
民
側
に
と
っ
て
、
子
育
て
情
報
は
子
育
て
を
す
る
上

で
親
た
ち
に
は
必
要
か
っ
、
重
要
と
い
う
「
思
い
」
は
、

誰
も
が
思
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
い
ざ
サ
イ

ト
を
つ
く
る
と
な
れ
ば
、
資
金
面
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

本
来
望
む
も
の
を
単
独
で
つ
く
る
に
は
膨
大
な
情
報
収
集

が
必
要
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
手
を
出
せ
な
か
っ
た

分
野
で
も
あ
る
。

市
は
こ
の
状
況
を
危
ぐ
し
、
子
育
て
情
報
を

一
元
化
し

た
ポ

I
タ
ル
サ
イ
ト
を
制
作
す
る
こ
と
に
し
た
。
サ
イ
ト

の
制
作
に
当
た
っ
て
は
、
市
が
単
独
で
つ
く
る
の
で
は
な

く
、
地
元
N
P
O
と
協
働
で
取
り
組
み
た
い
と
い
う
意
向

が
示
さ
れ
た
。
こ
の
提
案
は
企
画
コ
ン
べ
で
は
あ
る
が
、

行
政
か
ら
丸
投
げ
し
な
い
で

一
緒
に
サ
イ
ト
を
つ
く
ろ
う

と
い
う
夢
の
よ
う
な
提
案
だ
っ
た
。
こ
の
提
案
が
契
機
と

な
っ
て
、
ぴ
つ
ぴ
は
行
政
と
の
協
働
事
業
を
歩
み
始
め
た

の
で
あ
る
。

ヘ
、
先
輩
マ
マ
の
ア
ド
バ
イ
ス
で

f
完
成
し
た
「
ぴ
つ
び
」

子
育
て
情
報
サ
イ
ト
「
ぴ
つ
ぴ
」
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト、

グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
な
ど
、
親
の
ニ

l
ズ
調
査
を
行

い
、
「
官
も
民
も
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
情
報
は

一
度
に
見

ら
れ
る
方
が
便
利
!
」
と
、
行
政
情
報
と
民
間
情
報
を

融
合
さ
せ
た
。
「
行
政
用
語
は
難
し
く
て
わ
か
ら
な
い
」

と
、
文
面
を
分
か
り
ゃ
す
い
言
葉
に
替
え
て
し
ま
う
な
ど
、

ユ
ー
ザ
ー
の
視
点
を
全
面
に
取
り
入
れ
た
。

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
で
も
欲
し
い
情
報
に
ち
ゃ
ん

と
た
ど
り
着
け
る
よ
う
に
、
情
報
の

ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
と
い
う
観
点
か
ら
、
使
い
や
す
く
分
か
り
ゃ
す
い

ホ
l
ム
ペ

l
ジ
デ
ザ
イ
ン
を
目
指
し
た
。
制
作
過
程
で
幾

度
と
な
く
持
た
れ
た
市
の
担
当
者
と
の
協
議
の
場
で
は
、

掲
載
文
章
に
つ
い
て
ユ

ー
ザ
ー
側
が
誤
解
を
生
じ
ず
理
解

で
き
る
か
ど
う
か
で
、
行
政
と
民
聞
が
相
互
の
立
場
か
ら

激
し
く
議
論
を
ぶ
つ
け
合
う
機
会
も
あ
っ
た
。

そ
こ
で
両
者
が
悩
ん
で
解
決
策
と
し
て
で
き
た
の
が
、

補
助
的
な
文
章
を
入
れ
た
「
先
輩
マ
マ
の
ア
ド
バ
イ
ス
」

で
あ
る
。
短
期
間
の
議
論
集
中
で
、
こ
う
し
て
サ
イ
ト
は

ま
ず
は
完
成
し
た
。

ホ
ー
ム
ベ

l
ジ
は
映
像
や
写
真
な
ど
を
使
い
、
で
き
ご

と
や
活
動
を
表
現
し
、
記
録
と
し
て
の
蓄
積
も
で
き
る
便

利
な
ツ

l
ル
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
団
体
は
、
他
団

16 2008・12月号以~・ω
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体
が
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
を
時
系
列
的
に
知
る

こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
こ
れ
を
可
能
に
し
た
の
が
ブ
ロ

グ
で
あ
る
。
ノ
ウ
ハ
ウ
の
な
い
団
体
に
は
ブ
ロ
グ
講
座
を

開
い
て
作
成
を
手
伝
い
、
活
動
を
掲
載
し
て
い
く

「
ブ
ロ

グ
広
場
」
を
開
設
し
た
こ
と
で
、
多
く
の
交
流
が
生
ま
れ

た
。

ヘ
、
リ
ア
ル
と
ネ
ッ
ト
の

f

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ぴ

つ
ぴ
は
情
報
発
信
事
業
の
ほ
か
に
、
子
供
を
持
つ
家

庭
を
中
心
と
し
た
防
災
や
再
就
職
支
援
な
ど
の
事
業
も

行

っ
て
い
る
。
ど
の
事
業
も
活
動
内
容
を
明
ら
か
に
し

て
い
く
こ
と
で
、
人
が
動
く
き

っ
か
け
づ
く
り
や
交
流
に

つ
な
が
る
と
考
え
、
フ

ェ
ー
ス
・
ト
ゥ
・
フ
ェ
ー
ス
の
リ

ア
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
な
が
り
と
、
ネ

ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
つ
な
が
り
を
ク
ロ
ス
さ
せ
、
リ
ア
ル
の
場
で
実
施

し
た
こ
と
を
ネ

ッ
ト
上
に
公
開
し
た
り
、
逆
に
ネ

ッ
ト
上

防災ワークショプ

で
情
報
提
供
を
行
い
、
リ
ア
ル
の
場
に
つ
な
げ
る
と
い
う

よ
う
に
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
な
事
業
の
進
め
方
を
し
て
い
る
。

現
在
、
子
育
て
情
報
サ
イ
ト
「
ぴ

つ
ぴ
」
は
、
徐
々
に
ユ
ー

ザ
ー
が
増
え
、
月
に
数
万
人
が
訪
れ
る
サ
イ
ト
と
な

っ
た
。

使
い
方
も
多
様
で
あ
る
。
子
育
て
中
の
親
た
ち
は
も
と
よ

り
、
例
え
ば
病
院
や
役
所
の
窓
口
で
、
説
明
補
助
に

「
ぴ
つ

ぴ
」
の
画
面
を
コ
ピ
ー
し
て
使

っ
て
い
る
こ
と
や
、
他
の

分
野
で
も
様
々
に
利
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ぴ
つ
ぴ
は
法
人
化
し
て
や

っ
と
三
年
目
を
迎
え
た
ば
か

り
で
あ
る
。
未
熟
な
団
体
で
あ
る
が
故
に
、

事
業
を
通
し

て
多
く
を
学
ぶ
機
会
が
多
い
。
そ
の

一
つ
の
市
民
協
働
は
、

目
的
を
達
成
す
る
た
め
の

一
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、

官
と
民

の
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
で
あ
る
。
今
回
の
ぴ

つ
ぴ

と
浜
松
市
と
の
市
民
協
働
事
業
は
、
行
政
の
信
頼
性
あ
る

基
本
情
報
と
、
民
間
の
多
種
多
様
で
柔
軟
性
あ
る
情
報
を

収
集
↓
分
析
↓
編
集
し
て
、
よ
り
総
合
的
な
情
報
発
信
を

す
る
こ
と
で
多
く
の
人
々
が
行
動
を
起
こ
す
き

っ
か
け
に

な

っ
た
。
そ
し
て
、
人
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
行
動
し
て
地
域

の
活
性
化
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

司
、
子
供
と
親
が
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り

，f
を
提
案
ヘ

今
や
、
多
く
の
地
域
で
は
自
治
体
を
中
心
に
地
域
活
性

化
策
と
し
て
観
光
や
企
業
誘
致
の
た
め
の
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
人
を
呼
び
込
む

一
過

性
の
政
策
も
必
要
だ
が
、
地
域
の
住
み
や
す
き
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
の
も
、
今
の
時
代
で
は
地
域
の
大
き
な
特
性
と
な

り
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
後
、
少
子
化
に
伴
い

次
世
代
を
担
う
二
十

1
四
十
歳
世
代
の
フ

ァ
ミ
リ
ー
が
、

好
ん
で
住
み
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
地
域
で
あ
れ
ば
、
自

然
と
消
費
も
増
え
、

子
供
を
守
る

一
環
と
し
て
の
防
犯
、

防
災
な
ど
、
安
心
・
安
全
な
環
境
づ
く
り
も
進
む
。
こ
れ

は
す
べ
て
の
世
代
に
と
っ
て
恩
恵
が
あ
る
。
住
み
良
さ
は
、

必
ず
地
域
に
人
を
呼
び
込
む
の
で
あ
る
。

J
M
庄
業
。
ク
環
境
。。
教
育
タ
ク
医
療
。
。
子
育
て
。
な
ど

は
、
住
み
良
い
ま
ち
を
形
作
る
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
ど

れ
も
が
欠
け
る
こ
と
な
く
循
環
し
て
こ
そ
、
住
み
良
い
ま

ち
が
生
ま
れ
る
。
「
子
育
て
は
ま
ち
づ
く
り
」
と
誰
か
が

言
っ
た
そ
う
だ
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
と
活
動
を
通
し

て
ス
タ

ッ
フ
と
と
も
に
話
し
合

っ
た
こ
と
が
あ
る
。

子
供
が
い
な
い
家
庭
や
世
代
は
、

「
子
育
て
し
た
こ
と

が
な
い
の
で
子
育
て
の
分
野
は
分
か
ら
な
い
」
と
言
わ
れ

る
。
今
後
、
す
べ
て
の
人
が
身
を
持
っ
て
子
育
て
を
体
験

す
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
子
供
で
あ

っ
た
経

験
は
あ
る
は
ず
だ
。
時
代
を
担
う
子
供
た
ち
ゃ
子
供
を
育

て
る
親
た
ち
に
と
っ
て
、
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
は
何

が
必
要
か
。
こ
れ
か
ら
も
ぴ

っ
ぴ
は
、
ニ
ー
ズ
を
拾
い
な

が
ら
提
案
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

浜松市子育て情報センター
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地
域
情
報
化
で
広
が
る
連
携

集

制
イ
ン
フ
ォ
ミ
l
ム
(
兵
庫
県
姫
路
市
)

S
N
S
連
携
に
よ
る

地
域
情
報
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
創
造

|
つ
な
が
り
を
可
視
化
し
て
ま
ち
を
元
気
に
す
る
地
域
情
報
化
|

平
成
十
九
年
度
版
国
民
生
活
白
書
は、

「
つ
な
が
り
が
築
く
設

か
な
国
民
生
活
」
と
題
し
て
、
従
来
か
ら
あ

っ
た
地
域
や
家
族

の
相
互
の
結
び
付
き
ゃ
緋
、
相
互
扶
助
の
意
識
や
信
頼
が
崩
れ
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
は
個
々
の
生
活
に
お
け
る
疎
外
化
や
孤

立
化
が
急
速
に
強
ま

っ
て
き
て
い
る
こ
と
へ
の
危
機
感
を
提
起

し
て
い
る
。
精
神
的
や
す
ら
ぎ
と
生
活
の
豊
か
さ
を
も
た
ら
す

「つ
な
が
り
」
が
徐
々
に
希
薄
化
し
て
お
り
、
そ
の
再
生
が
急
務

と
な

っ
て
い
る
。

同
(
全
国
に
広
が
る
ま
ち
お
こ
し
の
S
N
S

参
加
者
が
互
い
に
友
人
を
紹
介
し
あ
い
、
ネ
ッ
ト
上
で
交
友

関
係
を
広
げ
る
交
流
型
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
・
S
N
S
(
ソ
1
シ
ヤ
ル
・

ネ

ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
)
。
こ
の
仕
組
み
を
応
用
し
、

住
民
間
の
見
え
な
い
つ
な
が
り
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
、
地
域

お
こ
し
ゃ
防
犯

・
防
災
な
ど
に
役
立
て
る
と
い
う
、
従
来
の

S

N
S
に
は
な
い
目
的
や
特
色
を
備
え
た
地
域
限
定
塑
の
取
り
組

み
が
、
い
ま
全
国
各
地
に
広
が

っ
て
い
る
。

S
N
S
は

一
般
に
会
員
の
招
待
が
な
い
と
参
加
が
で
き
ず
(
招

待
制
)
、
参
加
者
は
名
前
や
住
所
な
ど
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
事
前

に
鐙
録
す
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
で
は

一
千
万
人
以
上
の
会
員

を
擁
す
る

E
E
(ミ
ク
シ
イ
)
が
有
名
だ
が
、
米
岡
に
は
二
億
人

が
登
録
し
て
い
る
玄
同
日
山
刀
白
円
巾
(
マ
イ
ス
ペ
ー
ス
)
が
あ
る
ほ
ど
、

今
や
広
く
世
界
中
で
多
数
の
人
々
が
利
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、

S
N
S
も
サ
イ
ト
全
体
が
巨
大
化
す
る
に
つ
れ
て
、
イ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役
社
長

総
務
省
地
域
情
報
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

宏

• 平日
崎

ネ

ッ
ト
の

「
負
」
の
部
分
が
顕
作
化
し
、
生
命
や
財
産
を
脅
か

す
な
ど
危
険
な
状
況
が
目
立
っ
て
く
る
。
米
国
議
会
で
は
若
年

者
を
交
流
型
サ
イ
ト
か
ら
守
る
法
案

(ζ

可∞
E
B
法
)
が
提
出

さ
れ
た
り
、
ミ
ク
シ
ィ
で
も
事
件
や
事
故
が
多
発
し
て
お
り
、

大
規
模
S
N
S
サ
イ
ト
の
信
頼
性
は
急
速
に
低
下
し
て
い
る
。

司
、
実
社
会
と
ネ
ッ
ト
の
融
合
的
空
聞
を

F
f
つ
く
る
地
織
S
N
S

地
域

S
N
S
は
、
外
部
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
か
ら
閉
鎖
さ
れ

た
状
態
を
つ
く
り
、
サ
イ
ト
内
部
か
ら
は
地
域
性
を
活
か
し
て

信
頼
で
き
る
人
の
関
係
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
、
発
信
す
る
情
報
に

応
じ
て
ア
ク
セ
ス
制
御
が
で
き
る
。
こ
の
ほ
ど
よ
い
閉
鎖
性
を

保

っ
た
空
間
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
悪

し
き
特
性
を
排
除
し
、
安
心
・
安
全
な
環
境
を
提
供
し
て
い
る
。

会
員
の
大
半
が
直
接
交
流
で
き
る
地
域
に
住
ん
で
い
る
の
で
、

会
員
向
上
が
対
而
す
る
機
会
が
多
く
、
ネ
ッ
ト
社
会
の
「
出
会

い
系
」
の
よ
う
に
仮
想
空
間
の
交
流
を
楽
し
む
だ
け
で
は
な
い
。

仲
間
と
地
域
活
動
に
参
加
し
た
り
、
オ
フ
会
と
呼
ば
れ
る
イ
ベ

ン
ト
で
意
気
投
合
し
た
り
、
互
い
の
経
験
や
人
脈
を
使
っ
て
支

え
合

っ
た
り
し
て
、

実
社
会
と
ネ

ッ
ト
を
上
手
に
融
合
さ
せ
な

が
ら
自
分

2H
身
を
高
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
地
域

S
N
S
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
な

が
ら
も
、
実
社
会
と
の
距
離
感
が
非
常
に
近
く
、
故
に
架
空
や
虚

偽
の
人
格
で
利
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
。併
せ
て
、
実
名
登
録
や
招

待
制
を
徹
底
さ
せ
る
な
ど
、
比
較
的
厳
し
い
運
用
ル

l
ル
を
設
け

18 

て
い
る
サ
イ
ト
が
多
い
の
で
、
会
員
同
士
の
信
頼
感
が
餓
成
さ
れ

や
す
く
、
「

2
ち
ゃ
ん
ね
る
」
な
ど
で
話
題
と
な
る
匿
名
性
の
高
い

ネ
ッ
ト
社
会
特
有
の
現
象
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

地
域
活
動
に
積
極
的
に
コ
ミ

ッ
ト
し
た
信
頼
性
の
高
い
人
た

ち
が
交
流
す
る
地
域

S
N
S
は
、
行
政
に
と

っ
て
も
格
好
の
パ
ー

ト
ナ
ー
に
な
る
可
能
性
を
持

っ
て
い
る
。
兵
庫
県
域
の
地
域

S

N
S
サ
イ
ト
「
ひ
よ
こ
む
」
で
は
、
交
流
型
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
実
施
、
委
員
会

・
審
議
会
で
の
利
用
、
官
民
協
働
の

研
究
活
動
の
情
報
基
盤
な
ど
、
単
な
る
広
報
広
聴
の
域
を
越
え

た
連
携
の
取
り
組
み
が
実
証
実
験
の
中
で
深
ま

っ
て
い
る
。

国
領
二
郎
慶
応
大
学
教
綬
は
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
仁
で
多
様
な

主
体
が
自
発
的
に
相
互
作
用
を
行
、
つ
碁
盤
と
し
て
、

「
情
報
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
を
定
義
し
て
い
る
が
、
相
互
の
信
頼
関
係
と

地
域
へ
の
愛
着
と
い
う
共
有
さ
れ
た
意
識
の
上
に
、
現
実
社
会

と
ネ

ッ
ト
社
会
の
融
合
的
空
間
を
つ
く
り
出
す
地
域

S
N
S
は、

こ
の
役
割
を
担
う
モ
デ
ル
と
な
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。

司
、
利
用
者
の
信
頼
と
地
織
の

，f
愛
着
を
導
入
し
た
「
ひ
よ
こ
む
」

全
国
各
地
に
地
域

S
N
S
が
誕
牛
し
始
め
た
平
成
十
八
年
、

当
時
の
運
営
者
た
ち
は

「
偶
人
が
つ
な
が
れ
ば
場
が
制
発
す
る
」

と
考
え
、
シ
ス
テ
ム
自
体
も
「
個
人
と
個
人
を
つ
な
ぐ
」
こ
と

を
前
提
に
設
計

・
運
用
し
て
い
た
。
し
か
し
私
は
、
持
続
可
能

な

S
N
S
の
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
に
は
、
「
個
と
場
、
場
と
場
」

の
つ
な
が
り
を
可
視
化
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
利
刑
者

相
互
の
「
信
頼
」
や
特
定
の
地
域
に
対
す
る
「
愛
着
」
と
い
う
感
作

的
な
要
素
を
、
シ
ス
テ
ム
や
運
用
方
法
に
導
入
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
考
え
た
。
そ
し
て
、
当
時
企
画
し
て
い
た
地
域

S
N

S
の
シ
ス
テ
ム
を
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
無
償
公
開
さ
れ
て
い
る
が

機
能
の
修
正
や
追
加
が
難
し
い

「
オ
ー
プ
ン
ソ

l
ス
」
で
は
な

く
、
自
分
た
ち
の
自
由
な
ア
イ
デ
ア
を
自
在
に
実
現
で
き
る
新

た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
が
、

o
p

e
n
s
N
P
(
オ
ー
プ
ン
・
ソ

l
シ
ヤ
ル
・
ネ
ァ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
)
と
名
付
け
ら
れ
た

S
N
S
エ
ン
ジ
ン
で

あ
り
、
兵
庫
県
域
の
地
域

S
N
S
サ
イ
ト

「
ひ
よ
こ
む
」
と
な
る
。

o
p
e
n
s
N
P
は
、
事
前
に
練
り
込
ま
れ
た
完
全
な
仕
様

が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
開
発
者
と
利
用
者
が
対
話
を
し
な

が
ら
機
能
を
追
加
・
修
正
し
て
シ
ス
テ
ム
の
完
成
度
を
上
げ
て

い
っ
た
。
こ
の
方
法
は

一
見
、
開
発
効
率
が
惑
い
と
思
わ
れ
る

2008・12月号以 泌匂
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が
、
ニ

l
ズ
に
即
し
た
機
能
が
提
供
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
普

段
は
閉
じ
込
も
り
傾
向
に
あ
る
開
発
者
と
利
用
者
に
一
体
感
を

持
た
せ
る
効
果
が
あ
っ
た
。

o
p
e
n
s
N
P
の
地
域

S
N
S

エ
ン
ジ
ン
と
し
て
の
完
成
度
と
開
発
モ
チ
ベ

l
シ
ヨ
ン
の
高
さ

は
、
こ
の
技
術
者
と
利
用
者
の
良
好
な
関
係
性
に
依
拠
す
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
。

そ
の
後
は
、
メ
ン
バ
ー
以
外
の
ユ
ー
ザ
ー
に
は
存
在
も
見
え

な
い
「
ス
テ
ル
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
や
、
発
言
や
コ
メ
ン
ト
が
す

べ
て
実
名
で
表
示
さ
れ
る
「
実
名
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
な
ど
、
心
地
よ

い
閉
鎖
性
を
自
由
に
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
の
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
管
理
、
発
言
者
が
外
部
を
含
め
公
開
範
聞
や
コ
メ
ン
ト
制

御
ま
で
で
き
る
ア
ク
セ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能
、
サ
イ
ト
が
巨

大
に
な
り
す
ぎ
て
地
域

S
N
S
が
機
能
不
全
に
陥
る
こ
と
を
防

ぎ
な
が
ら
協
調
・
分
散
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
「
の
れ

ん
分
け
」
な
ど
、

o
p
e
n
s
N
P
は
従
来
「
煩
わ
し
い
」
と
し
て
、

開
発
検
討
す
る
こ
と
す
ら
敬
遠
さ
れ
て
い
た
関
係
性
の
仕
組
み

を
、
継
続
し
て
積
極
的
に
実
装
し
、
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

晴
、
+
創
発
の
場
+
と
し
て
の
情
報

，f
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

o
p
e
n
s
N
P
は
、
「
ひ
よ
こ
む
」
で
ス
タ
ー
ト
し
た
後
、

平
成
二
十
年
十
月
現
在
、
館
山
市
(
千
葉
)
、
伊
丹
市
(
兵
庫
)
、

上
田
市
(
長
野
)
、
横
浜
市
、
宇
都
宮
市
、
葛
飾
区
(
東
京
)
、

三
田
市
(
兵
庫
)
、
松
江
市
、
盛
岡
市
、
佐
刷
町
(
兵
庫
)
、
熊

谷
市
(
埼
玉
)
、
東
峰
村
(
福
岡
)
、
桐
生
市
(
群
馬
)
、
尾
道
市
(
広

島
)
、
宍
粟
市
(
兵
庫
)
の
各
地
サ
イ
ト
で
地
域

S
N
S
エ
ン
ジ

ン
と
し
て
採
用
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
独
自
の
資
源
を
活
か
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し
な
が
ら
も
、
連
携
・
協
働
し
て
成
長
を
続
け
て
い
る
。
ま
た
、

岩
手
大
学
や
関
西
学
院
大
学
で
は
、
学
内
外
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
基
盤
と
し
て
利
用
が
開
始
さ
れ
、
世
田
谷
区
や
鎌
倉
市

な
ど
で
は
、
団
塊
世
代
の
社
会
参
加
や
特
別
障
が
い
教
育
支
援
、

同
郷
つ
な
が
り
な
ど
と
い
う
特
定
テ

l
マ
に
特
化
し
た
交
流
の

場
と
し
て
の
活
用
が
始
ま
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
サ
イ
ト
は
、
総
務
省
の
地
域

S
N
S
関
連
携

A

P
I
(
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ー
ス
)
を
搭
載
し
て
お
り
、
複
数
サ
イ
ト
に
登
録
し
て
い
る

ユ
ー
ザ
ー
が
主
に
利
用
し
て
い
る
サ
イ
ト
に
ロ
グ
イ
ン
す
れ
ば
、

他
連
携
サ
イ
ト
の
新
着
情
報
が
自
動
的
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
な

ど
、
サ
イ
ト
(
地
域
)
を
越
え
た
ユ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ル
の
連
携
を
促
進

し
て
い
る
。
こ
の

S
N
S
間
連
携
は
、
ユ
ー
ザ
ー
の
利
便
性
や

つ
な
が
り
の
創
出
・
強
化
を
も
た
ら
す
だ
け
で
は
な
い
。
サ
イ
ト

運
営
者
や
開
発
者
た
ち
が
積
極
的
に
緩
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
つ
く
り
、
運
営
や
開
発
の
情
報
を
活
発
に
交
流
さ
せ
て
い
る
。

松
江
市
と
姫
路
市
の
技
術
者
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
を

提
供
し
合
い
、
通
常
な
ら
月
に
二
1
三
人
は
か
か
る
工
期
を
三

週
間
程
度
に
抑
え
て
、
携
帯
・

P

C
共
用
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

T

V
機
能
を
世
界
で
初
め
て

S
N
S
に
搭
載
し
た
事
例
、
横
浜
市

や
盛
岡
市
の
開
発
チ

l
ム
が
中
心
と
な
っ
て
、

o
p
e
n
s
N

P
を
オ
ー
プ
ン
ソ

l
ス
と
し
て
公
開
す
る
基
盤
技
術
を
構
築
し

た
り
、
上
岡
市
や
熊
谷
市
の
チ

I
ム
を
中
心
に
新
た
な
機
能
実

装
を
協
働
で
進
め
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
事
例
に
は
見
ら
れ
な

い
斬
新
か
つ
自
発
的
で
高
度
な
技
術
連
携
が
創
発
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
「
S
N
S
は
(
ユ

ー
ザ
ー
と
情
報
の
)
囲
い
込
み
で
成

立
す
る
」
と
い
う
常
識
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、

境
界
を
越
え
た
運
用
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
過
去
に
は
想
定
で
き
な

か
っ
た
新
し
い
広
が
り
と
深
ま
り
を
実
現
し

て
い
る
。

「
ほ
ど
よ
い
閉
鎖
性
を
保
つ
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
」
で
あ
る
地
域

S
N
S
の
中
で
は
、
「
自
発
」

↓

「
連
携
」
↓
「
協
働
」
↓
「
創
発
」
の
善

循
環
が
わ
き
起
こ
っ
て
い
る
。
例
え
ば
「
ひ
よ

こ
む
」
で
は
、
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
を
生
業
と

す
る
主
婦
を
中
心
に
し
た
二
十
人
の
女
性
た

ち
が
、
ネ
ッ
ト
の
中
だ
け
で
協
働
し
て
ラ
ツ

ピ
ン
グ
カ

l
の
デ
ザ
イ
ン
を
制
作
し
た
。一
応

ーーモール縫量で
闘の敏 V特産品耐
量産物加工晶 ? 一一一一一 一一一ーー
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来
、
ウ
エ
ブ
デ
ザ
イ
ン
仕
事
は
チ

l
ム
で
や
る
よ
り
個
人
で
す

べ
て
の
工
程
を
こ
な
す
こ
と
が
多
い
。
在
宅
ワ

l
ク
の
彼
女
た

ち
に
と
っ
て
、
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
協
働
作
業
は
初
め
て
の
経
験

で
あ
っ
た
が
、
み
ん
な
の
力
で

一
気
に
仕
上
が
っ
て
い
く
作
品

に
、
そ
れ
ぞ
れ
感
激
と
感
動
を
隠
せ
な
か
っ
た
と
い
う
。

地
域

S
N
S
同
士
や
他
メ
デ
ィ
ア
と
の
連
携
も
活
発
だ
。
盛

岡
市
の
「
モ
リ
オ
ネ
ッ
ト
」
で
は
、
今
年
六
月
に
発
生
し
た
「
岩
手
・

宮
城
内
陸
地
震
」
に
お
い
て
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
に
流
れ
る
情

報
を
地
域

S
N
S
に
集
約
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
ブ
ロ
グ
を
外

部
公
開
で
立
ち
上
げ
運
用
し
た
。
こ
の
迅
速
な
対
応
は
、
安
否
、

医
療
、
被
害
、
対
策
な
ど
地
域
が
必
要
と
す
る
各
方
面
の
情
報

交
換
に
貢
献
し
た
。

司
、
新
た
な
連
携
や
協
働
に
よ
る
活
力
が

，f
地
域
の
課
題
を
解
決
へ

こ
の
よ
う
に
地
域

S
N
S
の
中
で
は
、
小
さ
な
き

っ
か
け
か

ら
生
ま
れ
た
数
え
き
れ
な
い
多
く
の
出
来
事
が
自
律
・
自
発
的

に
発
生
し
、
そ
れ
ら
が

一
人
ひ
と
り
の
キ

l
パ
l
ソ
ン
た
ち
の

連
携
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
。
つ
な
が
っ
た
人
た
ち
は
、
信
頼

と
愛
着
と
常
時
接
続
状
態
に
近
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
基
盤
と
し

て
互
い
に
情
報
交
流
を
行
い
、
支
援
し
合
う
関
係
に
な
る
。
す

る
と
可
視
化
さ
れ
て
い
く
相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
融
合
的
に

連
携
さ
せ
た
協
働
作
業
が
出
現
し
、
新
た
な
ア
ク
シ
ョ
ン
が
創

発
的
に
拡
大
す
る
。
こ
の
「
場
の
に
ぎ
わ
い
」
こ
そ
が
地
域
の

活
力
で
あ
り
、
安
心
で
心
地
よ
い
雰
囲
気
が
、
新
た
な
連
携
や

協
働
を
創
発
す
る
原
動
力
と
な
る
。

地
域

S
N
S
は
、
「
ほ
ど
よ
い
閉
鎖
性
を
保
?
不
ッ
ト
ワ

l
ク」

が
地
域
の
枠
を
越
え
て
連
携
・
協
調
す
る
こ
と
に
よ
り
、
比
較
的

人
口
の
少
な
い
郡
部
に
お
い
て
も
、
急
速
に
弱
体
化
し
つ
つ
あ
る

地
域
の
エ
ン
パ
ワ

l
メ
ン
ト
(
地
域
力
)
を
目
覚
め
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
今
後
は
、
限
定
し
た
エ
リ
ア
の
交
流
型
サ
イ

ト
と
し
て
の
役
割
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
多
様
な
地
域
の
信
頼

で
き
る
ク
チ
コ
ミ
情
報
を
、
カ

l
ナ
ビ
や
地
デ
ジ
対
応
T

V
な

ど
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
以
外
の
多
様
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
通
じ
て
、
多

数
の
住
民
が
共
有
す
る
こ
と
で
「
情
報
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
と

し
て
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
こ

れ
ま
で
一
極
集
中
し
て
い
た
情
報
循
環
が
地
域
内
で
促
進
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
情
報
の
地
産
地
消
」
が
実
現
し
、
人
材
流
出
、

経
済
疲
弊
、
少
子
高
齢
化
な
ど
の
地
域
課
題
を
解
決
す
る
社
会
基

盤
を
構
築
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
可
能
性
も
高
い
の
で
あ
る
。

ぬ財幼2008・12月号19 
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地
域
情
報
化
で
広
が
る
連
携

集

側
内
子
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
l
ク
か
ら
り
(
愛
媛
県
内
子
町
)

環
境
保
全
型
農
業
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
に

|
安
全
・
安
心
な
農
産
物
作
り
情
報
の
提
供
と
活
用
|

内
子
町
(
内
子
町
、
五
十
崎
町
、
小
田
町
の
旧
三
町

が
合
併
)
は
、
面
積
の
大
部
分
が
山
林
で
、
人
口
約

一
万
八
千
人
余
り
の
典
型
的
な
中
山
間
地
域
の
町
で
あ

る
。
町
は
環
境
に
配
慮
し
、
思
い
や
り
の
あ
る
自
然
豊
か

な
町
づ
く
り
の
た
め
に
昭
和
五
十
七
年
に
内
子
町
新
総
合

計
画
を
策
定
、
平
成
十
三
年
か
ら
は
発
展
さ
せ
た
「
と
も

に
つ
く
る
エ
コ
ロ
ジ
ー
タ
ウ
ン
内
子
」
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。
特
に
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
指

定
さ
れ
た
旧
市
街
地
(
八
日
市
、
護
国
地
区
)
や
大
正
時

代
に
建
設
さ
れ
た
内
子
座
は
有
名
で
、
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
て
い
る
。

司
、
農
業
の
総
合
産
業
化
と

F
f
農
産
物
直
売
施
設
の
開
設

農
業
は
、
標
高
が
高
く
帯
棚
状
に
点
在
す
る
傾
斜
地
に

果
樹
(
カ
キ
、
ク
リ
、
ブ
ド
ウ
な
ど
て
工
芸
作
物
(
葉

タ
バ
コ
、
シ
イ
タ
ケ
)
な
ど
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
が
、
近

年
は
生
産
の
停
滞
、
就
農
者
の
高
齢
化
に
よ
る
廃
作
、
価

格
の
低
迷
な
ど
農
業
経
営
の
不
安
定
さ
が
顕
著
で
あ
る
。

か
つ
て
は
農
業
総
生
産
額
の
半
分
近
く
を
占
め
た
葉
タ
パ

• 高
本
厚
美

代
表
取
締
役
社
長

コ
栽
培
も
健
康
志
向
、
価
格
の
下
落
な
ど
で
廃
作
者
が
増

加
し
、
ポ
ス
ト
葉
タ
バ
コ
対
策
が
農
村
活
性
化
に
急
務
を

要
す
る
課
題
で
あ
っ
た
。

こ
の
状
況
の
下
、
国
道
沿
線
で
果
物
の
露
天
販
売
や
観

光
農
園
経
営
の
農
家
が
現
れ
、
前
述
し
た
街
並
み
の
観
光

と
相
ま
っ
て
、
観
光
農
業
が
急
速
に
消
費
者
の
需
要
を
掘

り
起
こ
し
、
「
栽
培
、
販
売
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」
の
重

要
性
を
農
業
者
に
認
識
さ
せ
た
。

ま
た
、
町
は
平
成
四
年
の
「
フ
ル
ー
ツ
パ

l
ク
構
想
・

基
本
計
画
」
策
定
に
よ
り
、
農
業
の
総
合
産
業
化
、
都
市

と
農
村
の
交
流
、
農
業
情
報
の
利
活
用
を
柱
と
し
た
学
習

会
や
座
談
会
を
重
ね
、
農
家
へ
の
基
本
計
画
の
合
意
形
成

を
図
っ
た
。
同
六
年
に
は
農
産
物
の
直
売
施
設
(
実
験
的

施
設
)
で
あ
る
「
内
の
子
市
場
」
を
開
設
、
産
直
販
売
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
開
始
し
た
。
こ
の
施
設
に
お
け
る
様
々

な
問
題
謀
題
が
「
か
ら
り
ネ
ッ
ト
」
導
入
の
動
機
で
あ
り
、

そ
の
克
服
が
多
く
の
利
益
を
も
た
ら
す
要
因
(
販
売
額
の

増
加
貢
献
や
事
務
処
理
の
軽
減
な
ど
)
と
な
る
の
で
あ
る
。

実
験
施
設
で
発
生
し
た
問
題
課
題
は
、

主
に
次
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。
①
商
品
ラ
ベ
ル
の
問
題
H

出
荷
品
に
は

品
名
、
価
格
、
生
産
者
名
、
電
話
番
号
を
印
字
し
た
シ
ー

ル
を
張
る
た
め
、
単
純
に
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
す
る
方
法
で

は
、
品
目
や
価
格
の
変
更
追
加
に
迅
速
な
対
応
が
で
き
な

い
②
精
算
の
正
確
性
や
迅
速
性
の
問
題
H

精
算
処
理
は
出

荷
者
か
ら
の
出
荷
伝
票
に
基
づ
き
、
パ
ソ
コ
ン
へ
の
デ
ー

タ
入
力
を
行
い
、
毎
月

一
回
(
現
在
は
二
回
)
の
精
算
を

行
っ
て
い
た
が
、
出
荷
者
と
販
売
額
の
増
加
と
と
も
に
事

務
処
理
に
遅
れ
が
生
じ
た
③
残
品
処
理
の
問
題
H

出
荷
物

の
売
れ
残
り
は
そ
の
日
の
う
ち
に
引
き
取
る
こ
と
を
原
則

と
し
て
い
た
の
で
、
閉
庖
間
際
に
は
残
品
の
問
い
合
わ
せ

が
殺
到
し
、
販
売
員
が
対
応
に
追
わ
れ
た
④
販
売
情
報
要

望
の
課
題
H

直
売
所
で
の
販
売
に
は
不
確
定
要
素
が
存
在

す
る
。
納
入
側
は
出
荷
者
、
出
荷
品
目
、
出
荷
数
量
、
購

入
側
は
季
節
、
天
候
、
曜
日
に
よ
る
来
庖
者
の
増
減
。
従
っ

て
適
正
量
の
出
荷
を
行
う
方
策
が
求
め
ら
れ
た
。

司
、
販
売
情
報
を
生
産
者
に
配
信
す
る

F
f
「
か
ら
り
ネ
ッ
ト
」
の
穣
動

平
成
八
年
の
「
か
ら
り
特
産
物
直
売
所
」
の
オ
ー
プ
ン

と
と
も
に
、
情
報
セ
ン
タ
ー
に
て
双
方
向
の
農
業
情
報
連

絡
シ
ス
テ
ム
と
販
売
管
理
シ
ス
テ
ム
を
融
合
さ
せ
た
「
か

ら
り
ネ
ッ
ト
」
が
稼
動
す
る
。
こ
の
段
階
で
運
営
は
内
子

町
民
が
四

O
%
を
出
資
(
現
在
は
資
本
金
七
千
八
百
万
円
、

う
ち
町
出
資
は
五

O
%
)
し
た
側
内
子
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ

ー

ク
か
ら
り
が
行
う
こ
と
な
り
、
町
民
資
本
で
就
業
の
場
、

地
域
活
性
化
の

一
翼
を
担
う
こ
と
と
な
る
。

本
シ
ス
テ
ム
は
、
バ

ー
コ
ー
ド
シ

l
ル
作
成
は
容
易

に
、
精
算
処
理
は
よ
り
正
確
で
迅
速
に
、
出
荷
者
宅
に
配

備
し
た
農
業
情
報
端
末
(
多
機
能
フ
ァ
ク
ス
)
に
よ
る
売

り
上
げ
情
報
の
把
握
、
販
売
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
売
り

上
げ
デ

l
タ
蓄
積
と
活
用
な
ど
、
実
験
施
設
に
お
け
る
問
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題
・
課
題
の
解
決
を
目
指
し
た
。
農
家
へ
農
業
情
報
端
末

百
四
十
台
、
直
売
所
に

P
O
S
レ
ジ
四
台
を
設
置
、
情
報

セ
ン
タ
ー
内
の
各
専
用
端
末
、
デ
ー
タ
サ
ー
バ
ー
、
配
信

用
サ
ー
バ
ー
を

L
A
N
、

N
T
T
回
線
で
結
ん
だ
。

こ
れ
以
後
も
拡
充
を
進
め
、
情
報
端
末
の
増
設
や
気
象

デ
l
タ
情
報
の
配
信
設
備
な
ど
、
さ
ら
に
平
成
十
四
年
に

は
全
面
的
な
サ
ー
バ
ー
の
入
れ
替
え
を
行
い
、
市
販
フ

ァ

ク
ス
で
の
情
報
出
力
対
応
、
電
話
で
の
デ

l
タ
読
み
上
げ

対
応
、
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
へ
の
メ

l
ル
配
信
な
ど
、

機
能
拡
張
を
進
め
た
。
現
在
稼
動
中
の
シ
ス
テ
ム
は
、
こ

の
年
に
整
備
し
た
も
の
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
効

果
面
で
は
、
携
帯
電
話
へ
の
メ

l
ル
配
信
や
音
声
に
よ
る

読
み
上
げ
は
、
出
荷
者
に
と

っ
て
出
荷
物
の
情
報
が
ど
こ

に
い
て
も
把
握
で
き
、
追
加
出
荷
な
ど
品
薄
・
品
切
れ
の

解
消
、
売
り
上
げ
の
増
加
を
導
い
て
い
る
。

内
子
フ
レ

ッ
シ
ュ
パ

l
ク
か
ら
り
は
、
特
産
物
直
売
所

だ
け
で
な
く
、
パ
ン

工
房
、
薫
製
工
房
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

あ
ぐ
り
亭
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
が
連
携
を
図
り
な
が

ら
集
客
力
を
高
め
、
運
営
に
お
い
て
は
出
荷
者
の
組
織
で

あ
る
「
か
ら
り
出
荷
者
運
営
協
議
会
」
と
様
々
な
取
り
決

売上1官舘tIlJJ'<:Jコ ン関信電話

め
、
問
題
解
決
、
研
究
や
行
事
開
催
を
行
い
、
情
報
の
共

有
化
、
技
術
の
平
均
化
を
試
み
て
い
る
。

司
、
栽
措
履
歴
を
記
し
た
ト
レ
ー
サ

，f
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の
導
入

平
成
十
五
年
以
降
は
、
出
荷
青
果
物
に
つ
い
て
栽
培
履

歴
記
帳
を
義
務
付
け
た
、
い
わ
ゆ
る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
イ

シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
特
徴
で
あ
る
。
内
子
町
は

「
エ
コ
ロ

ジ
ー
タ
ウ
ン
内
子
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
環
境
保

全
型
農
業
を
進
め
て
お
り
、
消
費
者
へ
の
安
全
・
安
心
な

農
産
物
を
供
給
す
る
た
め
の

一
つ
の
有
効
な
実
践
手
段
で

あ
る
。
特
産
物
直
売
所
で
は
生
産
者
が
バ
ー
コ
ー
ド
シ
ー

ル
を
作
成
し
、
商
品
へ
張
り
付
け
て
持
ち
込
み
を
行
い
、

そ
れ
を
特
産
物
直
売
所
に
て
販
売
す
る
形
態
で
あ
る
。

栽
培
履
歴
記
帳
は
青
果
物
の
み
で
あ
り
、

生
産
者
が
出

荷
し
た
青
果
物
の
情
報
開
示
を
消
費
者
に
限
定
し
て
行

っ

て
い
る
。
青
果
物
生
産
履
歴
情
報
は
、
生
産
者
自
身
が
基

本
登
録
を
行
い
(
基
本
登
録
に
は
生
産
者
、
品
種
、
ほ
場

(
H
区
画
)
な
ど
を
記
入
・
登
録
す
る
)
、
登
録
が
完
了
す

る
と
識
別
番
号
が
付
い
た
O
C
R
用
紙
と
作
業
内
容
、
使

用
可
能
農
薬
、
肥
料
な
ど
の
コ

l
ド

一
覧
が
プ
リ
ン
ト
さ

れ
、
生
産
者
は
こ
の

一
覧
表
を
確
認
し
な
が
ら
記
入
し
た

後、

O
C
R
情
報
を
読
み
込
ま
せ
る
。

事
務
局
側
は
、
登
録
情
報
の
誤
り
や
登
録
漏
れ
な
ど
を

チ
ェ

ッ
ク
す
る
。
さ
ら
に
残
留
農
薬
検
査
も
、
商
品
を
ピ

ッ

ク
ア

ッ
プ
し
て
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
チ
ェ
ッ

ク
を
ク
リ
ア
し
た
商
品
が
出
荷
可
能
と
な
り
、
履
歴
と
印

字
さ
れ
た
バ
ー
コ
ー
ド
シ

l
ル
が
発
行
可
能
と
な
る
。

一
方
、
情
報
公
開
は
直
売
所
に
設
置
さ
れ
た
専
用
端
末

で
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
画
面
に
表
示
さ
れ
る
。
ま

た
、
か
ら
り
の
ホ

l
ム
ベ

l
ジ
か
ら
バ
ー
コ
ー
ド
シ

l
ル

の
十
三
ケ
タ
を
入
力
し
、
検
索
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。
公
開
内
容
は
生
産
者
名
、
住
所
、
生
産
者
画
像
、
品

名
、
品
種
、
ほ
場
、
使
用
農
薬
(
農
薬
名
、

量
、
使
用
日
)
、

肥
料
(
肥
料
名
、

量
、
使
用
日
)
な
ど
で
あ
る
。
消
費
者

は
、
こ
の
情
報
を
利
用
し
、
生
産
履
歴
情
報
が
あ
る
こ
と

で
信
頼
し
て
商
品
購
入
し
て
い
る
人
も
い
る
。

シ
ス
テ
ム
導
入
で
は
、
や
は
り
情
報
の
入
り
口
(
生
産

者
の
端
末
操
作
)
が
最
大
の
問
題
で
あ
っ
た
。
バ
ー
コ
ー

ド
シ

l
ル
発
行
端
末
と
同
様
に
、
リ
テ
ラ
シ

l
(情
報
活

用
能
力
)
の
さ
ほ
ど
高
く
な
い
高
齢
者
や
女
性
が
端
末
操

作
に
か
か
わ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
容
易
な
方
法
が
模
索

さ
れ
た
。
当
然
、
生
産
者
も
検
討
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

現
行
の
操
作
方
法
と
な

っ
た
。

司
、
履
歴
情
報
の
蓄
積
が

F
f
営
業
戦
略
に
も
活
用
へ

本
シ
ス
テ
ム
は
情
報
公
開
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
履
歴

情
報
の
蓄
積
に
よ
り
、

「
こ
の
商
品
は
い
つ
、
ど
の
程
度

の
量
、
収
穫
さ
れ
る
」
と
い
っ
た
情
報
も
表
示
さ
れ
、
営

業
戦
略
に
活
用
で
き
、
注
文
対
応
に
も
応
じ
や
す
い
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
た
だ
、
シ
ス
テ
ム
運
用
に
は
多
く
の
費

用
を
要
す
る
た
め
、
内
子
町
、
フ
レ

ッ
シ
ュ
パ

l
ク
か
ら

り
、
か
ら
り
出
荷
者
運
営
協
議
会
の
三
者
で
推
進
協
議
会

を
つ
く
り
、
費
用
の
支
出
を
行
っ
て
い
る
。

特
産
物
直
売
所
は
、
こ
れ
ま
で
順
調
に
成
長
・
発
展
し

て
き
た
。
ま
た
、
か
ら
り
自
身
も
町
内
外
か
ら
期
待
さ
れ

る
組
織
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
内
子
町
が

進
め
る
環
境
保
全
型
農
業
で
ま
ち
づ
く
り
を
行
お
う
と
す

る
中
心
的
な
存
在
で
あ
り
、
消
費
者
の
理
解
を
得
た
結
果

で
も
あ
る
。
昨
年
、
新
た
に
整
備
さ
れ
た
農
産
加
工
施
設

で
、
加
工
商
品
の
開
発
に
着
手
し
た
。
こ
こ
で
立
ち
止
ま

る
の
で
は
な
く
、
よ
り
安
心
・
安
全
な
商
品
作
り
を
目
指

し
た
地
域
振
興
の
拠
点
と
な
る
組
織
に
し
た
い
と
願
う
。
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地
域
情
報
化
で
広
が
る
連
携

集

特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
鳳
雛
塾
」
(
佐
賀
市
)

子
供
た
ち
へ
の
起
業
家
教
育
で
地
域
を
元
気
に

|
地
域
経
済
の
活
性
化
貢
献
と
全
国
へ
の
広
が
り
|

佐
賀
県
は
、
九
州
最
大
の
商
業
都
市
福
岡
と
異
国
情
緒

あ
ふ
れ
る
国
際
観
光
都
市
長
崎
に
挟
ま
れ
、
存
在
感
の
薄

い
県
と
言
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
幕
末
期
に
は
出
島
を
通

じ
て
西
洋
の
技
術
や
文
明
を
積
極
的
に
学
び
、
日
本
で
最

初
の
科
学
技
術
研
究
機
関
「
精
錬
方
」
の
創
設
や
鉄
鋼
、

大
砲
(
ア

l
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
砲
)
、
蒸
気
機
関
な
ど
を
開

発
し
た
高
度
な
技
術
力
を
有
す
る
先
進

・
近
代
的
な
藩
で

あ
っ
た
。

そ
の
当
時
か
ら
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
は
じ
め
と
し
た
藩
を

担
う
人
材
育
成
に
力
を
注
い
で
お
り
、
維
新
期
に
は
大
隈

重
信
や
江
藤
新
平
、
副
島
種
臣
、
佐
野
常
民
な
ど
、
近
代

H
本
を
切
り
開
く
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
た
多
く
の
偉
人

を
輩
出
し
た
(
佐
賀
の
七
賢
人
)
。
佐
賀
県
は
、
豊
か
な

大
地
と
自
然
に
恵
ま
れ
た

一
次
産
業
が
盛
ん
だ
が
、

こ
の

よ
う
な
歴
史
的
な
流
れ
を
脈
々
と
引
き
継
ぎ
、
技
術
力
の

高
い
研
究
開
発
型
企
業
の
割
合
が
高
く
、
教
育
活
動
(
人

材
育
成
)
に
も
熱
心
な
地
域
で
あ
る
。

• 横
尾
敏
史

事
務
局
長

ヘ
、
地
蛾
の
将
来
を
担
う
人
材
育
成
を

f
使
命
に
創
設

「
鳳
雛
(
ほ
う
す
う
こ
と
は
鳳
風
の
雛
を
指
し
、
「
未

来
の
英
雄
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
。
佐
賀
に
住
ん
で
い
る

子
供
や
若
者
た
ち
(
雛
の
人
た
ち
)
が
、
将
来
立
派
な
大

人
(
鳳
風
)
に
な
っ
て
巣
立
っ
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
か

ら
命
名
し
て
お
り
、
将
来
の
佐
賀
県
を
担
う
「
若
い
人
」

を
育
て
る
こ
と
(
人
材
育
成
)
が
鳳
雛
塾
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

で
あ
る
。

鳳
雛
塾
は
、

地
元
銀
行
で
あ
る
佐
賀
銀
行
が
中
心
と
な

り
、
商
工
三
団
体
(
商
工
会
議
所
な
ど
)
や
佐
賀
県
の
外

郭
団
体
(
財
団
法
人
佐
賀
県
地
域
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
)、

佐
賀
大
学
な
ど
が
連
携

・
協
力
し
、
若
手
の
起
業
家
育
成

を
目
指
し
た
地
域
初
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
と
し
て
、
平

成
十

一
年
十
月
に
開
講
し
た
。

同
塾
は
、
敵
米
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
活
用
さ
れ
る

実
践
指
向
の
教
育
方
法
(
ケ

1
ス
メ
ソ
ッ

ド
)
を
取
り
入

れ
、
自
分
で
学
び
、
自
分
で
考
え
、
自
分
で
行
動
で
き
る

能
力
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、

I
C
T
を
積
極
的
に
活
用

し
、
サ
ー
バ
ー
上
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
遠
隔
授
業
、

講
師
を
交
え
て
の
交
流
会
な
ど
を
通
じ
て
、
志
を
同
じ
く

す
る
若
い
人
た
ち
の
強
固
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て
き

た
。
使
用
す
る
ケ

l
ス
教
材
に
つ
い
て
も
、
そ
の

一
部
は

地
元
の
企
業
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
題
材
と
し
た
教
材
を
自

作
し
て
、
地
域
の
こ
と
を
理
解
で
き
る
よ
う
工
夫
を
凝
ら

し
て
き
た
。

現
在
(
第
十

一
期
)
ま
で
の
受
講
生
は
約
三
百
人
(
う

ち
百
名
が
大
学
生
)
に
上
り
、
全
国
的
に
注
目
さ
れ
る
企

業
を
起
こ
し
た
人
、
情
報
通
信
機
器
を
利
用
し
て
自
宅
な

ど
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う

(
S
O
H
O
)
人
、
地
元
商
庖
街

の
活
性
化
を
目
指
し
て
活
動
す
る
学
生
サ
ー
ク
ル
の
設
立

な
ど
、
佐
賀
県
の
地
域
経
済
活
性
化
に

一
定
の
成
果
を
上

げ
て
き
た
。
ま
た
、
現
在
で
は
富
山
や
神
奈
川
県
藤
沢
市

な
ど
、
鳳
雛
塾
の
取
り
組
み
に
共
感
を
持
っ
た
人
が
地
元

で
鳳
雛
塾
を
立
ち
上
げ
て
お
り
、
全
国
各
地
に
広
が
り
を

見
せ
て
い
る
。

司
、
学
校
を
申
心
に
し
た
起
業
家
精
神
養

F
f
戚
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
施

「
起
業
家
教
育
」
と
い
う
言
葉
を
使
、
っ
と
、
ど
う
し
て

も
「
社
長
に
な
る
た
め
の
教
育
」
と
か
「
金
も
う
け
の
た

め
の
教
育
」
と
と
ら
え
る
人
た
ち
が
多
く
、
特
に
学
校
現

場
で
は
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
私
た
ち
は
起
業
家
精
神

の
定
義
を
、
「
生
き
る
力
(
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、
自

ら
行
動
す
る
こ
と
「
人
と
つ
な
が
る
力
」
の

二
つ
の
力

を
合
わ
せ
持
つ

こ
と
と
し
、
具
体
的
に
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
や
問
題
発
見
・
解
決
能
力
、
意
思
決
定
能
力
や
自
発
性

な
ど
、
社
会
人
と
し
て
当
然
持
ち
備
え
て
お
く
べ
き
能
力

と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。

新
た
な
事
業
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
人
が
様
々
な
困

難
に
直
面
し
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
い

こ
う
と
す
る
強
い
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精
神
が
そ
れ
で
あ
り
、
例
え
ば
銀
行
員
や
公
務
員
、
あ
る

い
は
教
員
や
主
婦
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
人
で

あ
っ
て
も
、
社
会
に
参
加
す
る
上
で
必
要
な
も
の
だ
と
考

え
て
い
る
。
学
校
教
育
の

一
部
で
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
で
き
る
と
、
子
供
た
ち
が
大
人
に
な
っ
て
社
会
に
羽
ば

た
く
際
に
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
平
成
十
二
年

か
ら
今
日
ま
で
、
佐
賀
市
の
学
校
を
中
心
に
起
業
家
精
神

を
養
う
た
め
の
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
を
実
施
し
て
き
た
。

同
(
産
業
界
と
教
育
界
の
架
け
橋
的
存
在
に

平
成
十
四
年
に
取
り
組
み
始
め
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
事
業

も
今
年
で
七
年
目
を
迎
え
、
昨
年
度
ま
で
に
約
三
千
人
の

児
童
生
徒
に
対
し
て
、
六
百
社
以
上
も
の
事
業
所
が
協
力

し
な
が
ら
体
験
活
動
を
実
施
し
て
き
た
(
表
1
)
。

具
体
的
に
は
小
学
校
で
実
施
す
る
商
庖
街
な
ど
と
連
携

し
て
実
施
す
る
「
キ
ッ
ズ
マ

l
ト
事
業
(
商
売
体
験
活

動
)
」
、
子
供
た
ち
が
夢
と
し
て
抱
く
将
来
の
仕
事
に
つ

い
て
、
本
物
の
職
業
人
に
話
し
を
聞
く
「
職
業
人
イ
ン

小学生のキッズマ 卜

平成 14年-19年度までの実績

実路 実施 受鱒 授業 協力 外部 実B匝
綬数 回数 生徒数 自寺照 事業所 締師 プログラム

販売体験「キッ

小学校 5校 16回 992人 529時間 113事業所 30人 ズマート」、職業
人インタビュー

中学綬 3校 8回 1.549人 451 時間 459事業所 38人
提案活動付き職
場体験

製造販売体験(起

高綬 2校4科 8回 537人 299時間 64事業所 24人
業体験)、企凶i提
案活動、企業への
コンサルティング

合計
10校

32回 3，078人 1，279時間 636事業所 92人
(12科)

タ
ビ
ュ

l
」、

中
学
校
で
実

施
す
る
職
場

体
験
活
動
の

事
後
学
習
に

事

業

所

へ

の
提
案
活
動

(
中
学
生
レ

ベ
ル
で
の
)

を
組
み
合
わ

せ
た
「
提
案

活

動

付

き

職
場
体
験
活

動
」
、
高
校

で
実
施
す
る

も
の
作
り
か

ら
販
売
活
動

ま
で
一
貫
し

た
企
業
の
流

れ
を
体
験
す
る
「
起
業
体
験
活
動
」
、
企
業
に
対
す
る
新

商
品
開
発
な
ど
の
「
企
画
提
案
活
動
」
や
企
業
へ
の
改
善

提
案
な
ど
を
実
施
す
る
「
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
活
動
」
な

ど
、
各
学
校
・
発
達
段
階
に
応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
独
自

に
開
発
し
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

例
え
ば
小
学
校
で
の
キ
ッ
ズ
マ

l
ト
の
取
り
組
み
は
、

小
学
生
自
身
が
商
庖
街
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
活
動
を
行
い
、
商
品
の
仕
入
れ
か
ら
販
売
価
格

の
決
定
・
事
業
計
画
書
作
成
、
地
域
周
辺
や
地
元
テ
レ
ビ

局
で
の
広
報
活
動
、
看
板
作
成
、
資
金
の
借
り
入
れ
な
ど

を
行
い
、
五
十

1
六
十
時
間
程
度
を
か
け
て
出
庖
販
売
活

動
を
実
施
す
る
事
業
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
正
解
の
な
い
体

験
活
動
を
通
し
て
、
子
供
た
ち
は
学
校
の
勉
強
だ
け
で
は

得
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
多
く
の
経
験
や
知
識
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
で
き
た
ば
か
り
で
な
く
、
地
域
社
会
や
大
人

と
の
つ
な
が
り
を
通
し
て
基
礎
的
な
人
間
力
(
あ
い
さ
つ

や
感
謝
の
気
持
ち
、
思
い
や
り
ゃ
協
力
の
大
切
さ
な
ど
)

を
身
に
付
け
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
学
校
現
場
で
は
、
企
業
や
事
業
所
な
ど
と

積
極
的
に
連
携
体
制
を
図
り
な
が
ら
教
育
活
動
を
行
な
う

こ
と
は
難
し
か
っ
た
が
、
私
た
ち
の
よ
う
な
民
間
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ

l
が
学
校
と
産
業
界
の
架
け
橋
的
存
在
と
な

り
、
多
様
な
主
体
を
つ
な
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の

宝
で
あ
る
子
供
た
ち
を
地
域
社
会
全
体
で
育
て
る
環
境
を

つ
く
り
あ
げ
て
い
る
。
同
時
に
、
地
域
社
会
の
構
成
員
自

身
も
子
供
た
ち
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
共
に
成
長
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

晴
、
子
供
へ
の
熱
い
思
い
が

F
f
地
域
の
将
来
を
聞
く

こ
れ
ま
で
、
産
業
界
と
教
育
界
の
聞
に
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
か
ら
大
き
な
壁
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ

が
自
身
の
正
当
化
と
よ
そ
者
へ
の
非
難
を
繰
り
広
げ
て
い

た
。
た
だ
し
、
私
が
こ
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
へ
の
取
り
組
み

を
通
し
て
再
確
認
し
た
こ
と
は
、
学
校
は
子
供
の
成
長
の

た
め
に
地
域
や
産
業
界
と
連
携
し
た
い
と
い
う
熱
い
気
持

ち
が
あ
り
、
産
業
界
側
も
地
域
の
子
供
た
ち
の
成
長
に
役

立
ち
た
い
と
い
う
熱
い
思
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。

以~匂

地
域
の
元
気
の
源
と
な
る
子
供
た
ち
と
共
に
学
ぶ
テ
ー

マ
と
し
て
「
起
業
家
教
育
」
を
掲
げ
、
仕
事
、
労
働
、
職

場
や
商
売
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
は
、
地
域
社

会
に
と
っ
て
も
将
来
の
担
い
手
と
な
る
子
供
た
ち
を
育
成

す
る
た
め
に
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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で
広
が
る
連
携

細川
プ
リ
ズ
ム
(
兵
庫
県
佐
用
町
)

明
る
く
楽
し
く
課
題
の
解
決
を
目
指
す

生
活
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

|
全
国
に
広
が
る
住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。フ
ロ
ジ
ェ

ヘ
、
兵
庫
県
佐
用
町
C
A
T
V
の

f
令
官
民
攻
防
+

「
何
で
行
政
は
そ
な
い
な
固
い
こ
と
を
言
う
ね
ん
?
」

「そ
り
ゃ
行
政
な
ん
や
か
ら
し
ゃ
あ
な
い

(仕
方
が
な
い
)

ゃ
ん
け
え
」
|
荒

っ
ぽ
い
関
西
弁
の
や
り
と
り
が
終
始
聞

こ
え
て
く
る
兵
庫
県
佐
用
町
役
場
の
ま
ち
づ
く
り
課
。
い

つ
も
先
制
攻
撃
を
仕
掛
け
る
の
は
、
商
庖
経
営
の
千
種
和

英
さ
ん
(
引
)
。
対
す
る
は
役
場
の
代
表
と
し
て
防
戦
や

む
な
き
立
場
の
ま
ち
づ
く
り
課
の
久
保
正
彦
さ
ん

(印
)
。

二
人
は
今
年
四
月
に
始
ま

っ
た
佐
用
チ
ャ
ン
ネ
ル

(町

の
F
T
T
H
方
式
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
)
の
住
民
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
番
組
の
進
行
を
担
当
し
て
い
る
。
住
民
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
番
組
は
二
週
間
に

一
回
十
五
分
番
組
を
更
新
、

二
人

が
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
各
地
区
、
各
業
界
の
住
民
が
主
体

と
な
っ
て
制
作
す
る
。
官

・
民
の
文
化
の
違
い
が
打
ち
合

わ
せ
段
階
か
ら
い
つ
も
ぶ
つ
か
り
、

二
人
の
激
し
い
バ
ト

ル
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

「住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
」
は
テ
レ
ビ
局
の
記
者
、
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
と
し
て
十
四
年
間
勤
め
た
私
の
経
験
か
ら
発
想

し
た
も
の
だ
。
取
材
し
た
り
、
映
像
を
撮
影
す
る
こ
と

ク
ト• 岸

本

代
表
取
締
役

で
新
た
な
視
点
、
多
様
な
視
点
を
身
に
付
け
、
編
集
す
る

プ
ロ
セ
ス
で
ば
く
然
と
し
た
考
え
を
整
理
で
き
る
。
さ
ら

に
放
送
す
る
こ
と
で
全
く
知
ら
な
い
人
か
ら
の
反
応
を
得

て
、
自
分
が
表
現
し
た
い
こ
と
と
よ
そ
者
が
受
け
取
る
イ

メ
ー
ジ
の
違
い
に
気
付
く
。
ほ
か
に
も
多
く
の
プ
ロ
セ
ス

が
詰
ま

っ
て
い
て
、
こ
の
経
験
を
重
ね
る
と
総
合
的
な
企

画
力
が
身
に
付
く
こ
と
に
着
目
し
た
。

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
企
画
力
を
テ
レ
ビ
局
の
た
め
に
で
は

な
く
、

「
地
域
」
に
活
か
す
こ
と
で
よ
り
有
効
な
社
会
貢

献
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
た
。
だ
か
ら

「番

組
は
オ
マ
ケ
」
だ
。
番
組
制
作
の
プ
ロ
セ
ス
で
議
論
し
た

り
、
企
画
し
た
り
、
取
材
・編
集
す
る
こ
と
で
「
民
」
も
「
官」

も
な
く
、
住
民
が
気
持
ち

一
つ
に
な

っ
て
い
く
経
験
を
大

事
に
す
る
。

千
種
さ
ん
、
久
保
さ
ん
が
常
に
対
立
す
る
の
は
、
身
銭

を
切

っ
て
経
営
す
る
厳
し
さ
の
ど
真
ん
中
に
い
る

「
民
間

的
な
考
え
方
」
と
、
広
く
あ
ま
ね
く
町
民
全
体
に
奉
仕
す

べ
き

「行
政
的
な
考
え
方
」
の
ぶ
つ
か
り
で
あ
り
、
こ
の

ぶ
つ
か
り
が
激
し
け
れ
ば
激
し
い
ほ
ど
、
民

・
官
の
溝
は

は
っ
き
り
し
、
逆
に
融
和
す
る
方
向
が
見
え
て
く
る
。
テ 晃

奥の二人が久保<左>、千種<右>は

住民ディレクタ 発祥の地山江村で

レ
ピ
番
組
で
例
え
る
と
、
田
原
総

一
郎
氏
が
司
会
す
る
討

論
番
組
だ
。
激
論
が
交
わ
さ
れ
る
こ
と
で
問
題
点
が
明
ら

か
に
な

っ
て
い
く
。

ヘ
、
地
域
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

f

プ
ロ
セ
ス

テ
レ
ビ
は
そ
の
場
限
り
だ
が
、
地
域
生
活
者
に
と

っ
て

は
、
こ
の
激
論
が
今
日
明
日
の
暮
ら
し
に
即
、
反
映
さ
れ

て
い
く
。
だ
か
ら
こ
そ
、
両
者
と
も
無
責
任
な
こ
と
は
言

え
な
い
し
、

真
剣
そ
の
も
の
だ
。
こ
こ
が
と

っ
て
も
大
事

で
あ
る
。
傍
観
者
、

評
論
家
で
は
な
く
、

当
事
者
と
し
て

番
組
を
制
作
す
る
。
民
も
官
も
素
人
だ
か
ら
、
映
像
的
に

は
格
好
よ
く
は
い
か
な
い
が
、
町
を
ど
う
し
て
い
く
の
か

は
、
お
互
い
持
論
が
あ
る
。
二
人
が
進
行
す
る
番
組
は
討

論
番
組
で
は
な
く
、
集
落
を
紹
介
し
た
り
、
町
歩
き
を
通

し
て
町
民
と
の
出
会
い
、
普
段
着
感
覚
の
人
々
の
魅
力
を

引
き
出
す
も
の
だ
。
し
か
し
、
そ
の
引
き
出
し
方
や
表
現

方
法
で
、

二
つ
の
文
化
が
ぶ
つ
か
り
合
う
。

例
え
ば
、
元
気
な
商
庖
主
の
紹
介
を
す
る
コ

ー
ナ
ー
で
、

自
慢
の
料
即
日の
話
に
な
る
と
、
値
段
を

「特
定
業
者
の
宣

伝
に
な
る
か
ら
言

つ
て
は
い
け
な
い

(役
場
・久
保
)
」
、
「町
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民
に
必
要
な
情
報
だ
か
ら
言
う
べ
き
だ
(
商
庖
主
・千
種
ご

と
言
う
意
見
の
対
立
で
始
ま
る
。
こ
の
話
は
全
国
各
地
で

起
き
て
い
る
問
題
で
、
住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
ぶ
つ
か
る

課
題
の
一
つ
だ
が
、
実
は
決
ま
っ
た
答
え
は
な
い
。
答
え

は
地
域
に
よ
っ
て
違
う
の
で
、

「
地
域
独
自
の
答
え
を
出

す
プ
ロ
セ
ス
」
が
ま
さ
に
こ
の
住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
活
動

の
狙
い
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
映
像
化
さ
れ
、

多
く
の
町
民
や
関
係
者
に
見
て
も
ら
え
る
と
い
う
オ
マ
ケ

が
番
組
で
あ
る
。

明
、
熊
本
・
人
吉
球
磨
で
ス
タ
ー
ト
し

'
f
全
国
十
五
力
所
に
拡
大

こ
の
活
動
は
平
成
八
年
春
、
熊
本
県
の
人
吉
球
磨
地
域

で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
私
の
テ
レ
ビ
局
人
生
の
後
半
(
平
成

三
年

1
七
年
)
、
人
吉
球
磨
地
域
の
住
民
と
多
く
の
住
民

参
画
番
組
を
作
っ
て
き
た
。
こ
の
趣
旨
で
地
域
の
た
め
に

仕
事
を
す
る
に
は
、
テ
レ
ビ
局
に
限
界
を
感
じ
た
。
退
職

し
た
平
成
七
年
秋
か
ら
構
想
し
、
八
年
春
に
「
住
民
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
」
養
成
を
核
と
し
た
地
域
支
援
を
目
的
に
起
業

し
、
人
吉
球
磨
地
域
で
実
践
し
た
。
数
年
後
に
は

C
A
T

V
、
民
放
番
組
で
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
枠
確
保
を
は
じ
め
、
地

域
独
自
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

T
V
も
全
国
に
先
駆
け
て
ス

タ
ー
ト
し
た
。
表
現
方
法
も
テ
レ
ビ
ら
し
く
ニ
ュ
ー
ス
あ

り
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
あ
り
、
ド
ラ
マ
、
バ
ラ
エ
テ
ィ

番
組
、
料
理
番
組
と
、
様
々
な
手
法
を
駆
使
し
た
。
こ
の

成
果
が
評
価
さ
れ
て
平
成
十
五
年
の
第
一
回
地
域
情
報
化

大
賞
・
日
経
新
聞
社
賞
を
い
た
だ
い
た
。
あ
れ
か
ら
五
年
、

住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
全
国
に
広
が
り
、
継
続
的
に
活
動

を
続
け
る
地
域
は
十
五
カ
所
以
上
を
数
え
る
(
表

2
)
。

や
っ
と
最
近
、
東
北
地
方
に
波
及
し
て
き
た
。
林
業
日
本

一
を
目
指
す
岩
手
県
住
田
町
や
日
経
地
域
情
報
化
大
賞
の

ご
縁
で
岩
手
県
三
陸
の
漁
師
さ
ん
に
も
広
ま
っ
て
き
た
。

こ
れ
に
関
し
て
は
宮
壱
¥¥
E
o
m
-
m
c
c
・5
・甘
¥C
2
E
ユ∞ヨ

に
書
き
ま
し
た
。

住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
、
ツ
ー
ル
や
手
法
で
は
な
く
、

そ
れ
を
「
活
用
す
る
人
間
」
の
こ
と
だ
か
ら
、
「
テ
レ
ビ
」

に
始
ま
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
数
々
の
ツ

l
ル

(
H
P
、
ブ
ロ
グ
、

S
N
S
な
ど
て
携
帯
電
話
、
ゲ
ー
ム

な
ど
、
次
々
と
生
ま
れ
る
新
し
い
道
具
を
使
っ
て
何
を
す

る
か
が
大
事
だ
。
新
時
代
に
対
応
し
た
手
法
、
態
勢
、
仕

組
み
を
次
々
と
つ
く
っ
て
い
か
な
い
と
、
新
し
い
ツ
l
ル

の
登
場
に
よ
っ
て
混
乱
す
る
よ
う
で
は
継
続
的
な
地
域
活

動
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
の
地
域
振
興
策
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
と
思
わ

れ
る
。

い
よ
い
よ
、
住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
出
番
が
来
た
と
感

じ
て
い
る
。
今
回
、
日
経
地
域
情
報
化
大
賞
を
受
賞
さ
れ

た
地
域

S
N
S
を
は
じ
め
「
使
え
る

I
T
道
具
」
は
、
ほ

プリズム全国住民Dmap表2

ぽ
出
そ
ろ
っ
た
。
安
価
に
ま
た
は
無
料
で
使
え
る
道
具

が
そ
ろ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
道
具
群
を
い
か
に
活
用

し
、
何
を
し
て
い
く
の
か
は
、
や
は
り
「
人
間
」
の
問
題

だ
。
一

昔
前
な
ら
、
お
カ
ネ
の
つ
く
り
方
、
回
し
方
が
結

構
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
た
が
、

I
T
道
具
が
無
料
に

近
い
状
態
で
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、

I
T
で
活
動
す

る
多
様
で
バ
ラ
バ
ラ
な
人
や
グ
ル
ー
プ
、
組
織
を
融
合
し

総
合
化
す
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
能
力
、
コ

l
デ
イ
ネ

l
ト
す

る
こ
と
で
無
か
ら
有
を
生
み
、
お
カ
ネ
に
し
て
い
く
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
能
力
が
求
め
ら
れ
る
と
思
う
。
住
民
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
活
動
は
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
を
制
作
す
る
が
、
そ
の
プ

ロ
セ
ス
で
培
わ
れ
る
総
合
的
な
企
画
力
の
育
成
を
目
指

し
、
長
年
多
く
の
人
と
仲
良
く
楽
し
く
、
緩
や
か
な
土
壌

を
培
っ
て
き
た
。

町
、
地
域
・
住
民
の
問
題
・
課
題
を
映
像
で

F
f
表
現
し
解
決
策
を
実
践
ヘ

住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
周
囲
に
は
困
っ
て
い
る
人
が
た

く
さ
ん
い
る
と
思
う
。
そ
の
人
た
ち
の
問
題
、
課
題
を
映

像
で
明
確
に
表
現
し
、
解
決
策
を
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

実
践
し
て
い
く
こ
と
が
住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
目
指
す
実

像
で
あ
る
。
開
放
的
、
人
と
付
き
合
う
こ
と
が
好
き
で
、

社
会
貢
献
に
関
心
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
も
あ
る

け
れ
ど
、
し
っ
か
り
稼
ぐ
こ
と
で
地
域
や
社
会
に
よ
り
具

体
的
に
還
元
し
て
い
く
人
間
像
が
住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で

あ
る
。
す
で
に
各
地
で
多
く
の
住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
活

躍
を
始
め
て
い
る
の
で
、
ス
タ
ー
ト
当
初
よ
り
は
理
解
さ

れ
や
す
く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
が
本
格
的
な
ス

タ
ー
ト
だ
。
地
域
の
当
事
者
で
あ
り
、
発
信
者
、
実
践

者
、
生
活
者
で
あ
る
住
民
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
、
問
題
や
課

題
を
大
き
な
声
で
訴
え
る
よ
り
は
、
解
決
に
向
け
て
静
か

に
明
る
く
楽
し
く
行
動
す
る
人
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
目

指
す
。
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総
務
省
は
現
在
、

I
C
T
基
盤
(
情
報
通
信
技
術
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
)
の
整
備
、

I
C
T
利
活
用
の
促
進
お
よ
び

I

C
T
人
材
の
育
成
を
一
体
と
し
て
推
進
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
相
乗
効
果
に
よ
る
地
域
経
済
社
会
の

一
層
の
活
性
化

を
目
指
し
て
い
る
。
本
年
六
月
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
デ
イ
パ
ィ

ド
解
消
戦
略
会
議
に
お
い
て
最
終
報
告
を
と
り
ま
と
め
、

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

・
ゼ
ロ
地
域
解
消
や
携
帯
電
話
不
感
地

帯
等
の
解
消
策
を
公
表
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

l
C
T基
盤
聾
備
へ
の
支
援

I
C
T
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

網
の
整
備
、
携
帯
電
話
網
の
整
備
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

へ
の
完
全
移
行
な
ど
に
対
す
る
支
援
施
策
を
講
じ
て
い

ヲ令
。ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
網
の
世
帯
カ
パ

l
率
は
平
成
二
十
年

三
月
末
時
点
で
九
八
.

二一
%
(
推
計
)
。
同
様
に
、
超
高

速
ブ
ロ
ー
ド
、
バ
ン
ド
網
(
光
フ
ァ
イ
バ
網
)
の
世
帯
カ
パ

l

率
(
推
計
)
は
八
六
.
五
%
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
「

I

T
新
改
革
戦
略
」
(
平
成
十
八
年

一
月

I
T
戦
略
本
部

決
定
)
に
お
い
て
、
平
成
二
十
二
年
度
末
ま
で
に
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
・
ゼ
ロ
地
域
を
解
消
す
る
こ
と
が
目
標
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、

「地
域
情
報
通
信
基
盤

整
備
推
進
交
付
金
」
に
よ
り
、

F
T
T
H
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
、

A
D
S
L
、
衛
星
な
ど
、
地
域
の
特
性
に
応
じ

た
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
に
取
り
組
む
条
件
不
利
地
域
に

該
当
す
る
地
方
自
治
体
(
市
町
村
)
な
ど
を
幅
広
く
支
援

し
、
地
域
間
の
情
報
格
差
(
デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
パ
イ
ド
)
の

是
正
を
図
る
と
と
も
に
、

『地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤

施
設
整
備
事
業
」
に
よ
り
、
地
域
の
教
育
、
行
政
、
福
祉
、

医
療
、
防
災
な
ど
の
高
度
化
を
図
る
た
め
、
学
校
、
図
書

館
、
公
民
館
、
市
役
所
な
ど
公
共
施
設
聞
を
高
速

・
超
高

速
で
接
続
す
る
地
域
公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
(
光
フ
ァ
イ
バ

な
ど
)
の
整
備
に
取
り
組
む
地
方
公
共
団
体
等
を
支
援
し

て
い
る
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
デ
イ
パ
イ
ド
解
消
戦
略
会
議

の
報
告
を
受
け
て
、
地
理
的
条
件
に
左
右
さ
れ
ず
に
、
整

備
が
容
易
で
あ
る
衛
星
を
活
用
し
た
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整

備
に
つ
い
て
、
支
援
の
拡
充
を
検
討
し
て
い
る
。

携
帯
電
話
網
の
整
備
の
エ
リ
ア
外
人
口
は
、
平
成
二
十

年
三
月
末
時
点
で

二
九
.
七
万
人
(
全
体
比

0
.
二
%
)

と
な
っ
て
い
る
が
、
「
重
点
計
画
2
0
0
7
」
(
平
成
十
九

年
七
月

I
T
戦
略
本
部
決
定
)
に
お
い
て
、
平
成
十
八

年
度
か
ら
同
二
十
年
度
末
ま
で
の
聞
に
、
過
疎
地
域
な
ど

の
条
件
不
利
地
域
に
お
い
て
、
新
た
に
二
十
万
人
以
上
が

携
帯
電
話
を
利
用
可
能
な
状
態
と
す
る
こ
と
が
目
標
と
さ

れ
て
お
り
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
は
、

『携
帯
電
話
等
エ

情
報
流
通
行
政
局
地
域
通
信
振
興
課

馬
宮
和
人

リ
ア
整
備
支
援
事
業
』
に
よ
り
、
電
波
利
用
料
を
活
用
し

て
、
条
件
不
利
地
域
に
該
当
す
る
地
方
自
治
体
(
市
町
村
)

等
に
よ
る
携
帯
電
話
の
エ
リ
ア
整
備
に
必
要
と
な
る
基
地

局
施
設
お
よ
び
伝
送
路
施
設
の
整
備
へ
の
支
援
を
強
化
し

て
い
る
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、
普
及
世
帯
数
は
平
成
二
十
年

三
月
末
時
点
で
二
千
二
百
万
世
帯
、
普
及
台
数
は
同
年
七

月
末
時
点
で
三
千
八
百
七
十
七
万
台
と
な
っ
て
お
り
、
同

二
十
三
年
七
月
ま
で
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
て
、
当

初
目
標
を
順
調
に
達
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

『
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
中
継
局
整
備
事
業
」
、
『山
間
部
等
に
お
け

る
共
聴
施
設
整
備
事
業
』
な
ど
に
よ
り
、
電
波
利
用
料
を

活
用
し
て
、
地
上
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
達
成
に
必
要
な

送
受
信
環
境
の
整
備
を
推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
年
七

月
に
は
、
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
視
聴
者
が
引
き
続
き

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
で
き
る
よ
う
、
全
方
位
に
万

全
の
対
策
を
講
じ
る
べ
く
、
「
地
方
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進

総
合
対
策
」
を
発
表
し
た
。

l
C
T利
活
用
の
促
進
事
業
と
対
策

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
な
ど
の
普
及
が
進
ん
で
き
た
こ
と
に

よ
り
、
医
療

・
福
祉
、
観
光
・
交
流
、
防
災

・
防
犯
、
地
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歴史的景観のまちづくり集特

で
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
て
も
、

I

C
T
利
活
用
が
十
分
で
な
い
地
域
も
相
当
程
度
見
受
け
ら

れ
る
。

場
産
業
や

一
次
産
業
な
ど
様
々
な
分
野
に
お
い
て
、

T
の
利
活
用
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

一
部
の
地
域

や
企
業
に
お
い
て
は
、
販
路
・
市
場
(
商
圏
)
の
拡
大
や

生
産
管
理
・
業
務
効
率
化
に
よ
る
生
産
性
・
売
り
上
げ
の

向
上
な
ど
高
い
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
し
か
し
、

一
方

ICTによる地域活性化の全体像

ネットワークの整備とICT利活用促進を一体として推進することによる相乗効果の確保が重要
合わせて、 ICTに関する知見・ノウハウの商からの支援が不可欠

成功要仰の

差F&

地域経済・社会の活性化

r 
ネットワークの整備

(ブロード1¥ンドサービス、携帯電話、地上デジ'})レ放送)

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
、

『地
域

I
C
T
利
活
用
モ
デ
ル
構
築
事
業
』
に
よ
り
、
地
方
自
治

体
な
ど
に
対
し
、
地
域
の
諸
課
題
の

解
決
や
住
民
の
利
便
の
向
上
に
資
す

る
汎
用
的
な

I
C
T
利
活
用
モ
デ
ル

の
構
築
(
企
画
、
設
計
、
開
発
な
ど
)

を
委
託
し
、
国
は
当
該
モ
デ
ル
の
構

築
後
、
委
託
先
か
ら
提
出
さ
れ
た
成

果
物
を
全
国
各
地
域
に
提
供
す
る
こ

と
に
よ
り
、
わ
が
国
全
体
に
お
け
る

I
C
T
利
活
用
の
普
及
促
進
を
図
っ

て
い
る
。
平
成
二
十
年
度
委
託
先
は
、

計
三
十
七
団
体
で
っ
ち
平
成
十
九
年

度
か
ら
の
事
業
継
続
団
体
二
卜
五
。

遠
隔
医
療
モ
デ
ル
事
業
は
除
く
)
で

あ
り
、
福
祉
、
観
光
・
交
流
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
性
化
、
防
災
・
防
犯
、

一

次
産
業
、
中
小
企
業
、
環
境
な
ど
幅

広
い
分
野
に
お
い
て

I
C
T
を
利
活

用
し
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。

次
に
、
地
域
住
民
の
利
便
の
向
上

を
図
る
観
点
か
ら
、
引
越
分
野
な
ど

に
お
い
て
自
治
体
、
電
力
会
社
、
銀

行
な
ど
が

一
体
と
な
っ
た
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
た
め
、

自
治
体
内
外
、
民
間
企
業
な
ど
の
情

報
シ
ス
テ
ム
の
相
互
接
続
・
連
携
が

可
能
と
な
る
標
準
ル

l
ル

「
地
域
情

I 
C 

ICT利活用促進

r-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー司ーーーーーーーーーーーーーー ーーーー'

! 地婿社舎のICT 地方舞ビジネス 電子自治体の推進;
i 利活用モデル確立 モデル特区 (ワンストッブザービス・の寓現1

1 (地殿町制，舌用モデル僧聾車業) (ユピキタス特E事業) (地峨情報フラ州 ーム推進.業{

18.0億円118.0) 19.5億円(20億円 8.8億円(63億円)1
2)年度要求額(20年度予耳額)

一併とLでiftiK

【主な支援施策】
r--ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

ブロードバンド網 池よデジ世ル舷送 i
揚帝電路網の盛.

1 の蜘 への推移行 j

1 184.0億円1960億円) (電波利用料財源)縫 約600億円(59.7億円):
: (874億円

※ 予算編成過程で検討

[推進体制]

・デジタルディバイド解消陸路会.

...ブロード1¥ンド・ゼロ地援や携帯電話不感地帯を解消策を検討

-他橿情豊E化アドバイザー依副の豊富.
〉総務大臣委嘱のアド1¥イザーによる知見・ノウハウ面でのサポート

-ベストプラクティス・ノウハウの普漫
...ru-Japa附ストプラク子ィスJ(総務大臣表彰)

報
プ
ラ

ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
」
の
実
用
化
・
普
及
を
進
め
る
た

め、

『地
域
情
報
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業
」
に
よ
り
、

シ
ス
テ
ム
実
証
実
験
を
行
い
、
委
託
事
業
者
か
ら
の
成
果

物
(
標
準
ル

l
ル
)
を
広
く
他
の
団
体
に
周
知
・
提
供
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
少
子
高
齢
化
や
労
働
人
口
の
減
少
を
迎
え
、

I
C
T
を
活
用
し
て
時
間
と
場
所
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟

な
働
き
方
を
実
現
す
る
テ
レ
ワ
l
ク
に
つ
い
て
は
、
「
I

T
新
改
革
戦
略
」
に
お
い
て
、
平
成
二
十
二
年
に
テ
レ
ワ
ー

ク
人
口
を
倍
増
し
、
就
業
者
人
口
の
二
割
と
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
目
標
を
確
実
に
実
現
す
る
た
め
、

「テ

レ
ワ

l
ク
試
行
・
体
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
に
よ
り
、
テ
レ

ワ
l
ク
の
効
果
・
効
用
を
体
感
す
る
機
会
を
設
け
る
と
と

も
に
、

『
テ
レ
ワ
l
ク
環
境
整
備
税
制
』
に
よ
り
、
企
業

に
お
け
る
テ
レ
ワ

l
ク
設
備
投
資
に
対
す
る
税
制
支
援
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

加
え
て
、
地
方
に
お
け
る
医
師
不
足
な
ど
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
地
域
医
療
の
充
実
に
資
す
る

I

C
T
を
活
用
し
た
遠
隔
医
療
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
、
総

務
・
厚
生
労
働
両
大
臣
に
よ
る
共
同
懇
談
会

『遠
隔
医
療

の
推
進
方
策
に
関
す
る
懇
談
会
』
を
本
年
三
月
よ
り
開
催

し
、
同
七
月
に
中
間
と
り
ま
と
め
を
行
い
、
地
方
自
治
体

に
委
託
す
る
形
で
、
遠
隔
医
療
モ
デ
ル
事
業
を
本
年
十

一

月
よ
り
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
わ
が
国
I
C
T
産
業
の
国
際
競
争
力
強
化
を
目

的
と
し
て
、
新
た
な
I
C
T
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・
実
証
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
た
め
に
、

『
ユ
ビ
キ
タ
ス
特
区

事
業
』
に
よ
り
、
電
波
の
利
用
環
境
整
備
し
た
上
で
、
北

海
道
、
沖
縄
お
よ
び
研
究
開
発
拠
点
が
集
積
し
て
い
る
場

所
で
、
「
ユ
ビ
キ
タ
ス
特
区
」
を
創
設
し
、
複
数
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
。

品目偏ω2008・12月号27 



地
域
の
l
C
T人
材
育
成
と
充
実

い
て

I
C
T
に
知
見
を
持
ち
、

I
C
T
を
利
活
用
で
き
る

人
材
(
地
域

I
C
T
人
材
)
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。

I
C
T
の
普
及
の
課
題
の

一
つ
と
し
て
、

I
C
T
の
基

盤
整
備
や
利
活
用
の
ニ

l
ズ
が
あ
る
も
の
の
、
地
域
に
お

地域の活性化(イメージ)

這晴教育・生涯学習

ICTを利活用した地域の課題解決、

量錦直ll"i.~

地様情報の発信

地蝿においT蝿E障害れ‘
7ロ幅約tンド備制漕周倒

全
国
各
地
域
に
お
い
て
、
地
域

I
C
T
人

材
を
充
実
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
、

I
C
T

の
導
入
か
ら
運
用
ま
で
の
円

滑
化
を
図

っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
総
務
省
は
、

『情
報
通
信
人

材
研
修
事
業
支
援
制
度
』
に

よ
り
、
第
三
セ
ク
タ
ー
、

N

P
O
法
人
な
ど
が
実
施
す
る

I
C
T
分
野
の
専
門
的
な
知

識
お
よ
び
技
能
を
有
す
る
人

材
を
育
成
す
る
研
修
事
業
に

対
し
、
助
成
を
行

っ
て
い
る
。

ま
た
、

I
C
T
を
活
用
し

て
地
域
の
課
題
の
解
決
に
取

り
組
む
地
方
自
治
体
な
ど
に

対
し
て
、
知
見
・
ノ
ウ
ハ
ウ

面
の
支
援
を
強
化
す
る
観
点

か
ら
、
総
務
省
は

『地
域
情

報
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
」

に
よ
り
、
地
域
の
要
請
に
基

づ
き
、
地
域
情
報
化
に
幅
広

い
見
識
を
有
す
る
「
地
域
情

報
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
派

遣
し
、
情
報
化
を
「基
盤」
「利

活
用
」
「
人
材
」
の
三

つ
の

側
面
か
ら
総
合
的
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
(
本
年
十
月
現

こ
の
た
め
、

自;古{事

、
-
『

，
 ，
 

J
 ，，
 
，，
 
，，
 
〆
，，
 

遠隔医療

出所:rブロード))':';ド全国笠{置の判|きJ(平即時間企園地捌輔化推進協議会〉
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在
で
登
録
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
五
十
六
名
。
こ
れ
ま
で
の
派
遣

実
績
三
十
件
程
度
)
。

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
は
、
少
子
高
齢
者
や
医
師
不
足
へ
の

対
応
を
は
じ
め
、
地
域
住
民
の
生
活
水
準
の
向
上
、
安
心
・

安
全
の
確
保
、
地
域
産
業
の
生
産
性
の
向
上
な
ど
を
実
現

す
る
も
の
と
し
て
多
く
の
メ
リ

ッ
ト
を
有
し
て
い
る
。

I
C
T
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
・

ゼ
ロ
地
域
の
解
消
、
携
帯
電
話
の

エ
リ
ア
整
備
、
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
の
完
全
移
行
な
ど
、
各
種
施
策
の
「
合
わ
せ

技
」
を
用
い
な
が
ら
、
重
層
的
か
つ
早
急
に
対
策
を
講
じ

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

I
C
T
利
活
用
の
促
進
に
つ
い
て
は
、
成
功
モ
デ
ル
の

事
例
、
知
見

・
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
抽
出

・
可
視
化
す
る
と

と
も
に
、
地
域
情
報
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
な
ど
を
活
用

し
て
、

全
国

へ
の

一
層
の
普
及
展
開
を
推
進
す
る
必
要
が

あ
る
。

2008' 12月号以~・ω

そ
し
て
、

I
C
T
が
全
国
各
地
域
に
浸
透
し
、
地
域
経

済
社
会
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
く
た
め
に
は
、
各
地
方

自
治
体
に
お
い
て
、
的
確
か
つ
容
易
に

I
C
T
を
導
入
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
、
そ
れ
を
自
律
的
か
つ
継
続
的

に
運
営
す
る
よ
う
な
仕
組
み
の
構
築
が
必
須
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、
引
き
続
き
様
々
な
モ
デ
ル

・
事
例
か
ら
得
ら
れ

る
知
見
・
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
基
に、

当
該
地
域
の
実
情
に

合
わ
せ
て
、

I
C
T
の
利
活
用
方
法
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
、

そ
の
導
入
か
ら
実
践
に
至
る
ま
で
の
業
務
を
担
う
意
欲
あ

る
I
C
T
人
材
の
発
掘
お
よ
び
育
成
に

一
層
尽
力
し
て
い

く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
当
省
所
管
の
地
域
情
報
通
信
振
興
の
関
連
施
策

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
ホ

l
ム
ベ

l
ジ
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。



地
域
情
報
化
で
広
が
る
連
携

内
閣
官
房

回
目
同
同
副
闘
刷
出
凶
闘
凶
川
開
閉
同
幽
凶
閉
同
国
間
開
閉
開
凶

l
T
に
よ
る
地
域
活
性
化
緊
急
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要

情
報
通
信
技
術

(
I
T
)
は
、
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
原

動
力
と
し
て
経
済
社
会
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
と
と
も

に
、
国
民
生
活
を
よ
り
豊
か
に
変
え
る
力
を
持
っ
て
い
る
。

特
に
、

I
T
の
国
際
競
争
力
強
化
は
国
際
社
会
に
お
け
る

日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
向
上
に
も
資
す
る
。
そ
う
し
た
中
、

地
域
経
済
を
活
性
化
し
、
よ
り
活
力
の
あ
る
魅
力
的
な
地

域
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
良
い
暮
ら
し
を
実
現
す

る
た
め
に

I
T
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
極
め
て
大
き
い
。

I
T
戦
略
本
部
で
は
、
平
成
十
八
年

一
月
に
策
定
し
た

「
I
T
新
改
革
戦
略
」
の
下
、
翌
十
九
年
四
月
に
決
定
し

た
「

I
T
新
改
革
戦
略
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
な
ど
に
基
づ

き
、
情
報
通
信
基
盤
を
地
域
に
お
い
て
整
備
す
る
と
と
も

に、

I
T
を
利
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、

都
市
部
と
地
方
と
の
均
衡
あ
る
発
展
、
安
全

・
安
心
な
社

会
の
実
現
な
ど
、
わ
が
国
が
直
面
す
る
様
々
な
課
題
を
克

服
す
べ
く
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
活
性
化
や
豊
か
な
暮
ら
し
の
実

現
へ
の
取
り
組
み
が
喫
緊
の
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
状

況
を
踏
ま
え
、
早
急
な
課
題
解
決
に
向
け
、
政
府

一
体
と

し
て
の
支
援
を
よ
り
強
力
か
つ
迅
速
に
実
施
す
る
た
め
、

I
T
に
よ
る
地
域
活
性
化
緊
急
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
た
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
地
域
が
自
ら

I
T
の
利
活
用

に
つ
い
て
考
え
、

I
T
に
よ
る
創
意
工
夫
が
各
地
域
で
活

発
化
す
る
と
と
も
に
、
園
、
自
治
体
や
関
係
業
界
が
互
い

に
連
携
し
、
地
域
の
活
性
化
と
豊
か
な
暮
ら
し
が
実
現
す

る
こ
と
を
願
う
。
な
お
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、

地
域
活
性
化
統
合
本
部
会
合
に
お
い
て
取
り
ま
と
め
ら
れ

た
「
地
方
再
生
戦
略
」
と
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

支
援
強
化
期
聞
の
霞
定
と

l
T
サ
ポ
ー
ト
本
部
の
設
置

地
域
活
性
化
な
ど
へ
の
取
り
組
み
の
加
速
化
と
わ
が
国

全
体
の

I
T
化
の
迅
速
な
底
上
げ
を
図
る
た
め
、
平
成

十
九
年
度
か
ら
同
二
十
年
度
ま
で
の
二
年
間
、
支
援
強
化

期
間
を
設
定
し
て
い
る
。
各
府
省
は
当
該
期
間
中
、
施
策

を
前
倒
し
で
実
施
す
る
な
ど
、
取
り
組
み
の
加
速
化

・
拡

充
に
努
め
て
い
る
。

支
援
強
化
期
間
中
、
地
域
の
取
り
組
み
を
政
府

一
体
と

な
っ
て
支
援
す
る
た
め
、
内
閣
官
房
情
報
通
信
技
術

(
I

T
)
担
当
室
内
に

I
T
サ
ポ
ー
ト
本
部
を
設
置
し
、
政
府

の
窓
口
と
し
て
、
地
域
か
ら
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
る
た

め
、
各
府
省
が
実
施
す
る

I
T
施
策
に
関
す
る
情
報
提
供
、

施
策
の
支
援
を
希
望
す
る
際
の
関
係
機
関
な
ど
の
紹
介
、

そ
の
他

I
T
の
利
活
用
に
関
す
る
各
種
相
談
お
よ
び
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

内
閣
官
房
情
報
通
信
技
術

(
l
T
)
担
当
室

豊
重
巨
之

{
I
T
サ
ポ
ー
ト
本
部
の
連
絡
先
】

電
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地
蛾
活
性
化
と
豊
か
恕
暮

S
し
の
実
現
に
向
げ
た

施
策
の
展
開

地
域
の
経
済
社
会
を
活
性
化
し
、
住
民
が
豊
か
な
暮
ら

し
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

①
地
域
自
ら
が
独
自
の
発
想

で
活
性
化
策
に
取
り
組
む
②
中
小
企
業
の
生
産
性
を
高

め
、
地
場
産
業
の
成
長
力
を
強
化
し
て
い
く
③
地
域
住
民

の
安
全

・
安
心
を
確
保
し
、
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
地
域
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
う
し
た

三
つ
の
視
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
各
府
省
は
各
施
策
を
推
進

し
て
い
く
と
と
も
に
、
そ
の
充
実
強
化
に
努
め
て
い
る
。

そ
の
支
援
の
内
容
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

1
.

活
性
化
に
取
り
組
む
地
域
に
対
す
る
支
援

地
域
が
取
り
組
む
企
業
誘
致
な
ど
を
考
慮
し
た
情
報
通

信
基
盤
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
行
政
自
ら
が
情
報
化
を

進
め
、
地
元
企
業
の
情
報
化
の
呼
び
水
と
な
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
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川
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
支
援

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
企
業
誘
致
や
若

年
層
の
定
住
促
進
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、

地
場
産
業
振
興
、
電
子
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
、
医
師
不

足
の
補
完
な
ど
、
地
域
の
抱
え
る
様
々
な
課
題
を
解
決
す

る
有
効
な
手
段
と
な
り
得
る
。
そ
の
た
め
、
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド

・
ゼ
ロ
地
域
を
可
能
な
限
り
解
消
す
る
こ
と
を
目
指

し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
、

①
複
数
の
ワ
ン
セ
グ
放

送
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
流
通
の
実
証
実
験

の
推
進
に
必
要
な
周
波
数
の
確
保
な
ど
の
環
境
整
備
②
過

疎
地
域
な
ど
に
お
け
る
携
帯
電
話
な
ど
の
基
地
局
施
設
の

整
備
、
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
中
継
局
整
備
な
ど
の
支
援
③
農

山
漁
村
地
域
の
活
性
化
、
定
住
な
ど
の
促
進
の
た
め
の
情

報
通
信
基
盤
施
設
整
備
の
支
援
な
ど
が
あ
る
。

凶
行
政
・
地
域
の
情
報
化
の
支
援

地
場
産
業
の
育
成
、
農
業
生
産
性
の
向
上
、
都
市
部
と

の
情
報
格
差
の
解
消
、
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
と
い

っ
た、

地
域
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
方
策
の

一
つ
と
し
て
、
地
域
や
行
政
の
情
報
化
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
電
子
行
政
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、

自
治
体
聞
や
自
治
体
と
国
お
よ
び
民
聞
が
連
携
し
て
、
将

来
は
引

っ
越
し
ゃ
退
職
な
ど
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
対
応

し
た
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
す
る
。

そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
、

①
地
域
の
様
々
な
公
共

情
報
シ
ス
テ
ム
の
統
合

・
連
携
な
ど
を
通
じ
た
地
域
活
力

向
上
を
目
的
と
し
た
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
の
実
施
②
学
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校
、
図
書
館
、
公
民
館
、
市
役
所
な
ど
の
公
共
施
設
聞
を

高
速
・
超
高
速
で
接
続
す
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
整
備

に
対
す
る
財
政
支
援
③
農
業

・
農
村
の
振
興
な
ど
を
目
的

と
し
た
農
地
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備
な
ど
が
あ
る
。

同
人
材
育
成
・
活
用
支
援

地
域
に
お
け
る

I
T
の
利
活
用
を
促
進
す
る
た
め
に

は
、
情
報
通
信
関
連
分
野
の
専
門
的
な
知
識
や
技
能
を
習

得
し
た
人
材
を
質

・
量
と
も
に
確
保
す
る
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
専
門
的
な
人
材
は

地
域
に
お
い
て
も
不
足
し
て
お
り
、
ま
た
、
企
業
な
ど
で

必
要
と
さ
れ
る
上
級
レ
ベ
ル
の
情
報
通
信
人
材
は
、
大
幅

に
不
足
し
て
い
る
と
推
計
さ
れ
る
。
高
度

I
T
人
材
の
育

成
に
よ
っ
て
産
業
の
競
争
力
が
高
ま
り
、
同
時
に
収
益
力

の
高
い
魅
力
の
あ
る
職
業
と
な
り
、
そ
れ
が
さ
ら
に
高
度

※行政情報は各機関のデ ヲベ スに保有し、連携は疎結合により実現。
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裾野の拡大

I
T
人
材
を
生
み

出
す
と
い
う
自
立

的
な
好
循
環
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
生
み
出

す
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
そ
の
具
体
的
な

取
り
組
み
は
、

①

教
育
環
境
の
地
域

間
格
差
是
正
の
た

め
の

e
ー
ラ

l
ニ

ン
グ
に
係
る
環
境

整
備
支
援
②
実
践

的
高
度

I
T
人
材

育
成
に
つ
い
て
の

検
討
③
情
報
通
信

分
野
の
専
門
的
な



地域情報化で広がる連携特集

知
識
お
よ
び
技
能
を
有
す
る
人
材
を
育
成
す
る
情
報
通
信

人
材
研
修
事
業
に
対
す
る
支
援
な
ど
が
あ
る
。

2
.
中
小
企
業
の
生
産
性
の
向
上
や
地
場
産
業
の
成
長
力

強
化
へ
の
支
援
の
内
容

I
T
を
活
用
し
て
、
地
域
の
中
小
企
業
や
地
場
産
業
の

効
率
性

・
生
産
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
な
市

場
へ
の
展
開
を
促
進
す
る
な
ど
、
成
長
力
を
強
化
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

川
生
産
性
向
上
支
援

わ
が
国
企
業
の
九
九
%
以
上
を
占
め
、
地
域
経
済
社
会

を
支
え
る
中
小
企
業
が
活
躍
し
、
そ
の
生
産
性
が
向
上
さ

れ
な
け
れ
ば
、
地
域
経
済
の
底
上
げ
や
地
域
活
性
化
を
図

る
こ
と
が
で
き
ず
、
わ
が
国
経
済
全
体
の
活
性
化
も
図
ら

れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
中
小
企
業
の

I
T
経
営
の
普
及

・

促
進
の
た
め
の
支
援
体
制
の
構
築
な
ど
を
推
進
し
、

I
T

を
活
用
し
て
生
産
性
向
上
に
取
り
組
む
中
小
企
業
を
積
極

的
に
支
援
し
て
い
く
。

そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
、

①
地
域
の
ユ

l
ザ
企
業

に
対
し
て
地
域
中
小

I
T
ベ
ン
ダ
が
必
要
な
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
な
ど
の
供
給
主
体
と
な
り
得
る
よ
う
、
ユ
ー
ザ

・
ベ
ン

ダ
聞
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど

の
支
援
②
水
産
市
場
、
卸
売
市
場
、
地
域
の
中
堅
・
中
小

建
設
業
者
、
小
売
業
等
に
お
け
る
電
子
商
取
引

・
E
D
I

の
整
備
促
進
お
よ
び
実
証
実
験
の
実
施
な
ど
③
自
治
体
や

中
小
企
業
に
対
す
る

A
S
P
(
w
e
b
サ
ー
バ
ー
の
拡
張

機
能
)
、

s
a
a
S
導
入
の
普
及
啓
発
な
ど
が
あ
る
。

山
地
場
産
業
の
再
生
支
援

地
場
産
業
の
再
生
・
創
出
支
援
に
お
い
て

I
T
の
利
活

用
は
有
効
で
あ
る
。
国
民
に
広
く
普
及
し
て
い
る
携
帯
電

話
を
活
用
し
、
「
ふ
る
さ
と
ケ

l
タ
イ
事
業
」
を
実
現
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
、
地
域
住
民
へ
の
サ
l

ピ
ス
向
上
な
ど
を
実
現
で
き
る
。

ま
た
、
地
産
地
消
活
動
の
促
進
な
ど
に
よ
る
地
域
の
情

報
発
信
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
る
。
さ
ら

に
、
地
域
の
英
知
を
結
集
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
向

け
た
研
究
開
発
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
、

①
電
子
タ
グ
な
ど
の

I

T
シ
ス
テ
ム
活
用
に
よ
る
販
売
拡
大
、
生
産

・
流
通
管
理

の
促
進
②
雇
用
情
勢
が
厳
し
い
中
で
雇
用
創
造
に
向
け
た

意
欲
の
高
い
地
域
を
支
援
③
地
域
に
お
け
る
情
報
通
信
技

術
の
振
興
、
地
域
内
・
地
域
間
の
産
学
官
連
携
の
推
進
お

よ
び
地
域
の
大
学
、
中
小
企
業
な
ど
の
研
究
者
が
提
案
す

る
研
究
課
題
へ
の
資
金
支
援
な
ど
が
あ
る
。

3
.
地
域
に
お
け
る
安
全
・
安
心
で
豊
か
な
暮
ら
し
の
実

現
の
た
め
の
支
援
の
内
容

少
子
高
齢
化
や
要
介
護
者
、
障
害
者
の
社
会
参
加
な
ど

の
多
様
な
社
会
的
課
題
が
生
じ
る
中
で
、
す
べ
て
の
人
が

働
き
た
い
時
に
働
け
る
環
境
を
地
域
に
お
い
て
整
備
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

川

豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
支
援

地
域
に
お
け
る
就
労
環
境
を
改
善
す
る
た
め
テ
レ
ワ
ー

ク
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
医
療
の
質
の
向
上
、
医
療
安
全

の
確
保
な
ど
の
た
め
に
、
医
療
の
情
報
化
を
推
進
す
る
。

さ
ら
に
高
速
道
路
の
渋
滞
解
消
や
利
便
性
向
上
な
ど
を
実

現
し
、
地
域
生
活
の
向
上
に
寄
与
す
る
。

そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
、

①
地
域
の
情
報
発
信
・

流
通
、
移
動
支
援
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
、
汎
用
化
な

ど
に
資
す
る
ユ
ビ
キ
タ
ス
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
技
術
の
研

究
開
発
の
実
施
②
地
域
医
療
の
充
実
に
資
す
る
遠
隔
医
療

技
術
の
活
用
方
法
と
そ
の
推
進
方
策
を
検
討
③
テ
レ
ワ
ー

ク
を
推
進
す
る
た
め
の
セ
ン
タ
ー
の
実
証
実
験
、
普
及
の

た
め
の
啓
発
な
ど
を
通
じ
た
モ
デ
ル
構
築
な
ど
が
あ
る
。

間
安
全

・
安
心
対
策
支
援

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
全
な
地
域
社
会
の
構
築
に
は
、

バ
リ
ア
フ
リ

l
情
報
の
提
供
な
ど
を
通
じ
た
高
齢
者
、
障

害
者
な
ど
の
円
滑
な
移
動
の
支
援
や
高
齢
者
な
ど
の
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
の
予
防
な
ど
の
た
め
の
情
報
提
供
、
地
域
に

密
着
し
た
防
災
情
報
の
迅
速
な
提
供
に
よ
る
地
域
住
民
の

被
害
の
回
避
な
ど
、
日
常
生
活
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
情

報
の
発
信
・
流
通
の
促
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
、

①
地
域
の
情
報
発
信
、

地
域
内
情
報
流
通
の
活
性
化
な
ど
に
貢
献
す
る
映
像
コ
ン

テ
ン
ツ
の
集
積
・
配
信
に
係
る
地
域
活
性
化
施
策
の
推
進

②
地
域
に
密
着
し
た
水
位
、
雨
量
な
ど
の
防
災
情
報
を
迅

速
に
地
域
住
民
な
ど
に
提
供
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
整
備

の
推
進
③
児
童

・
独
居
老
人
の
見
守
り
な
ど
、
地
域
生
活

に
密
着
し
た
分
野
に
お
け
る

I
T
を
利
活
用
し
た
取
り
組

み
モ
デ
ル
の
構
築
な
ど
が
あ
る
。
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オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
歴
史
と
誇
り
が
育
ん
だ

地
域
お
こ
し

住
田
町
は
岩
手
県
東
南
部
に
位
置
し
、
四

方
を
六
百

1
千
三
百
メ
ー
ト
ル
の
山
々
に
囲

ま
れ
、
総
面
積
九
割
を
山
地
が
占
め
て
い
る

人
口
約
六
千
五
百
人
の
町
で
あ
る
。
過
疎
・

高
齢
化
が
進
み
、
活
気
の
喪
失
が
懸
念
さ
れ

る
ま
ち
だ
が
、
そ
の
中
に
地
域
を
愛
し
、
誇

り
を
持
っ
て
絶
え
ず
活
動
し
て
い
る
人
た
ち

が
存
在
す
る
。

そ
れ
は
、

三
陸
海
岸
屈
指
の
霊
峰

・
五
葉

山
の
北
山
麓
に
位
置
す
る
五
葉
地
区
だ
。
こ

の
地
区
は
、
「
奥
州
伊
達
軍
五
葉
山
火
縄

銃
鉄
砲
隊
」
の
結
成
を
き
っ
か
け
に
、

「地
域

の
誇
り
と
活
力
の
再
生
」
に
取
り
組
み
、
町

全
体
の
誇
り
と
生
き
が
い
を
取
り
戻
す
こ
と

に
成
功
し
、
全
国
的
に
地
域
お
こ
し
の
手
本

と
言
え
る
団
体
の

一
つ
で
あ
る
。

火
縄
生
産
の
歴
契
司
書
棄
に
し
た

d
H蟻
砲
隊
の
組
織
化

五
葉
山
は
江
戸
時
代
に
伊
達
藩
直
轄
の

。御
用
山
。
と
し
て
、
火
純
の
原
料
と
な
る
ヒ

ノ
キ
を
多
数
産
出
す
る
国
内
最
大
の
火
縄
産

地
で
、
巨
大
鉄
砲
藩
と
恐
れ
ら
れ
て
い
た
奥

州
伊
達
藩
を
百
年
間
も
支
え
て
き
た
。
こ
の

よ
う
な
歴
史
的
背
景
か
ら
、
五
葉
山
は
古
名

を
「
槍
山
」
と
さ
れ
、
そ
の
名
が
今
も
集
落

名
に
残
る
桧
山
地
区
は
、
火
縄
を
生
産
し
て

き
た
多
く
の
先
人
が
築
き
上
げ
た
集
落
と
言

わ
れ
て
い
る
。

高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
、
伝
統
芸
能
や
工

芸
技
術
の
後
継
者
が
減
り
、
桧
山
地
区
も
地

域
の
活
力
の
回
復
と
生
き
が
い
づ
く
り
が
強

く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た

中
で
同
地
区
の
住
民
を
主
体
に
、
地
域
の
誇

り
を
結
集
し
て
組
織
さ
れ
た
の
が
五
葉
山
火

縄
銃
鉄
砲
隊
で
あ
る
。
同
鉄
砲
隊
は
、
単
な

る
お
祭
り
騒
ぎ
の
組
織
で
は
な
く
、
古
武
道

と
し
て
の
流
派
を
継
承
し
、
伊
達
家
十
八
代

当
主
・
伊
達
泰
宗
氏
(
仙
台
市
在
住
)
よ
り
、

「
竹
に
雀
」
の
家
紋
の
使
用
を
得
て
、
伊
達

家
直
参
の
鉄
砲
隊
と
し
て
地
域
の
誇
り
を
具

現
化
し
た
。
日
本
鉄
砲
史
学
会
会
員
で
火
縄

銃
研
究
家
の
川
越
重
昌
氏
、
そ
れ
に
江
戸
時

代
の
甲
胃
研
究
家
の
寺
田
勝
贋
氏
の
指
導

の
下
、
全
国
か
ら
集
め
た
歴
史
遺
物
の
火
縄

銃
を
復
元
し
、
江
戸
時
代
の
甲
胃
を
自
作
で

再
現
し
た
旧
伊
達
藩
の
+n式
砲
術
演
武
は
毎

回
、
多
方
面
か
ら
の
視
察
と
観
光
客
が
絶
え

な
しこ
れ
に
よ
っ
て
、
住
民
は
誇
り
あ
る
火
縄

女団体プロフィール食
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産
地
で
あ
る
こ
と
の
再
認
識
と
、
歴
史
文
化

の
保
存
伝
承
、
そ
し
て
真
剣
に
遊
ぶ
こ
と
で

生
き
が
い
を
手
に
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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観
光
行
事
の
企
画

nd
産
品
開
発
と

ヂ
ー
も
な

家
族
の
応
援

ヰ~・ω

そ
れ
ま
で
見
逃
さ
れ
て
き
た
地
域
の
誇
り

が
対
外
的
に
認
知
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
、
住

民
の
目
線
は
「
遊
び
」
か
ら
「
地
域
お
こ
し
」

に
移
っ
て
い
っ
た
。
日
本
に
お
け
る
火
縄
銃

の
歴
史
と
言
え
ば
、
漂
着
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル

人
に
よ
っ
て
伝
来
し
た

「種
子
島
」
。
約
三
千

丁
の
鉄
砲
が
使
用
さ
れ
た
と
さ
れ
る
「
長
篠

の
戦
い
」
が
あ
る
。
そ
れ
に
、
日
本

一
の
火

縄
生
産
で
あ
る
五
葉
山
が
加
わ
っ
た
こ
と
が
、

住
民
に
誇
り
を
意
識
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
り

住
田
町
の
み
な
ら
ず
、
伊
達
を
背
負
い
日
本

の
誇
り
と
な
っ
た
鉄
砲
隊
は
、
自
ら
の
存
在

を
活
用
し
た
地
域
お
こ
し
に
取
り
組
む
よ
う

に
な
っ
た
。

鉄
砲
隊
の
軍
奉
行
で
あ
る
吉
田
光
也
氏

は
、
「
結
成
当
時
か
ら
誇
り
を
忘
れ
ず
、
常

に
地
域
づ
く
り
を

真
剣
に
考
え
、
日
々

語
り
合

っ
て
き
た
」

と
語
る
。
火
縄
銃

に
関
連
し
た
観
光

行
事
の
企
画
や
、

火
縄
銃
の
的
(
願

い
が
当
た
る
祈
願

絵
馬
)
、
火
縄
ま
ん

じ
ゅ
う
な
ど
、
土

産
の
特
産
品
の
開

発
な
ど
に
も
取
り

組
ん
で
き
た
。

鉄
砲
隊
が
地
域

の
担
い
手
と
な
る

五葉山火縄鉄砲隊の活動風景
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ま
で
は
、
住
民
と
の
合
意
形
成
の
た
め
の
話

し
合
い
が
尽
き
な
か
っ
た
。
当
時
を
振
り
返

る
と
、
初
め
は
「
そ
れ
以
外
の
郷
土
芸
能
の

保
存
活
動
は
ど
う
す
る
の
か
」
な
ど
、
活
動

を
懸
念
す
る
意
見
も
あ
っ
た
が
、
猟
師
が
多

く
存
在
し
て
い
る
土
地
柄
で
鉄
砲
に
慣
れ
て

い
た
こ
と
や
、
鉄
他
を
磨
き
鎧
を
作
る
生
き

生
き
と
し
た
夫
の
盗
を
見
て
、
次
第
に
家
族

全
員
が
応
援
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
家
族
や
住
民
の
同
意
を
得
た

鉄
砲
隊
は
、
町
が
整
備
し
た
羅
象
館
と
鎧
工

房
を
活
動
拠
点
に
地
域
活
性
化
事
業
と
し
て

の

「
火
縄
の
里
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
、
住

民
同
士
の
遊
び
心
の
こ
も
っ
た
話
し
合
い
や

情
緒
的
つ
な
が
り
に
よ
る
触
れ
合
い
が
行
な

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
住
田

町
に
「
火
縄
の
里
と
鉄
砲
隊
」
の
イ
メ
ー
ジ

が
定
着
す
る
と
同
時
に
、
家
族
で
出
陣
行
事

を
楽
し
む
生
活
習
慣
が
根
付
く
よ
う
に
な
っ

た
。吉
田
氏
は
、
隊
員
名
簿
の
末
席
に
増
田
寛

也
前
総
務
大
臣
の
名
前
も
あ
る
こ
と
に
も
触

れ
、
「
来
る
者
は
拒
ま
ず
、
大
工
も
い
れ
ば

農
家
や
公
務
員
、
工
務
庖
の
社
長
も
い
る
。

ま
ず
は
自
分
た
ち
が
楽
し
む
こ
と
を
考
え
て

か
ら
周
り
を
楽
し
ま
せ
よ
う
と
し
て
い
る
だ

け
。
遊
び
心
と
自
由
度
を
持
っ
て
い
て
、
鉄

砲
隊
に
は
見
え
な
い
求
心
力
が
あ
る
の
か
も

し
れ
な
い
」
と
、
笑
顔
で
語
っ
た
。

出
陣
演
武
の
際
、
恒
例
に
な
っ
た
自
家
製

の
よ
も
ぎ
ま
ん
じ
ゅ
う
の
ほ
か
、
毎
回
の
談

議
の
合
聞
に
、
地
域
の
総
菜
「
麹
南
蛮
」
が

ご
飯
と

一
緒
に
出
さ
れ
る
機
会
が
増
え
て

い
っ
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
談
議
の
た

び
に
試
食
研
究
が
繰
り
返
さ
れ
、
つ
い
に
は

特
産
品
加
工
グ
ル
ー
プ
「
火
縄
の
里
母
ち
ゃ

ん
の
会
」
が
誕
生
し
た
。
現
在
、
会
は
三
人

の
母
ち
ゃ
ん
た
ち
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
手

作
り
の
工
房
も
所
有
し
て
い
る
。
「
住
田
か
あ

ち
ゃ
ん
の
味
」
と
呼
ば
れ
る
地
元
食
材
を
活

か
し
た
お
や
つ
や
商
品
は
、
道
の
駅
や
町
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
大
好
評
だ
。
多
い
日
に
は

大
福
が
百
五
十
個
も
売
れ
る
ほ
ど
、
地
域
の

人
気
商
品
に
な
っ
て
い
る
。

「
農
作
業
の
合
間
に
楽
し
み
な
が
ら
作
っ

て
い
る
だ
け
。
串
団
子
や
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ

プ
な
ど
の
商
品
研
究
を
す
る
の
も
楽
し
い
。

最
近
は
東
京
か
ら
も
注
文
が
入
り
、
お
客
に

お
い
し
い
と
言
わ
れ
て
買
っ
て
も
ら
え
る
の

が
う
れ
し
い
。
家
族
も
応
援
し
て
く
れ
る
し
、

体
が
動
く
う
ち
は
ず
っ
と
続
け
て
い
き
た
い
」

と
メ
ン
バ
ー
の
紺
野
ヨ
シ
子
さ
ん
、
紺
野
時

子
さ
ん
は
口
を
そ
ろ
え
て
語
る
。
火
縄
の
里

の
看
板
商
品
は
、
今
後
も
増
え
続
け
て
い
く

だ
ろ
う
。

と
も
あ
る
。
そ
う
い
う
時
に
、
過
去
の
歴
史

を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
伊
達
軍
を
支
え
た

重
要
な
土
地
で
あ
っ
た
、
素
晴
ら
し
い
先
人

ま
つ
え
い

の
末
商
で
あ
る
自
分
た
ち
に
気
付
く
こ
と
が

で
き
た
こ
と
は
非
常
に
う
れ
し
い
」
と
千
代

田
氏
は
胸
を
張
る
。
彼
ら
の
根
底
に
は
「
火

縄
銃
と
は
人
を
殺
す
武
器
で
は
な
く
人
を
活

か
す
も
の
」
と
い
う
意
識
が
共
通
に
流
れ
て

い
る
。
火
縄
銃
と
の
出
会
い
が
、
地
域
の
人
々

を
活
か
し
て
い
る
事
実
を
よ
く
表
わ
し
て
い

る
言
葉
で
も
あ
る
。

「
経
済
活
動
だ
け
が
重
要
で
は
な
い
。
使

命
感
を
感
じ
て
は
疲
れ
て
し
ま
う
。
地
域

を
再
認
識
す
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
ら
、

自
分
た
ち
の
ス
タ
イ
ル
で
徹
底
し
て
楽
し
み
、

真
剣
に
遊
ぼ
う
と
し
な
い
と
、
決
し
て
自
身

も
輝
け
な
い
し
、
次
世
代
に
も
伝

わ
ら
な
い
ん
だ
」
と
、
自
分
た
ち

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
地
域
の

誇
り
を
再
確
認
し
な
が
ら
千
田
氏

は
諮
っ
た
。

今
後
の
取
り
組
み
課
題
と
に

つ
い
て
は
、
高
齢
化
対
策
に
伴
う

後
継
者
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も

に
、
地
域
内
の
交
流
促
進
に
向
け

た
観
光
客
や
周
辺
地
区
へ
の
認
知

度
の
向
上
が
必
要
で
あ
る
。
「
い
つ

か
は
火
縄
銃
の
世
界
大
会
を
開
催

し、

『火
縄
銃
と
い
え
ば
五
葉
山
』

と
言
わ
れ
た
い
。
夢
は
戦
国
大
名

の
伊
達
政
宗
が
成
し
得
な
か
っ
た

全
国
制
覇
を
知
名
度
で
達
成
す
る

こ
と
だ
」
。
千
田
氏
の
決
意
か
ら
、

熱
い
う
ね
り
と
な
っ
て
活
動
し
続

け
る
鉄
砲
隊
の
未
来
が
感
じ
ら
れ

た
。

後
継
者
の
育
成
訟
雌
雄
内
交
流
の

F
ー
ド
ミ
促
進
が
課
題
に

鉄
砲
隊
の
大
目
付
で
あ
る
千
回
明
雄
氏

は
、
「
別
に
わ
れ
わ
れ
は
地
域
お
こ
し
な
ど
、

大
上
段
に
構
え
て
や
っ
て
き
た
つ
も
り
は
な

い
。
自
分
た
ち
は
パ
カ
者
だ
ろ
う
、
そ
れ
で

も
い
い
。
と
思
っ
て
や
っ
て
き
た
だ
け
」
と

静
か
に
語
る
。
確
か
に
、
地
域
お
こ
し
は
若

者
、
パ
カ
者
、
ヨ
ソ
者
が
い
て
こ
そ
盛
り
上

が
る
。
こ
の
こ
と
は
地
域
お
こ
し
成
功
の
秘

け
つ
に
違
い
な
い
。

「
何
も
し
な
い
で
い
る
と
、
自
分
た
ち
自

身
が
こ
こ
で
生
き
て
い
く
こ
と
へ
の
夢
を

失
っ
て
し
ま
う
。
自
分
た
ち
が
生
き
て
い
る

価
値
が
あ
る
の
か
疑
問
に
思
っ
て
し
ま
う
こ

火縄の里母ちゃんの会のメンバー

編
集
委
員

• 千
葉
清
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黒
潮
の
よ
う
に
力
強
く
波
及
す
る

地
域
文
化
の
創
造
を

南
さ
つ
ま
市
は
平
成
十
七
年
十

一
月
、
鹿

児
島
県
薩
摩
半
島
の
南
西
部
に
位
置
す
る
加

世
田
市
、
笠
沙
町
、
大
浦
町
、
坊
津
町
、
金

峰
町
の
旧

一
市
四
町
が
合
併
し
、
誕
生
し
た
。

市
の
南
お
よ
び
西
側
は
東
シ
ナ
海
に
面
し
、

海
岸
線
の
北
西
部
は
日
本
三
大
砂
丘
の
一
つ

で
あ
る
吹
上
浜
(
約
四
十
七
キ
ロ
)
南
端
の

約
十
キ
ロ
の
砂
正
地
帯
を
形
成
、
南
西
部
は

国
指
定
文
化
財
名
勝
「
坊
津
」
を
は
じ
め
と

す
る
延
長
五
十
二
キ
ロ
に
及
ぶ
、
美
し
く
雄

大
な
リ
ア
ス
式
海
岸
が
続
く
な
ど
、
変
化
に

富
ん
だ
海
岸
線
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
は
、
岡
市
で
様
々
な
活
動
を
通
じ
て

地
域
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
る
「
N
P
O
法

人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
南
か
ら
の
潮
流
」
(
以
下
「
南

女団体プロフイール*
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か
ら
の
潮
流
」
)

ね
た
。

の
田
代
昌
弘
理
事
長
を
訪

南
さ
つ
ま
の
坦
稔

AZ

新
し
し
変
化
時
流
れ
を
つ
く
る

「
南
か
ら
の
潮
流
」
の
発
足
は
、
昭
和

六
十
二
年
に
始
ま
っ
た
「
吹
上
浜
砂
の
祭
典
」

が
き
っ
か
け
で
あ
る
。
同
祭
典
は
、
吹
上
浜

の
砂
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
毎
年

約
十
五
万
も
の
観
客
が
訪
れ
る
鹿
児
島
県
最

大
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
の
祭
典
の

目
的
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
砂
文
化
を
創
造

し
、
教
育
・
芸
術
・
産
業
・
健
康
づ
く
り
な

ど
の
幅
広
い
分
野
へ
の
波
及
効
果
を
促
す
こ

と
、
地
域
情
報
の
発
信
に
よ
り
人
と
人
と
の団代昌弘理事長

交
流
を
深
め
、
郷
土
愛
を
育
み
な
が
ら
、
人

づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
で

あ
る
。
開
催
か
ら
約
二
十
年
間
、
南
さ
つ
ま

の
地
域
活
性
化
に
寄
与
し
て
い
る
。

吹
上
浜
砂
の
祭
典
の
開
催
は
、
岡
市
の
イ

メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
に
大
き
く
貢
献
し
、
砂
の
芸

術
を
通
じ
て
人
づ
く
り
や
地
域
お
こ
し
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
て
き
た
が
、
イ
ベ
ン

ト
を
単
な
る
地
域
お
こ
し
に
と
ど
ま
ら
ず
、

さ
ら
な
る
文
化
的
活
動
の

一
端
に
押
し
上
げ

よ
う
と
の
考
え
を
持
っ
た
仲
間
た
ち
に
よ

り
、
平
成
八
年
に
「
南
か
ら
の
潮
流
」
が
結

成
さ
れ
、
同
十
三
年
に
N
P
O
法
人
化
し
た
。

黒
潮
の
暖
か
く
力
強
い
流
れ
が
豊
か
な
幸

を
運
ん
で
く
る
よ
う
に
、
文
化
や
思
い
も
ま

た
潮
の
よ
う
に
流
れ
て
人
々
の
聞
を
伝
わ
っ

て
ゆ
く
。
南
さ
つ
ま
の
地
か
ら
、
新
し
い
流

れ
を
つ
く
り
た
い
。
そ
う
し
た
思
い
か
ら
組

織
の
名
前
を
「
南
か
ら
の
潮
流
」
に
し
た
と

い、つ
。

多
岐

わ

る

@ 
興

動
を
展

砂
の
祭
典
に
始
ま
っ
た
「
南
か
ら
の
潮
流
」

の
地
域
活
性
化
に
向
け
た
活
動
は
、
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
る
。
そ
の
活
動
方
針
は
、
南
さ

つ
ま
市
お
よ
び
周
辺
住
民
に
対
す
る
文
化
的

活
動
に
関
す
る
事
業
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
業
、
自
然
と
の
触

れ
合
い
を
通
し
て
環
境
保
全
や
社
会
教
育
お

よ
び
子
供
の
健
全
育
成
を
図
る
事
業
を
行

い
、
地
域
文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
方
針
の
下
、
地
域
福
祉
の
増
進

や
地
域
の
安
全
・
災
害
救
護
な
ど
、
子
供
の

安
全
や
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
は
じ
め
と
す
る
、
市
民
が

行
う
自
由
な
社
会
貢
献
活
動
や
会
員
相
互
の

研
修
な
ど
も
実
施
し
て
い
る
。

具
体
的
な
事
業
と
し
て
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
運
営
事
業
が
あ
り
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
を
「
市

民
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
と
し
て
、
市
か

ら
運
営
を
委
託
さ
れ
て
お
り
、
様
々
な
展
示

を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
、
市
民
か
ら

市
役
所
の
ロ
ビ
ー
を
も
う
少
し
活
気
あ
る
も

の
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
を
受
け
、
市

と
の
協
議
の
上
、
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

市
民
か
ら
好
評
を
得
て
い
る
。

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
な
ど
で
は
、

「
い
ろ
は
歌
ふ
れ
あ
い
散
策
フ
エ
ス
タ
(
七

月
ご
や
前
述
の
吹
上
浜
砂
の
祭
典
(
五
月
)

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
実
行
委
員
会
ス
タ

ッ
フ

と
し
て
、
企
画
・
運
営
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
地
域
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
し
て
、

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
い
ろ
は
館
」
管
理
運

営
受
託
事
業
な
ど
、
様
々
な
地
域
振
興
の
た

め
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

34 2008・12月号ヰ拓也

成
果
が
期
待
暴
9
92
今
元
気
な
集
落
ψ

創
出
の
取
り
組

6
1札、

特
に
今
年
度
は
、
国
土
交
通
省
に
よ
る
「
『新

た
な
公
」
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
生
支
援
モ

デ
ル
事
業
」
に
、
「
南
か
ら
の
潮
流
」
が
事
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業
主
体
と
し
て
実
施
す
る
「
元
気
集
落

『高

齢
化
率
ω
%
」
か
ら
の
挑
戦
」
が
選
定
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
事
業
の
対
象
地
区
で
あ
る
南
さ
つ
ま

市
金
峰
町
大
坂
地
区
で
は
、
地
区
内
の
高
齢

化
率
が
六
十
%
を
超
え
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
維
持

・
存
続
が
危
ま
れ
、
田
畑
の
荒
廃
や

空
き
家
の
増
加
、
担
い
手
不
足
な
ど
様
々
な

課
題
を
抱
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
こ
の
事

業
を
通
じ
て
歴
史
の
伝
承
や
自
然
景
観
の
保

全
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
域
問
、
世
代

問
、
都
市
住
民
と
の
交
流
事
業
な
ど
の
取
り

組
み
を
実
施
し
、
元
気
な
集
落
群
モ
デ
ル
の

創
出
を
目
指
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
自
然
木
を
活
用
し
た
道
標

の
設
置
、
自
然
景
観
や
藩
政
時
代
の
薩
摩
藩

の
坑
口
跡
「
ち
ご
の
滝
村
交
流
館
」
を
中
心

に
長
谷
集
落
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
稚
児
の

滝
」
の
展
望
所
整
備
、
既
存
の
錫
山
遊
歩
道

と
ア
ク
セ
ス
す
る
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
コ

l
ス
な

ど
を
、
地
域
住
民
や
行
政
な
ど
と
協
働
で
整

備
し
て
い
る
。
ま
た
、
の
ぼ
り
窯
を
設
置
し
、

新
た
な
人
材
づ
く
り
や
物
づ
く
り
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
新
た
な
産
業
と
し
て
段
階
的

に
育
成
し
て
い
く
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
、
「
南
か
ら
の
潮
流
」
と
大
坂

地
区
住
民
が

一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
る
も

の
で
あ
り
、
集
落
再
生
お
よ
び
活
性
化
の
手

法
の
、
新
た
な
試
み
と
し
て
、
そ
の
成
果
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

砂の祭典

交流館

新
た
な
地
域
謬
曹
の
姥
掘
と
活
動
へ
の

反
映
が
課
題
に
タ
γ
氏モ

今
回
の
取
材
で
は
、
南
さ
つ
ま
市
役
所
職

員
に
も
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
「
時
に

は
、
厳
し
い
こ
と
を
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は

市
民
の
意
見
を
代
表
し
て
の
こ
と
。
貴
重
な

意
見
と
し
て
市
政
に
活
か
し
た
い
と
考
え
て

い
る
」
と
話
す
。
こ
の
よ
う
に
行
政
と

N
P

O
法
人
と
の
垣
根
は
な
く
、
自
由
に
意
見
を

交
わ
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
お
互
い
の
信

頼
関
係
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
市

民
の
側
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
実
績
か

ら
、
身
近
に
相
談
で
き
る
存
在
と
し
て
信
頼

さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
「
南
か
ら
の
潮
流
」
の

存
在
は
、
市
の
地
域
活
性
化
に
お
い
て
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

田
代
理
事
長
は
、
「
皆
が
、
何
を
求
め
て

い
る
の
か
を
引
き
出
す
こ
と
が
必
要
。
懇
談

会
な
ど
を
開
催
す
れ
ば
、
住
民
の
考
え
を
引

き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
運
営
を
通
し
て
も
新
た
な
地
域
課
題

が
見
え
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
課
題
や

要
求
を
的
確
に
と
ら
え
る
こ
と
が
、
今
後
の

課
題
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
地
域
と
行
政
の

接
着
剤
と
し
て
地
域
振
興
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
」
と
、
今
後
の
課
題
と
抱
負
を
語
っ
て

く
れ
た
。

行
政
よ
り
も
身
近
な
存
在
で
あ
り
、
地
域

住
民
と

一
体
と
な
っ
て
地
域
活
性
化
に
貢
献

す
る
「
南
か
ら
の
潮
流
」
の
活
動
に
、
今
後

も
期
待
し
た
い
。

(
※
「
新
た
な
公
」
と
は
行
政
だ
け
で
は
な
く
、

多
様
な
民
間
主
体
を
地
域
づ
く
り
の
担
い
手
と

位
置
付
け
、
そ
の
協
働
に
よ
っ
て
、
地
域
ニ

l
ズ

に
応
じ
た
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
お
う
と

す
る
考
え
方
)

編
集
委
員

• 草
野
達
也
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『
地
腸
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰
』
要
貫
団
体
を
動

|
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
地
域
"
つ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を
配
信
|

「
平
成
二
十
年
度
地
域
づ
く
り
総
務
大

臣
表
彰
」
の
授
賞
式
が
十
二
月
二
十
二
日

に
行
わ
れ
る
。
地
域
を
よ
り
良
く
し
よ
う

と
頑
張
る
団
体
、
自
治
体
、
個
人
に
贈
ら

れ
る
こ
の
表
彰
に
よ
っ
て
、
地
域
の
様
々

な
取
り
組
み
が
広
く
周
知
さ
れ
、
そ
の
活

動
の
も
た
ら
す
地
域
づ
く
り
の
功
績
が
た

た
え
ら
れ
る
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
受
賞
し
た

団
体
な
ど
の
活
動
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

様
々
な
地
域
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を
紹
介
す

る
た
め
、
「
地
域
づ
く
り
コ
ン
テ
ン
ツ
発

信
支
援
事
業
」
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰
と
過
疎
地
域

自
立
活
性
化
優
良
事
例
総
務
大
臣
表
彰
を

受
賞
し
た
団
体
・
個
人
の
活
動
を
撮
影
・

編
集
し
て
十
五
分
の
動
画
に
ま
と
め
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
す
る
事
業
で
あ
る
。

ネ
ッ
ト
が
使
え
る
環
境
に
あ
れ
ば
、
誰
で

も
簡
単
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
が

特
徴
だ
。

受
賞
し
た
団
体
の
活
動
に
関
心
が
あ

っ

て
も
、
遠
い
場
所
や
、
年
に

一
同
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
、
直
接
見
る
こ
と
が
困
難
な
取

り
組
み
も
多
い
。
し
か
し
、
動
画
と
い
う

豊
富
な
情
報
量
を
可
能
に
す
る
媒
体
と
、

密
着
し
た
調
査
や
取
材
、
多
く
の
人
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
い
っ
た
制
作
努
力
に

よ
っ
て
、
受
賞
団
体
の
活
動
を
知
り
、
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

現
在
、
平
成
十
九
年
度
受
賞
団
体
の
映

像
を
作
成
中
で
あ
り
、
団
体
の
活
動
に
合

わ
せ
て
取
材
を
行
い
、
完
成
し
た
も
の
か

ら
順
次
、
当
セ
ン
タ
ー
の
ホ

l
ム
ベ

l
ジ

「
地
域
づ
く
り
百
科
」
に
掲
載
し
て
い
る
。

表
彰
さ
れ
た
団
体
な
ど
の
活
動
は
、
地
域

に
根
差
し
た
特
徴
的
な
も
の
で
あ
り
、
か

つ
、
対
処
す
べ
き
問
題
は
全
国
的
な
普
遍

性
を
持
つ
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
お
け
る
課
題
解
決
へ
と
通
じ
る
様
々

な
糸
口
を
内
包
し
て
い
る
と
一三
守
え
る
。

大
賞
を
受
賞
、む
た

島
根
県
海
澄
聞
の戦
略
」

日
本
海
上
に
浮
か
ぶ
隠
岐
諸
島
の
中
ノ

島
を
町
域
と
す
る
島
根
県
海
士
町
は
、
平

道
キ
ン
ニ
ヤ
モ
ニ
ャ
セ
ン
タ
ー
」

が
あ
る
。
木
製
の
デ
ッ
キ
が
柔
ら
か
く
感

じ
る
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
港
の
タ
ー
ミ
ナ

ル
で
あ
り
、
旅
客
フ
ェ
リ
ー
や
観
光
船
の

営
業
所
、
町
の
観
光
案
内
所
、
地
場
の
魚

介
や
野
菜
を
売
る
庖
、
岩
ガ
キ
や
サ
ザ
エ

カ
レ
ー
を
味
わ
え
る
レ
ス
ト
ラ
ン
に
加
え
、

町
の
産
業
振
興
を
担
う
部
門
や
第
三
セ
ク

成
十
九
年
度
地
域
づ
く
り
総
務

大
臣
表
彰
で
初
の
「
大
賞
」
を

受
賞
し
、
現
在
、
最
も
注
目
度

が
高
い
自
治
体
の

一
つ
で
あ
る
。

大
賞
の
受
賞
理
由
は
、
前
回
(
平

成
十
二
年
度
自
治
大
臣
表
彰
H

当
時
)
受
賞
以
降
も
継
続
し
て

多
彩
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て

お
り
、
「
島
の
未
来
は
自
ら
築

く
」
と
い
う
気
概
を
持
っ
た
自

立
へ
の
戦
略
が
確
立
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

天
然
の
良
港
に
恵
ま
れ
た

こ
の
島
の
玄
関
口
・
菱
浦
港
に

は
、
象
徴
的
な
建
物
「
承
久
海

で
紹
介

タ
i
の
事
務
局
な
ど
が
入
っ
て
い
る
。
町

の
観
光
や
交
流
、
情
報
発
信
の
基
点
と
な

る
場
所
で
あ
る
。

港
全
体
に
共
通
す
る
こ
と
だ
が
、
緑
に

聞
ま
れ
明
る
く
開
放
感
の
あ
る
建
物
は
、

来
訪
者
を
歓
迎
す
る
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て

い
る
。

町長インタビュー風景
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財
政
再
建
団
体
へ
の
転
落
を
目
前
に
し

て
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
に
取
り
組

み
、
平
成
の
大
合
併
の
波
の
中
で
は
島
独

自
の
利
点
を
活
か
す
た
め
単
独
町
制
を
選

択
、
そ
し
て
自
立
に
向
け
た
産
業
振
興
策

と
意
識
改
革
を
行
政
主
導
で
行
っ
て
き
た
。

そ
の
詳
細
は
、
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
て
き

て
い
る
(
地
域
づ
く
り
六
月
号
の

『平
成

四
年
度
総
務
大
臣
表
彰
特
集
号
』
に
掲
載
)

の
で
、
こ
こ
で
は
省
く
が
、
そ
ん
な
行

V1
4
 

島
へ
の
移
健
省
め
増
加
と

ノ
込
〈
流
の
進
展

山
内
道
雄
町
長
は
、
会
社
勤
め
や
町
議

の
経
験
か
ら
、
島
へ
の
愛
着
に
加
え
て
経

営
者
と
し
て
の
視
点
と
広
い
視
野
を
持
ち
、

小
さ
い
な
り
に
自
己
完
結
型
の
島
に
向
け

た
か
じ
取
り
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
取
り

組
み
は
、
単
な
る
ま
ち
お
こ
し
に
と
ど
ま

る
も
の
で
は
な
い
。

菱浦港の風景 (左に承久海道キンニャモニャセンタ ) 

政
側
の
努
力
に

呼
応
し
て
、
民

間
企
業
や
住
民
、

島
外
か
ら
の
移

住
者
た
ち
が
動

き
出
し
て
い
る
。

取
り
組
み
の

一
つ
で
あ
る
「
商

品
開
発
研
修
生
」

制
度
は
、
客
観

的
な
視
点
と
発

想
で
島
の
資
源

を
「
売
れ
る
商

品
」
に
す
る
た

め
、
外
部
の
人

材
を
呼
び
込
む

仕
組
み
で
あ
る
。

こ
の
制
度
に
代

表
さ
れ
る
町
の

積
極
的
な
受
け

入
れ
姿
勢
が
、
島
に

-
タ

l
ン
や

U
タ
l

ン
の
素
地
を
つ
く
り
、

海
士
町
は
今
年
七

月
ま
で
に
百
世
帯
を

超
え
る
移
住
を
実
現

さ
せ
た
。
人
口
二
千

人
余
り
の
離
島
と
し

て
は
、
際
立
っ
て
多

い
移
住
や
交
流
を
通

し
て
、
町
民
は
「
島
の
宝
」
に
気
が
付
き
、

地
場
の
良
さ
を
見
い
だ
し
て
い
く
。

文
字
で
は
分
か
り
に
，
い

地
域
づ
々
。
活
動
を収
録

こ
れ
ら
の
動
き
は
ま
さ
に
、
山
内
町
長

の
「
自
立

・
挑
戦
・

交
流

1
そ
し
て
確
か

な
明
日
へ

1
」
と
い
う
町
政
の
経
営
指
針

が
、
島
全
体
の
目
標
と
な
っ
て
い
る
証
し

で
あ
る
。
海
士
町
に
お
け
る
地
域
づ
く
り

は
、
町
長
は
じ
め
行
政
の
職
員
や
、
新
旧

の
住
民
、
企
業
ま
た
外
部
か
ら
の
支
え
手

の
知
恵
と
情
熱
、
こ
の
地
域
へ
の
愛
着
に

よ
る

一
歩

一
歩
の
積
み
重
ね
で
あ
っ
た
。

離
島
で
、
し
か
も
財
政
難
で
あ
り
、
少

子
高
齢
化
が
こ
れ
か
ら
も
進
行
す
る
と
い

う
現
実
の
課
題
が
、
依
然
と
し
て
突
き
付

け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
課
題
が
あ
る

か
ら
解
決
が
あ
り
、
小
さ
な
解
決
が
大
き

な
喜
び
へ
と
つ
な
が
り
、
住
民
も
行
政
も
、

共
に
前
向
き
な
歩
み
を
進
め
て
い
く
で
あ

ろ
う
こ
と
が
、
出
会
っ
た
人
々
の
明
る
い

表
情
か
ら
感
じ
ら
れ
る
。

山
内
町
長
の
よ
う
に
受
賞
団
体
を
代

表
す
る
人
物
を
は
じ
め
、
住
民

一
人
ひ
と

り
の
熱
い
思
い
や
活
動
が
、
ま
た
来
訪
者

や
利
用
者
の
素
直
な
感
想
が
、
地
域
づ

く
り
の
現
場
で
あ
る
そ
の
土
地
の
風
景
が
、

十
五
分
の
動
画
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
文

字
だ
け
で
は
分
か
り
に
く
い
、素
晴
ら
し
い

活
動
の
あ
り
ょ
う
を
単
的
に
つ
か
む
こ
と

が
で
き
る
動
画
と
い
う
媒
体
を
、
ぜ
ひ
地
域

づ
く
り
の

一
助
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

(
企
画
調
査
課
松
津
千
尋
)

総
務
大
臣
表
彰
受
賞
団
体
の
動
画
は
|

(
財
)
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
ホ
l
ム
ペ
ー
ジ

「
地
域
づ
く
り
百
科
」
か
ら
、
「
地
域
活
性
化

事
例
・
情
報
提
供
事
業
」

nv
「
地
域
づ
く
り

表
彰
団
体
動
画
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

C
刃
「
一
『
J
3
3一¥
¥
〈
〈
〈
〈
〈
〈
・
の
ゴ
=
一
企

'acrc『
ナ
フ
ヨ
凶

rrω

O
『・」ち
¥

産業振興から生まれた高品
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将
来
展
望
を
明
確
に
し
た
都
市
再
開
発

第
二
十
期
全
園
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
の
海
外
研
修
と
し

て
、
平
成
二
十
年
九
月
三
日
か
ら
十
二
日
ま
で
の
十
日
間
、
後

藤
春
彦
団
長
(
早
稲
田
大
学
教
授
)
の
引
率
に
よ
り
ス
ペ
イ
ン
を

訪
問
し
、
都
市
開
発
・
再
生
で
世
界
的
に
も
有
名
な
バ
ル
セ
ロ

ナ
、
ビ
ル
バ
オ
の
両
都
市
を
調
査
し
た
。
ま
た
「
水
と
持
続
的

な
開
発
」
が
テ
ー
マ
の
サ
ラ
ゴ
サ
国
際
博
覧
会
も
視
察
し
た
。

A-バ
ル
セ
ロ
ナ

A'

イ
ベ
ン
ト
を
活
用
し
た
都
市
開
発

バ
ル
セ

ロ
ナ
の
都
市
開
発
の
特
徴
は
、
万

博
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
大
き
な
イ
ベ
ン
ト

と
合
わ
せ
、
都
市
開
発
を
進
め
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
都

市
整
備
の
基
礎
と
な
っ
た
計
画
が
、
百
年

以
上
前
に
始
ま
っ
た
こ
と
に
大
変
驚
か
さ
れ

た
。一
般
的
に
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
る
と
、

イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
し
た
都
市
整
備
が
行
わ

れ
る
が
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
「
都
市
を
整
備
す

る
た
め
に
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
」
と
い
う

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
情

• 小
林
昌
輝

視
点
を
持
ち
、
あ
く
ま
で
都
市
計
画
の

一
つ

と
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
活
用
し
て
い
る
。
こ
れ

が
で
き
る
の
は
、
計
画
が
き
ち
ん
と
整
理
さ

れ
、
将
来
展
望
が
明
確
と
な
っ
て
い
る
か
ら

だ
と
感
じ
た
。

都
市
計
画
の

一
つ
と
し
て
、
市
街
地
の
慢

性
的
な
渋
滞
を
解
消
す
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。
環
状
線
の
整
備
、
地
下
駐
車
場
の

整
備
や
地
域
を
分
断
し
て
い
る
鉄
道
の
移
設

な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
街
地
か
ら

車
を
排
除
し
て
、
人
々
の
生
活
す
る
場
、
集

ま
る
場
へ
と
変
化
さ
せ
る
都
市
空
間
を
整
備

し
た
。
ま
た
、

車
や
鉄
道
な
ど
の
交
通
手
段
を
移

設
し
た
こ
と
に
よ
る
弊
害
の
解

消
と
し
て
、
路
面
電
車
や
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
を
整
備
し
、
市
街

地
に
お
け
る
移
動
手
段
の
確

保
を
併
せ
て
行
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
空
洞
化
し
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
市
街
地
に
若
者

を
集
め
る
た
め
、
地
域
ご
と

に
学
部
を
分
散
さ
せ
た
大
学

を
整
備
す
る
な
ど
、
若
者
が

市
街
地
に
集
ま
る
よ
う
な
計

画
を
行
う

一
方
、
高
齢
化
対

策
も
同
時
に
進
め
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
整
備
さ
れ
た

市
街
地
は
、
公
共
の
場
を
広
々

と
確
保
し
、
景
観
も
き
れ
い
で
あ
る
と
と
も

に
、
非
常
に
機
能
的
な
街
に
な
っ
て
い
る
と

感
じ
た
。

-
ピ
ル
パ
オ

.

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
よ
る
都
市
再
生

ピ
ル
パ
オ
は
製
鉄
、
造
船
を
主
要
な
産
業

と
し
た
工
業
都
市
だ
っ
た
が
、

一
九
八

0
年

代
に
入
り
主
要
産
業
の
停
滞
が
始
ま
り
、
そ [理念]

広い視野と深い見織、卓越した想像力と豊かな人間性を備え、常に問題意織と確固たる使命

感を持ち、積極的 ・主体的に行動できる地域のリーダーを養成する。

【カリキュラム1
5 月、 6 月、 7 月、 8 月、 10 月、 11 月、 1 月に各 3~4 日間の日程で、年 7 回実緒。

地域づくりの専門家 ・実践家等による講義、グノレ一プ演習を行うほか、主任講師による少人

数のゼミナーノレ形式の講座を開講し、テーマに沿った調査 ・研究を行う。

その他、先駆的地域づくり現地調査や、希望者による海外研修を実施。

I塾生募集l
平成21年度の塾生を募集しています。

詳しくは各市区町村の担当課にお問合せいただくか、地域活性化センターのホームページを

御覧ください。

olttD・//ww川.chi ik i-dukuri -hvakka. 01'. iDJ4 kensvu/lpaderlTvuku21 bosyu. htm1) 

[問合せ先1
研修交流課

全園地減リーダー養成盤

れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
関
連
産
業
に
も
波

及
す
る
な
ど
、
危
機
的
な
状
況
だ
っ
た
。

そ
の
打
開
策
と
し
て
、
百
四
十
も
の
州
、

県
、
市
と
民
間
企
業
の
連
携
に
よ
り
、

①
人

材
育
成
②
サ
ー
ビ
ス
③
交
通
④
環
境
保
護
⑤

都
市
空
間
の
再
生
⑥
都
市
文
化
⑦
官
民
の
連

携
⑧
社
会
事
業
|
の
八
つ
か
ら
な
る
都
市
再

生
計
画
を
打
ち
出
し、

工
業
都
市
か
ら
観
光

都
市
へ
の
切
り
替
え
を
図
っ
た
。

TEL 03-5202-6134 
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全園地域リーダー養成塾海外研修報告

再
開
発
に
当
た
っ
て
は
、
米
国
の
ピ
ッ
ツ

パ
l
グ
の
例
を
参
考
と
し
て
い
る
。
具
体
策

の
一
つ
と
し
て
、
有
名
建
築
家
で
あ
る
フ
ラ

ン
ク
・
ゲ

l
リ
l
設
計
に
よ
る
ピ
ル
パ
オ
・

グ
ツ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
美
術
館
を
ラ
ン
ド
マ

l
ク

と
し
て
建
設
し
、
復
興
へ
の
一
歩
と
し
た
。

ま
た
、
大
勢
の
人
が
集
ま
る
た
め
の
国
際
会

議
場
や
空
港
施
設
な
ど
も
併
せ
て
整
備
し

た
。こ
こ
で
の
特
徴
は
、
有
名
な
建
築
家
を
使

い
、
開
発
に
必
要
と
な
る
費
用
は
全
て
市
が

出
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
壮
大
な

計
画
を
、
市
の
予
算
で
実
施
し
て
い
る
こ
と

は
す
ご
い
こ
と
だ
と
感
じ
た
。

畠マ

サ
ラ
ゴ
サ
国
際
博
覧
会

.

「
水
と
持
続
可
能
芯
開
発
」
が
テーマ

愛
知
万
博
を
は
じ
め
、
最
近
の
国
際
博
覧

会
は
そ
の
性
格
が
大
き
く
変
わ
り
、
「
も
の
」

を
見
る
た
め
の
場
か
ら
、
地
球
規
模
の
問
題

に
関
す
る
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
伝
え
合
う
た

め
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
サ
ラ
ゴ
サ
万
博
に
お
け
る
日
本

パ
ビ
リ
オ
ン
は
、
「
水
と
共
生
す
る
日
本
人
」

が
テ

l
マ
。
第
一
部
で
は
わ
れ
わ
れ
日
本
人

が
水
や
自
然
と
共
生
す
る
上
で
培
っ
て
き
た

「
知
恵
と
技
」
に
つ
い
て
、
江
戸
時
代
の
生

活
を
振
り
返
り
、
日
本
人
と
水
の
つ
な
が
り

市民が共同で使用するレンタサイクル

を
お
も
し
ろ
く
、
分
か
り
ゃ
す
く
解
説
し
、

第
二
部
で
は
世
界
の
水
循
環
に
つ
い
て
説
明

を
し
て
い
た
。

第
一
部
で
印
象
的
だ
っ
た
内
容
は
、
百
万

都
市
で
あ
っ
た
江
戸
に
お
い
て
、
川
の
水
は

そ
の
ま
ま
飲
み
水
と
し
て
使
え
る
ほ
ど
清
ら

か
だ
っ
た
こ
と
だ
。
そ
れ
は
、
当
時
の
人
が

川
を
「
汚
さ
な
か
っ
た
」
か
ら
だ
と
思
う
。

利
用
す
る
人
た
ち
が
川
の
水
を
汚
さ
な
い
た

め
の
ル

l
ル
を
定
め
、
み
ん
な
が
守
っ
て
い

た
か
ら
で
あ
り
、
こ
れ
は
現
代
に
お
い
て
忘

れ
か
け
て
い
る
水
と
の
付
き
合
い
方
、
水
の

大
切
さ
を
思
い
出
さ
せ
、
も
う

一
度
、
再
確

認
す
る
必
要
性
を
問
い
か
け
て
い
る
。

第
二
部
で
は
、
地
球
温
暖
化
に
よ

る
気
候
変
動
な
ど
に
よ
り
、
現
実
に

起
き
て
い
る
干
ば
つ
、
洪
水
、
海
水
温

の
上
昇
、
氷
河
の
減
少
な
ど
の
事
例

を
解
説
し
、
危
機
意
識
の
共
有
を
世

界
に
向
け
、
呼
び
か
け
て
い
た
。

い
ま
、
日
本
は
直
接
的
な
危
機
に

直
面
は
し
て
い
な
い
が
、
世
界
的
な
水

不
足
が
始
ま
っ
て
い
る
。
近
い
将
来
、

日
本
も
同
じ
状
況
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
危
機
か
ら
地

球
を
守
る
た
め
、

一
人
ひ
と
り
が
で
き

る
こ
と
を
少
し
ず
つ
行
い
、
こ
の
美
し

い
地
球
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
心
が
け
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

バルセロナの市街と路面電車

都
市
再
生
の
裏
に
あ
る
失
敗
の
繰
り
返
し

訪
問
・
視
察
し
た
二
つ
の
都
市
の
成
功
の

裏
に
は
、
幾
多
の
失
敗
が
あ
り
、
失
敗
を
繰

り
返
し
な
が
ら
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
う
。
こ
れ
を
真
似
た
と
し
て
も
、
必

ず
し
も
同
じ
結
果
を
得
ら
れ
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
思
う
が
、
実
施
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ

セ
ス
、
精
神
な
ど
を
ま
ね
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
思
、
っ
。

今
回
、
都
市
再
生
を
課
題
と
し
て
様
々
な

話
を
伺
い
、
視
察
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
の

業
務
の
中
で
、
こ
の
視
察
で
得
た
も
の
を
少

し
で
も
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
と

思
う
。
ま
た
こ
こ
に
は
記
載
し
な
か
っ
た
が
、
今

回
、
ス
ペ
イ
ン
視
察
に
当
た
り
、
団
長
の
紹

介
に
よ
り
彫
刻
家
の
外
尾
悦
郎
氏
か
ら
直
接

サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
を
案
内
し
て
い
た

だ
き
、
教
会
内
や
建
設
現
場
を
視
察
で
き
た

の
を
は
じ
め
、
ブ
ル
ゴ
ス
で
の
農
園
へ
の
宿

泊
、
マ
ド
リ

l
ド
で
の
文
化
セ
ン
タ
ー
の
視

察
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
歴
史
・
文
化
・
市
民

活
動
に
直
接
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
大

変
有
意
義
で
あ
り
、
知
見
を
広
げ
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
に
と
っ
て
必
ず
プ
ラ
ス
に
な
る

と
思
う
。
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地
域
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
m宮
崎

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
活
性
化

の
今
日
的
な
テ

l
マ
を
取
り
上
げ
た
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
毎
年
開
催
し
て
い
る
。
今
年
度
は
宮

崎
県
で
、
「
『お
も
て
な
し
』
が
地
域
の
未
来

を
切
り
拓
く

1
地
域
の
魅
力
を
高
め
る
感
動

の
ま
ち
づ
く
り
へ

1
」
を
テ
l
マ
に
十
月
九

日
開
催
し
た
。

会
場
の
宮
崎
市
民
プ
ラ
ザ
に
は
、
県
内
外

か
ら
地
方
公
共
団
体
の
職
員
を
は
じ
め
、
地

域
づ
く
り
団
体
や

一
般
の
人
、
約
三
百
五
十

人
が
参
加
し
た
。

開
会
に
当
た
り
、

主
催
で
あ
る
当
地
域
活

性
化
セ
ン
タ
ー
の
石
田
直
裕
理
事
長
の
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
東
国
原
英
夫
宮
崎
県
知
事
が

来
賓
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。
こ
の
中
で
同

知
事
は
、

「二
十

一
世
紀
の
観
光
は
ス
ポ
ー
ツ
、

医
療
、
農
業
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
と
コ
ラ
ボ

レ
l
シ
ヨ
ン
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
が

ひ
い
て
は
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
「
現
在
、
県

庁
が
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
が
、
今

後
も
お
も
て
な
し
の
心
を
大
切
に
、
県
庁
が

宮
崎
観
光
の
ス
タ
ー
ト
地
点
に
な
る
よ
う
な

思
い
で
や
っ
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

続
い
て
、
タ
レ
ン
ト
で
俳
優
の
ダ
ニ
エ

ル
・
カ
ー
ル
氏
が
「
素
晴
ら
し
き
日
本
の
お

••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

』圃島
も
て
な
し
」
と
題
し
た
基
調
講
演
を
行
い
、

続
い
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
角
谷
浩

一
氏
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ

l
に
、
各
方
面
で
活
躍
し
て
い

る
多
彩
な
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
、
「
地
域
住

民

一
人
ひ
と
り
が
お
も
て
な
し
の
心
を
持
つ

こ
と
で
、
い
か
に
地
域
の
魅
力
を
高
め
る
か
」

に
つ
い
て
の
議
論
を
繰
り
広
げ
た
。

「
素
晴
5
し
き
日
本
の
お
も
て
な
し
」

H
ダ
二
工
ル
・
カ
ー
ル
氏
に
よ
る
基
調
講
演

東国原英夫知事

カ
ー
ル
氏
は
高
校
生
時
代
に
交
換
留
学
生

と
し
て
奈
良
県
で
学
び
、
大
学
卒
業
後
、
文

部
省
(
当
時
)
英
語
指
導
主
事
助
手
と
し
て

山
形
県
に
赴
任
し
た
経
歴
を
持
つ
。
山
形
県

と
宮
崎
県
は
特
産
品
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
サ
ク

ラ
ン
ボ
、
マ
ン
ゴ
ー
を
持
ち
、
い
わ
ゆ
る
「
フ

タニエル ・カール氏

ル
ー
ツ
王
国
」
と
呼
ば
れ
る
な
ど
共
通
点
が

あ
る
。
ま
た
。
ヵ
l
ル
氏
に
と
っ
て
宮
崎
県

は
新
婚
旅
行
で
九
州
を
訪
れ
た
際
、
立
ち

寄
っ
た
思
い
出
の
地
と
い
う
こ
と
で
、
講
演

は
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
始
ま
っ
た
。

「
私
は
日
本
全
国
ど
こ
へ
行
っ
て
も

「山

形
は
温
泉
が
あ
り
食
べ
物
も
お
い
し
く
、
本

当
に
良
い
所
だ
』
と
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

山
形
の
人
は
観
光
客
に
ほ
め
ら
れ
た
場
合
で

も

『
い
え
、
山
形
は
何
も
無
い
所
で
す
」
と

答
え
て
し
ま
う
。
は
じ
め

『お
国
自
慢
」
を

し
な
い
の
は
山
形
の
県
民
性
だ
と
思

っ
て
い

た
が
、
全
国
を
回
っ
て
い
る
と
、
そ
れ
は
山

形
県
民
だ
け
で
は
な
い
こ
と
が
分
か

っ
た
」

と
カ

l
ル
氏
は
述
べ
た
。
そ
し
て

「私
は

『自

慢
』
す
る
こ
と
は
美
徳
だ
と
思
う
が
、

一
方
で
、

日
本
の
文
化
に
は

『謙
遜
」
す
る
と
い
う
美

徳
も
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
バ
ラ
ン
ス
が
必
要

で
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
さ
が
お
も
て
な
し

の
一
つ
だ
と
思
う
」
と
語
っ
た
。

さ
ら
に
「
謙
遜
す
る
の
は
楽
な
こ
と
だ
。

一
方
で
自
慢
す
る
に
は
何
を
自
慢
す
れ
ば
よ

い
か
勉
強
す
る
と
と
も
に
判
断
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
勇
気
が
必
要
だ
」

と
述
べ
た
。
最
後
に
「
皆
さ
ん
も
宮
崎
に
つ

い
て
何
を
自
慢
し
た
ら
よ
い
の
か
よ
く
考
え
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シ
ヨ
ン
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

l
は
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
角
谷
浩

一
氏
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、

流
通
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
金
チ
哲
雄
氏
、

黒

木
定
蔵
西
米
良
村
長
、
益
山
代
利
子
松
本
大

学
観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
学
科
准
教
授
、
雑

誌
「
九
州
の
ム
ラ
へ
行
こ
う
」
養
父
信
夫
編

集
長
の
凶
人
が
務
め
た
。

ま
ず
金
子
氏
は
、
沖
縄
料
理
を
提
供
す

る
こ
と
で
人
気
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て

い
る
那
覇
市
の
牧
志
公
設
市
場
の
事
例
を
挙

げ
、
「
観
光
客
が
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
地
元
の

暮
ら
し
を
し
っ
か
り
と
提
案
す
る
こ
と
が
お

も
て
な
し
の

一
つ

で
は
な
い
か
」
と

述
べ
た
。
次
に
黒

木
氏
は
、
来
村
者

を
見
か
け
る
と
帽

子
を
取
っ
て
あ
い

さ
っ
す
る
村
内
の

小
学
生
や
十
年
以

上
に
わ
た
り
村
内

の
温
泉
を
掃
除
す

る
高
齢
者
グ
ル
ー

プ
を
紹
介
し
、

「お

も
て
な
し
の
基
本

は
本
物
で
あ
る
こ

と
、
真
心
で
あ
る

こ
と
」
と
説
い
た
。

続

い

て

孫

山

氏
は
、

学

生

を

連
れ
て
東
京
デ
ィ

ズ
ニ

ー
ラ
ン
ド
を

訪
れ
た
際
、
学

生
が
誤
っ
て
ポ
ッ

プ
コ

l
ン
を
こ

ぼ
し
て
し
ま
っ

た
時
の
従
業
員

て
ほ
し
い
。
自
慢
す
る
こ
と
は
、
つ
ま
り
自

分
の
地
域
を
柏
手
に
教
え
て
あ
げ
る
こ
と
で

あ
り
、
こ
れ
が
本
当
の
お
も
て
な
し
だ
」
と

力
強
く
語
っ
た
。

「
『お
も
て
な
し
」
が
地
域
の
未
来
を
切
り

拓
く

1
地
域
の
魅
力
を
高
め
る
感
動
の
ま

ち
づ
く
り
へ

1
」

日
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

引
き
続
き
行

っ
た
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ

ツ

I~ネルディスカ ッ ション

の
対
応
を
例
に
、
お
も
て
な
し
の
心
を
行
動

で
表
し
、
そ
れ
を
組
織
と
し
て
仕
組
み
を

つ
く
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
た
。
そ
し
て

養
父
氏
は
、
大
分
県
安
心
院
町
で
の
グ
リ
ー

ン
ツ

l
リ
ズ
ム
に
お
い
て
、
都
市
住
民
と
の

交
流
を
重
ね
る
に
つ
れ
住
民
の
受
け
入
れ
態

勢
が
整

っ
て
き
た
こ
と
を
示
し
、
お
も
て
な

し
に
は
外
部
の
目
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
た
。

ま
た

「
こ
れ
か
ら
の
観
光
は
拠
点
ご
と
の

よ瓜
。
で
は
な
く
、
地
域
全
体
で
も
て
な
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
」
と
強
調
し
た
。

そ
の
後
、
お
も
て
な
し
に
つ
い
て
議
論

を
深
め
、
ま
と
め
に
入
っ
た
。
ま
ず
金
子
氏

は
、
現
代
社
会
で
は
言
葉
を
使
っ
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
減

っ
て
き
て
い
る
と
指
摘

し
た
上
で
、

「相
手
に
言
葉
を
か
け
て
い
く
こ

と
が
今
の
時
代
に
お
け
る
お
も
て
な
し
で
は

な
い
か
」
と
述
べ
た
。

次
に
黒
木
氏
は
、

「
期
待
に
応
え
ら
れ
る

地
域
づ
く
り
、
人
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
。

村
氏
全
体
が
素
直
に
、
自
然
に

『あ
り
が
と

コーディネーターの角谷浩一氏

う
』
と
い
う
心
を
持
つ
。
そ
ん
な
お
も
て
な

し
を
心
掛
け
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。
続

い
て
益
山
氏
は
、

「
一
つ
余
計
な
こ
と
を
や
っ

て
み
る
。
私
は
こ
の
人
の
笑
顔
を
見
た
い
、

だ
か
ら

一
歩
前
に
出
て
特
別
に
こ
の
人
の
た

め
に
し
て
あ
げ
た
い
。
そ
の
気
持
ち
を
行
動

に
移
す
こ
と
が
お
も
て
な
し
に
は
大
切
だ
」

と
述
べ
た
。

そ
し
て
養
父
氏
は
、
自
然
に
対
す
る
謙
虚

さ
が
日
本
人
の
良
い
と
こ
ろ
だ
と
述
べ
た
上

で、

「第

一
次
産
業
に
携
わ
る
人
た
ち
と
触
れ

合
う
こ
と
で
自
然
に
対
し
て
感
謝
し
、
謙
虚

に
な
れ
る
。
そ
れ
が
お
も
て
な
し
の
心
を
育

む
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
語
っ
た
。

最
後
に
、
角
谷
氏
は
議
論
の
ま
と
め
と
し

て
、
お
も
て
な
し
に
必
要
な
二
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
を
指
摘
し
た
。
ま
ず

一
つ
が
「
人
間
力
」
。
「当

た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
し
て
相
手
を

も
て
な
す
の
で
は
な
く
、
さ
ら
に
も
う

一
歩

踏
み
込
ん
で
相
手
に
感
動
を
与
え
る
。
そ
れ

は
、
結
局
は
も
て
な
す
人
の
力
に
か
か

っ
て

い
る
」
と
述
べ
た
。

も
う

一
つ
が

「見
極
め
る
力
、
活
か
す
力
」
。

「無
理
し
て
新
し
い
も
の
を
つ
く
り
出
す
の
で

は
な
く
、
今
あ
る
地
域
資
源
の
う
ち
、
何
を

使

っ
て
も
て
な
す
か
。
そ
れ
を
見
緩
め
活
か

す
こ
と
で
、
来
た
人
に
感
動
を
与
え
る
」
と

語
り
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
締
め

く
く
っ
た
。

終
了
後
、
参
加
者
の
問
か
ら
は
、
カ
ー
ル

氏
の
講
演
に
つ
い
て

「
普
段
気
付
か
な
か
っ

た
日
本
人
の
誇
れ
る
面
を
気
付
か
せ
て
も

ら
っ
た
」
な
ど
が
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
は
「
具
体
的
な
話
で
今
す
ぐ
で

も
実
行
で
き
る
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ

っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
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地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
再
生
の
担
い
手
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、
実
践
者
を

講
師
に
迎
え
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

共
有
す
る
研
修
会
「
地
域
再
生
実
践
塾
」
を
、
毎
年
全
国
五
カ
所
で
開
催
し
て
い
る
。
本

号
で
は
、
九
月
四
日
か
ら
三
日
間
、
気
仙
沼
市
で
開
催
し
た
内
容
を
、
主
任
講
師
の
宮
原

育
子
氏
よ
り
報
告
し
て
い
た
だ
く
。

観
光
推
進
の
重
要
性
と
地
域
の
課
題

近
年
、
日
本
各
地
で
地
域
資
源
を
活
か

し
た
観
光
振
興
が
盛
ん
で
あ
る
。
旅
行
の

商
品
開
発
を
旅
行
会
社
に
任
せ
る
の
で
は

な
く
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
た
「
着
地
」

か
ら
の
観
光
メ

ニ
ュ
ー
の
開
発
を
積
極
的

に
行
い
、
地
域
の
持
続
的
な
発
展
を
図
ろ

う
と
す
る
も
の
だ
。
着
地
型
の
観
光
開
発

は
、
地
域
の
素
材
を
発
掘
し
、
い
か
に
地

域
性
豊
か
な
観
光
メ
ニ
ュ
ー
を
組
み
立
て

ら
れ
る
か
が
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ

て
い
る
。

政
府
は
平
成
十
九
年
、
観
光
立
国
推

進
基
本
法
を
制
定
し
、
国
際
的
に
も
競
争

力
の
あ
る
観
光
地
づ
く
り
を
目
指
す
た
め

に
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光
開
発
へ

の
支
援
策
を
い
く
つ
か
打
ち
出
し
た
。
特

に
、
同
年
に
始
ま
っ
た
「
ニ
ュ

l
ツ
l
リ

ズ
ム
創
出
・流
通
促
進
事
業
」
は
、
グ
リ
ー

ン
・
ツ

l
リ
ズ
ム
、
エ
コ

・
ツ
l
リ
ズ
ム

や
産
業
観
光
、
歴
史
文
化
観
光
な
ど
、
地

域
に
密
着
し
た
観
光
を
つ
く
り
上
げ
て
い

く
支
援
事
業
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成
二
十

年
に
は
、
こ
れ
ら
を
広
域
的
に
結
ぶ
た
め

に
、
「
観
光
圏
整
備
法
」
を
制
定
し
、
観

光
地
が
広
域
的
に
連
携
し
た
「
観
光
圏
」

整
備
を
行
う
こ
と
で
、
国
内
外
の
観
光
客

が
二
泊
三
日
以
上
滞
在
で
き
る
エ
リ
ア
形

成
を
目
指
す
こ
と
を
推
進
し
て
い
る
。

今
回
の
地
域
再
生
実
践
塾
の
開
催
地

で
あ
る
気
仙
沼
市
は
、
人
口
約
六
万
五
千

五
百
人
、
リ
ア
ス
式
海
岸
で
有
名
な
コ
一

陸
海
岸
の
都
市
で
、
水
産
業
が
盛
ん
だ

が
、
近
年
は
多
様
な
地
域
資
源
を
活
用
し

た
「
着
地
型
」
の
観
光
開
発
に
取
り
組
み
、

岩
手
県
平
泉
町
や
仙
台
市
な
ど
と
広
域
観

光
圏
の
形
成
事
業
を
始
め
た
。

九

月

四

日
か
ら
六
日

ま
で
三
日
間

の
地
域
再
生

実
践
塾
は
、

全

国

か

ら

三
十
二
人
が

参
加
し
、
前

半
は
地
元
の

実

践

家

五

人
を
講
師
に
招
い
て
の
座
学
、
後
半
は
海

を
中
心
と
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
グ

ル
ー
プ
ワ

l
ク
を
行
っ
た
。
以
下
、
五
人

の
講
師
の
講
義
概
要
を
述
べ
る
。

一
国

広
域
観
光
圏
を
形
成
H
橋
本
茂
善

一

気
仙
沼
市
産
業
部
観
光
課
課
長

気
仙
沼
市
の
概
要
と
市
が
取
り
組
ん
で

い
る
観
光
事
業
の
紹
介
を
い
た
だ
い
た
。

地
域
資
源
の
観
点
か
ら
は
、
多
様
な
海
の

資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
歴
史
資
産

と
し
て
、
平
泉
奥
州
藤
原
氏
を
支
え
た
産

金
地
で
あ
っ
た
こ
と
、
産
業
は
、
カ
ツ
オ

水
揚
げ
日
本

一
を
誇
る
水
産
業
が
活
発
で

あ
る
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
地
域
資
源
を
活
か
す

た
め
に
、
平
泉
町
や
仙
台
市
、
松
島
町
な

ど
と
連
携
し
て
広
域
の
観
光
圏
を
形
成
し

て
い
く
取
り
組
み
ゃ
、
十
月
か
ら
の

J
R

の
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
機
に
、
地

元
の
観
光
ガ
イ
ド
の
整
備
や
、
地
域
性
豊

か
な
体
験
観
光
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
充
実

さ
せ
て
い
く
こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。

グループワークの様子

地
域
食
文
化
を
伝
承
H
官
原
昭
彦

スロ
l
フ
ー
ド
気
仙
沼
理
事
長

菅
原
理
事
長
か
ら
は
、
地
域
の

「
食
」

を
資
源
と
し
た
活
動
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

気
仙
沼
は
漁
業
を
生
業
と
し
、
古
く
か

ら
独
自
の
漁
法
や
魚
食
文
化
を
築
い
て

き
た
。
こ
の
貴
重
な
地
域
の
文
化
を
伝
え

る
た
め
、
山
の
廃
校
を
利
用
し
た
ス
ロ
ー

プ
l
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
、
全
国
の
小

学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
を
対
象
と
し
た
料

理
コ
ン
テ
ス
ト
「
プ
チ
シ
ェ
フ
コ
ン
テ
ス

ト
」
な
ど
を
行
い
、
市
民
や
子
供
た
ち
へ

食
文
化
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、

イ
タ
リ
ア
の
ス
ロ
ー
プ

l
ド
大
会
で
の
気

仙
沼
の
魚
食
文
化
発
信
の
模
様
も
説
明
い

た
だ
い
た
。

建
物
を
地
域
資
源
に
活
用
N

術
M
M
C
$
A
F

真
山
美
知
代
「
風
待
ち
研
究
会
」
代
表

建
築
家
の
真
山
氏
か
ら
は
、
建
物
を
地

域
資
源
と
し
て
保
全
し
活
用
し
て
い
る
事

例
を
紹
介
い
た
だ
い
た
。
平
成
十
四
年
か

ら
仲
間
と
「
風
待
ち
研
究
会
」
を
設
立

し
、
気
仙

沼
市
の
内

湾
地
区
に

あ
る
昭
和

初
期
の
ユ

i 
フィールドワ ク風待ち地区建物視察の様子

ニ
l
ク
な

建
物
群
の

調
査
活
動

を
行
っ
て

い
る
。
研
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究
会
で
は
建
物
の
内
部
調
査
を
し
、
図
面

を
起
こ
し
て
、
建
物
の
持
ち
主
に
提
供
し
、

ま
た
公
開
し
て
い
た
だ
け
る
建
物
は
、
積

極
的
に
交
流
活
動
に
活
用
し
て
い
る
。
建

物
街
歩
き
マ
ッ
プ
も
作
り
、
建
物
景
観
か

ら
歴
史
を
学
び
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
な

が
ら
、
町
全
体
を
考
え
て
い
く
こ
と
の
重

要
性
を
説
明
い
た
だ
い
た
。

海
を
育
む
森
林
を
守
る
活
動
H

畠
山
嵩
鷲
「
牲
蝿
の
森
を
慕
う
会
」
代
表

畠
山
氏
は
、
カ
キ
や
ホ
タ
テ
の
養
殖
業

を
営
み
、
「
森
は
海
の
恋
人
」
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
の
下
、
海
を
育
む
森
を
守
る

た
め
の
活
動
は
、
世
界
的
に
も
注
目
さ
れ

て
い
る
。
同
氏
は
フ
ラ
ン
ス
の
カ
キ
養
殖

場
を
視
察
し
て
、
豊
か
な
海
は
そ
の
背
後

の
森
林
が
育
て
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、

唐
桑
の
海
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
、
源
流

の
室
根
山
に
植
林
を
始
め
た
。
ま
た
、
こ

う
し
た
海
と
山
の
連
環
を
子
ど
も
た
ち
へ

伝
え
る
活
動
と
し
て
、
自
身
の
養
殖
場
を

大
学
の
野
外
教
育
の
場
へ
と
展
開
し
て
お

り
、
海
の
資
源
を
守
る
た
め
に
自
然
環
境

の
仕
組
み
を
科
学
的
に
見
つ
め
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
発
想
で
実
践
を
さ
れ
て
い
る
様

子
を
紹
介
い
た
だ
い
た
。

海
の
体
験
学
習
と

循
環
型
環
境
"
つ
く
り
H
白
幡
昇
一

N
P
O法
人
大
島
大
好
き
!
理
事
長

気
仙
沼
市
の
離
島
大
島
在
住
の
白
幡
氏

は
、
気
仙
沼
と
大
島
を
つ
な
ぐ
大
島
汽
船

側
を
経
営
さ
れ
て
い
る
。
同
氏
か
ら
は
、

大
島
の
離
島
と
い
う
特
性
を
活
か
し
た

海
の
体
験
学
習
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
を
通
じ

て
、
宿
泊
者
を
増
や
す
活
動
に
つ
い
て
紹

介
が
あ
っ
た
。
平
成
十
四
年
か
ら
現
在
ま

で
一
万
人
の
子
供
た
ち
に
海
の
体
験
を
提

供
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
十
七
年
に
は
環

境
N
P
O
も
立
ち
上
げ
、
菜
の
花
に
よ
る

バ
イ
オ
燃
料
づ
く
り
に
も
着
手
し
て
、
大

島
の
循
環
型
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
る

こ
と
も
紹
介
さ
れ
た
。

今
回
の
講
師
陣
に
共
通
す
る
こ
と
は
、

気
仙
沼
の
地
域
資
源
を
そ
れ
ぞ
れ
ユ
ニ
ー

ク
な
視
点
で
発
掘
し
、
活
用
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
自
ら
の
活
動
へ
の
思
い

入
れ
の
強
さ
、
行
政
に
頼
ら
ず
自
ら
工
夫

を
し
な
が
ら
活
動
を
継
続
さ
せ
て
い
く
強

さ
は
際
立
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
自
分
た

ち
が
発
見
し
た
こ
と
を
マ
ッ
プ
や
イ
ベ
ン

ト
、
学
習
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
目
に
見
え
る
も

の
に
展
開
し
、
子
供
た
ち
を
通
じ
て
大
人

に
発
信
す
る
な
ど
、
他
の
地
域
に
な
い
ユ

ニ
ー
ク
さ
が
、

塾
生
に
も
十
分
伝
わ
っ
た
。

ー
・

リ
ア
ス
の
海
を
体
験
し
た

ー

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

一一
日
目
の
昼
か
ら
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
行
っ
た
。
気
仙
沼
港
の
風
待
ち
地
区

の
建
物
を
視
察
し
、
風
変
わ
り
な
家
屋
の

造
り
な
ど
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
後
、

N
P
O
法
人
大
島
大
好
き
!
の

白
幡
理
事
長
の
案
内
で
、
気
仙
沼
港
か
ら

船
で
大
島
へ
渡
り
、
亀
山
の
山
頂
か
ら
気

仙
沼
港
や
唐
桑
半
島
を
眺
望
し
た
後
、
小

田
浜
か
ら
二
隻
の
漁
船
に
乗
り
込
み
、
ホ

ヤ
や
ホ
タ
テ
の
養
殖
棚
を
視
察
し
た
。
船

上
で
は
、
ベ
テ
ラ
ン
漁
師
と
環
境
学
習
を

担
当
す
る
青
野
氏
か
ら
、
ホ
ヤ
や
ホ
タ
テ

の
成
育
の
様
子
や
養
殖
の
仕
方
な
ど
の
説

明
を
受
け
た
。
塾
生
た
ち
も
、
き
れ
い
な

海
と
そ
こ
か
ら
引
き
揚
げ
ら
れ
る
生
き
た

ホ
ヤ
や
ホ
タ
テ
に
驚
き
、
海
の
香
り

一
杯

の
新
鮮
な
味
を
楽
し
ん
だ
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
中
は
、
各
グ
ル
ー

プ
に
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を

一
台
渡
し
、
自

分
た
ち
が
気
に
な
っ
た
風
景
や
事
物
を

写
真
に
収
め
る
作
業
を
し
た
。
グ
ル
ー
プ

ワ
l
ク
で
は
、

①
講
義
か
ら
得
た
も
の
②

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら
得
た
も
の
③
写

真
に
撮
っ
た
気
に
な
る
景
観
④
気
仙
沼
に

お
け
る
観
光
の
展
望
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

-
地
域
資
源
を
活
か
し
た

活
動
の
連
携
が
課
題
に

最
終
日
に
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ

l
ク
の
結

果
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
し
た
。
講
義

や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
地
域
資
源

の
見
方
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
や
、
活
動
し
て
い

る
人
々
の
信
念
の
強
さ
、
行
政
を
当
て
に

し
な
い
行
動
力
、
活
動
の
広
が
り
に
対
す

る
賞
賛
の
声
が
多
か
っ
た
。

ま
た
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
中
に
撮
影

し
た
景
観
写
真
の
発
表
で
は
、
港
の
建
物

や
サ
イ
ン
標
識
な
ど
を
挙
げ
た
グ
ル
ー
プ

が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
ウ
ミ
ネ
コ
や
ホ
ヤ
、

ホ
タ
テ
な
ど
を
取
り
上
げ
た
グ
ル
ー
プ
も

多
く
、
海
の
生
き
物
に
間
近
に
接
し
た
感

動
が
う
か
が
え
た
。
五
感
を
フ
ル
に
発
揮

し
、
観
光
そ
の
も
の
を
感
じ
て
い
た
だ
い

た
よ
う
で
あ
る
。

気
仙
泊
市
の
観
光
に
つ
い
て
は
、

「
豊

か
で
ユ
ニ
ー
ク
な
地
域
資
源
が
多
く
、
そ

れ
を
活
用
し
て
活
発
な
活
動
と
発
信
を
し

て
い
る
人
々
も
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
気
仙

沼
市
の
観
光
と
し
て
位
置
付
け
る
に
は
、

こ
う
し
た
人
々
を
つ
な
ぐ
も
の
が
必
要
で

は
な
い
か
」
と
の
意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
。

今
回
の
研
修
で
は
、
気
仙
沼
市
の
持
つ

地
域
資
源
の
素
晴
ら
し
き
ゃ
地
域
の
人
々

の
活
動
が
、
全
固
か
ら
集
ま
っ
た
参
加
者

に
評
価
さ
れ
た
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
の

ユ

ニ
ー
ク
な
地
域
資
源
と
そ
れ
を
活
か
す
団

体
や
人
に
対
し
、
市
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
そ

れ
ぞ
れ
を
連
携
さ
せ
な
が
ら
、
地
域
の
観

光
に
組
み
立
て
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ

ろ、っ
。
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地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
セ
ン
タ
ー

で
実
施
し
て
い
る
研
修
会
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
し
、
地
域
活
性
化
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
地
域
の
課
題
や
目
的
に
応
じ

た
講
師
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
研
修
会

を
要
請
の
あ

っ
た
地
域
と
共
同
し
て
行
う

「地
域
お
こ
し
研
修
会
」
を
開
催
し
て
い
る
。

本
事
業
は、

「
研
修
講
師
の
紹
介
お
よ

び
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を
セ
ン
タ
ー
が

提
案
し
、
「
講
師
の
交
通
・
宿
泊
費
の
全

額
お
よ
び
講
師
謝
金
の
半
額
」
を
セ
ン

タ
ー
が
負
担
す
る
の
が
特
徴
。
受
託
可
能

な
研
修
会
は
、
特
産
品
開
発
、
観
光
振

興
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
地
域
活
性
化
に

資
す
る
テ

l
マ
で
、
講
義
お
よ
び
参
加
者

に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ

l
ク
な
ど
で
構
成
さ

れ
る
研
修
会

(
講
義
、
受
講
者
が
主
体
的

に
参
加
で
き
る
グ
ル
ー
プ
ワ

l
ク
、
ワ
ー

ク
シ
ョ

ッ
プ
、
討
論
会
な
ど
)
と
な
る
。

今
回
は
、
本
年
度
実
施
し
た
、

二
つ
の

研
修
会
を
紹
介
す
る
。

村島り
山嬰 11
市宏
、.....:z:玄

山
形
県
村
山
市
の

「楯
岡
地
区
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
」
は
六
月
三
十
日
、
「
住
民

主
体
の
ま
ち
づ
く
り

1
地
域
計
画
づ
く
り

と
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」
を
テ

l
マ
に
、

石

塚
雅
明
氏

(石
塚
計
画
デ
ザ
イ
ン
事
務
所

代
表
取
締
役
)
を
講
師
に
迎
え
、
市

内
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
市
の
職
員
な
ど

約
六
十
人
に
対
し
て
、
講
義
お
よ
び
演
習

(ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
)
に
よ
る
研
修
会
を
開

催
し
た
。

講
演
で
は
、

石
塚
氏
が
札
幌
市
の
ま
ち

づ
く
り
な
ど
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
住
民

主
体
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
活
性
化

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
講
義
。
続
く
演
習

で
は
、

「ま
ち
の
良
い
と
こ
ろ
、
悪
い
と
こ

ろ
」
を
テ
l
マ
に
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
行
っ

た
。村

山
市
は
今
年
度
、
市
内
各
地
域
に

お
い
て

「
地
域
計
画
」
の
策
定
を
計
画
し

て
い
る
。
各
地
域
で
は
計
画
策
定
に
向
け
、

九
月
か
ら
グ
ル
ー
プ
ワ

l
ク
な
ど
に
よ
り

積
極
的
な
活
動
に
取
り
組
み
始
め
て
い
る
。

今
回
の
研
修
に
よ

っ
て
、
市
民
と
市
の

地
域
担
当
職
員
が
と
も
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
経
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、

互
い
の
意

見
を
直
接
交
わ
す
こ
と
が
で
き
た
た
め
、

計
画
策
定
の
作
業
は
順
調
に
進
む
と
み
ら

れ
る
。
市
民
が
中
心
に
策
定
す
る
岡
市
の

地
域
計
画
に
期
待
し
た
い
。

移
住
・
交
流

A
Y
H鳥取
県

村山市グループワーク

鳥
取
県
は
今
年
十
月
十
七

1
十
八
の
両

日、

「
と

っ
と
り
暮
ら
し
始
め
ま
せ
ん
か
0

1
鳥
取
来
楽
暮
フ
ォ
ー
ラ
ム

1
」
を
テ
ー

マ
に
、
雑
誌
「
九
州
の
ム
ラ
へ
行
こ
う
」

編
集
長
の
養
父
信
夫
氏
を
講
師
に
迎
え
て
、

鳥
取
県
内
の
行
政
担
当
者
や
移
住
者
な
ど

約
七
十
人
に
対
し
、
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
や
分
科
会
(
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ

プ
)
に
よ
る
研
修
会
を
開
催
し
た
。

講
演
で
は
、
「
移
住
・
定
住
促
進
の
た

め
の
交
流
の
仕
組
み
づ
く
り
」
を
テ

l
マ

に
、
大
分
県
宇
佐
市

(旧
安
心
院
町
)
の

農
家
民
泊
の
事
例
紹
介
な
ど
が
あ
り
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
鳥
取
県

へ
の
移
住
者
や
地
元
研
究
者
も
参
加
し
、

様
々
な
視
点
で
の
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ

た
。今

回
の
研
修
会
に
よ

っ
て
、
各
市
町
村

で
温
度
差
の
あ

っ
た
移
住

・
定
住
の
取
り

組
み
に
対
し
、
県
下
市
町
村
全
体
が
取

り
組
み
の
強
化
を
図
る
き

っ
か
け
と
な
り
、

特
に
研
修
会
を
開
催
し
た
琴
浦
町
で
は
、

講
師
の
助
言
を
取
り
入
れ
た
施
策
を
来
年

度
予
算
に
要
求
す
る
な
ど
の
動
き
が
早
く

も
表
面
化
し
て
い
る
。(コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
課
)

鳥取県 ・分科会の様子
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1 
「書のまち春日井」

~六十五歳の年輸を重ねて~
太

春
日
井
市
は
、
名
古
屋
市
の
北
東
部
に
位
置
し
、
東
西
約
十
六
キ

ロ
、
南
北
同
十
三
キ
ロ
、
面
積
は
九
十
二
・七
一
平
方
キ
ロ
で
東
西

ち
ょ
・
つ

に
長
く
、
蝶
が
羽
を
広
げ
た
よ
う
な
形
を
し
て
い
ま
す
。

名
古
屋
市
に
は
、

J
R
中
央
本
線
と
名
鉄
小
牧
線
で
接
続
し
、
東

名
高
速
道
路
、
中
央
自
動
車
道
、
東
名
阪
自
動
車
道
、
国
道
四
号
や

国
道

1
5
5
号
な
ど
の
幹
線
道
路
網
、
隣
接
す
る
県
営
名
古
屋
空
港

な
ど
利
便
性
の
高
い
広
域
的
な
交
通
の
要
衝
で
す
。

本
市
は
、
昭
和
十
八
年
に
勝
川
町
と
鳥
居
松
、
篠
木
、
鷹
来
の
三

カ
村
の
合
併
に
よ
り
鳥
居
松
工
廠
、
鵬
来
工
廠
な
ど
を
有
す
る
工
廠

の
ま
ち
と
し
て
誕
生
し
、
昭
和
三
十
三
年
に
は
高
蔵
寺
、
坂
下
の
二

町
を
合
併
し
て
現
在
の
市
域
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
年
代
か
ら
、
千
里
や
多
摩
と
並
ん
で
わ
が
国
の
高
度
経

済
成
長
期
の
象
徴
で
あ
る
高
蔵
寺
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
の
入
居
や
、
土
地

区
画
整
理
事
業
に
よ
る
良
好
な
住
環
境
整
備
の
推
進
に
よ
り
、
人
口

は
急
速
に
増
加
し
、
住
宅
都
市
と
し
て
の
性
格
を
色
濃
く
し
て
き
ま

し
た
。
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
域
の
約
半
分
を
占
め

る
市
街
化
区
域
の
約
七
三
%
が
完
了
ま
た
は
施
行
中
で
あ
り
、
全
国

で
も
屈
指
の
施
行
率
を
誇
り
、
今
で
は
人
口
三
十
万
人
余
を
擁
す
る

中
部
圏
の
中
核
的
都
市
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
本
市
は
平
安
時
代
の
「
三
蹟
」
の

一
人
と
謡
わ
れ
る
書
聖

小
野
道
風
が
生
ま
れ
た
地
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
「
書
の
ま
ち
」
と

し
て
書
道
文
化
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
は
六
十
五
周
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
、
全
国
の

著
名
な
現
代
書
家
の
作
品
を
一
堂
に
展
示
公
開
す
る
「
平
成
の
書
家

す
ず
り

1
1
0
0
人
展
」
と
文
房
四
宝
と
言
わ
れ
る
墨
、
硯
、
筆
、
紙
な
ど

の
書
道
道
具
を
集
め
た
「
文
房
四
宝
展
」
を
開
催
し
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
「
書
の
ま
ち
春
日
井
」
を
強
く
P
R
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
全
国
的
に
も
数
少
な
い
書
専
門
の
美
術
館
「
道
風

伊藤• 春日井市長

記
念
館
」
に
お
い
て
、
こ
の
小
野
道
風
の
偉
業
を
讃
え
、
末
永
く

後
世
に
伝
え
る
た
め
、
小
野
道
風
筆
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
を
中
心

に
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
古
筆
か
ら
近

・
現
代
書
家
の
作
品
ま
で
約

二
千
四
百
点
を
収
蔵
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
、
多
く
の
市
民
に
参
加
い
た
だ
き
策
定
し
た
第
五

次
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、
こ
れ

ま
で
進
め
て
き
た
住
宅
都
市
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
に
加
え
、

産
業

振
興
に
よ
る
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
と
、
市
民
と
行
政
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
に
よ
り
地
域
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
安
心
と

活
力
を
確
保
す
る
こ
と
が
持
続
的
な
成
長
を
可
能
に
す
る
と
の
考
え

か
ら
、
将
来
の
都
市
像
を
「
人
と
地
域
が
輝
き
、
安
全
安
心
で
躍
動

す
る
都
市
」
と
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、
計
画
初
年
の
本
年
度
を
「
協
働
元

年
」
と
位
置
付
け
、
市
民
と
行
政
が
、
共
に
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
と

な
っ
て
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
樹
立
し
、
市
民
と
と
も
に
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
今
年
は
伝
統
あ
る
「
第
三
十
二
回
春
日
井
ま
つ
り
」

を
は
じ
め
市
制
六
十
五
周
年
記
念
事
業
を
、
市
民
の
手
に
よ
り
企
画

運
営
す
る
新
し
い
形
で
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
高
い
評
価
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
市
民
提
案
型
の
協
働
に
よ
る
取
り
組
み
は
、
新

た
な
地
域
力
を
創
出
す
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

高
蔵
寺
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
も
入
居
開
始
か
ら
四
十
年
が
経
過
し
、

「
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
か
ら
ラ
イ
フ
タ
ウ
ン
」
へ
の
転
換
を
図
り
ま
す
。

少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応
、
団
塊
世
代
の
地
域
デ
ビ
ュ
ー
な
ど
、
住

宅
都
市
か
ら
生
活
都
市
へ
の
取
り
組
み
が
重
要
な
責
務
と
考
え
、
厳

し
い
財
政
状
況
に
あ
っ
て
、
何
に
も
代
え
が
た
い
先
人
の
資
産
を
宝

に
「
ほ
ど
よ
い
六
十
五
歳
」
を
楽
し
む
こ
と
も
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。
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射水市

ゃあ。ぽくは射水市の

魅力発信を応援するために

誕生したキャラクタ一、

ムズムズです。

.越中だいもん凧まつり .富山湾の宝石シラ工ピ

たくさんの伝統的行事やユニークな市民参加型のイベントも、射水の見どと

ろのひとつ。勇壮な流鏑馬や国の無形民俗文化財に指定されている稚児舞、市

内各地域の祭礼で行われる約 130の獅子舞、県内最多 20基の曳山による曳

山まつり、凧まつりやみこし祭りなどが、一年を通じて多彩に繰り広げられるよ。

また、帆船j毎王丸が係留されている海王丸パーク、県内最大の都市公闘であ

る太閤山ランド、国内外 1万冊以上の絵本を所蔵する大島絵本館、体験型の陶

芸学習施設である陶房「匠の里」、大小八つのパークゴルフ場など、楽しくって

個性的な施設がいっぱい。特に、海辺の生活や里山での田舎暮らしが体験でき

る移住滞在交流施設には、たくさんの観光客が宿泊し、射水の魅力を体感して

いるよ。

平成24年には、複合斜張橋としては日本海側最大の新湊

大橋が完成し、日本海側を代表するランドマークと

して全国に PRしていく予定なんだ。

まだまだ射水市の自慢はたくさんあるよ。言葉

では伝えきれないから、実際に射水市に来て、魅力

を感じてくれると嬉しいな。ぼくも市内のいろんな

ところで活躍しているから、ぜひ射水市でお会いし

ましょう P

47 2008.12月号 以尉ゆ

司水一…1げア河恥年
新湊市、小杉町、大門町、大島町、下村の

一市三町一村が合併して誕生した新しい市

である。人口 9万5千人、面積 109平方キロメー

トルのコンパクト芯市の中には魅力がいっぱいある。

射水に行きたくて、

ムズムズP
自然に恵まれた市の自慢は何といってもおいしい

食べ物。北は豊穣の海 富山湾に面し、ブリ、ホタル

イ力、シラ工ピをはじめ、ズワイガ二、ベニズワイガ

二、ゲンゲ、アマ工ビ芯ど、四季折々で

種類豊富な海の幸に恵まれているよ。射

水平野を潤し富山湾へと注ぐ清流庄

川では、アユやサケなどの川の恵みが

育ち、庄川水系の豊富な地下水と肥

沃な土が、おいしい米やリンゴ、ナ

シ、マス力ットなどの果物、タケノコ、

ブロッコリー、ネギなどの野菜といっ

た、みすみす‘しい野の幸を作り出し

ているんだ。

.新湊漁港べ二ズワイガニ競り

.放生津曳山まつり

-. -. 



. センターホームページには、 [地縁活性化]検索で . 

『日経地燭情報化大賞2008Jを共同主催

一地域活性化センター貨に厚木市の「マイタウンクラブ』一

当センターでは、 ITを活用した地域活性化

の先進事例を表彰するため、日本経済新聞社

および財団法人インターネット協会とともに、

「日経地域情報化大賞」を 2003年に創設し、

以来、毎年共同主催しています。

今年も、全国 80余りの応募の中かう、

iOpenSNP地域情報プラットホーム連携ブ

ロジ、工ク 卜jを大賞に、厚木市の「地域ポー

地煽情報化コ7tーラl.¥2008

.. 蝿・..鍾a・w・怯鎗‘~・1:' ;..#タ インタ，ト・9・・・・也a・命婦........flCJWヲ，-うね

タルサイト 『マイタウンクラブJJを地域活性
化センター貰に選出し、 11月7日 (金)に

日経ホール(東京都千代田区)で地域情報化

フォーラム 2008を開催しました。

本フォーラムでは、表彰式と記念シンポジ

ウムが行われ、有識者や受賞者の講演やパネ

ルディス力ッションに多くの関係者が参加し

ました。

[受賞一覧1

・大 賞

.地域活性化センター賞

・日本経済新聞賞

・日経産業新聞賞

-日経MJ(流通新筒)賞

.インターネット協会賞

+CANフォーラム賞

.特別賞

OpenSNP 地域情報プラッ トホーム連携プロジェ
クト

地域ポータルサイト「マイタウンクラブ」

神戸市第二次救急病院協議会救急医療情報システム

テレワークの新しい形「ネットオフィスjによる
全国各地での地域情報化

三陸いわて水産分野の情報化

大学生がパソコンを教えることを通して、若者と地
域住民との世代間交流のきっかけ作り~パソコンプ
レックス解消大作戦~

中海再生ブロジ、工ク卜

スルッと lくANSAIプロジェクト

厚木市副市長に地域活性化センター貨を授与する小暮事務局長

テレビ醤組放送のお知Sせ

全国ふるさとづくり推進協議会(全国の都

道府県により組織、事務局は当センター内)は、

「都市と地方(農山漁村)との交流」をテーマに、

各地域における取り組みを紹介するテレビ番

組を次の通り放送します。ぜひご覧ください |

・番組名 「来た l見た l泊まった!田舎暮う

し最前線J
・放送日時 平成20年 12月23日(火ー祝)

午前8:55 ~午前 1 0: 50 
※一部地域で放送日時が異芯ります0

・放送局 TBS系全国ネット

(問い合わせ先)

企画調査課 (TEL03 -5202 -61 33) 

平成21年度のイベントスペース出展団体募集!! 
一東京・有楽聞の fふるさと情報プラザ」貸し出し無料!ー

ふるさと情報プラザで、は、地方自治体

主催による地域 PRを目的とした観光、

物産主主どのイベントを実施するためのス

ペースを無料で提供しています。平成

21年度の出展団体を募集しますので、

ぜひご応募ください。

[募集期間]

平成20年 12月1日(月)~ 12月22日(月)

[場所]

東京都千代田区有楽町 1-7-1有楽町電気ビル1階

スペース屋内 100ni

[日数]

2日間以上5日間以内 (平成 21年4月1日かう平成22年4月2日まで

の期間で、士、目、祝日および年末年始を除く)。

[対象イベント]

①地方公共団体( 部事務組合、広域連合を含む)芯どが主催するもの。

①観光資源、地域産品、地域イベン卜などの PR活動、交流、情報収集活

動を通じ、地域の魅力を紹介するとともに、地域資源芯どのニーズや評

価を把握することを目的としたもの。

①月間テーマに基づいてイベントが開催できるもの(テーマは、ホームペー

ジに掲載)。

[申込方法]

ホームページかう書式「利用申込書/申込企画書」をダウンロー ドし、

作成の上、メールでお送り下さい。

ホームページ http://homepage3.nifty.com/fjp/ 

メール送付先 hatada-jcrd@nifty.com 

{問合せ先} ふるさと情報プラザ TEL 03-3284-0855 

比~-0 2008.12月号 48 



*日本橋プラザビルイベントスペース
. 1 月 7 日~ 8 日
米沢市 (山形県)

・ 1 月 20 日~ 21 日
結城市 (茨城県)

・ 1 月 28 日~ 30 日
中山町(山形県)

*有楽町ふるさと情報プラザ
1月テーマ f2009なごみの旅
北国から南固までJ・1月13日 (火)~ 16日 (金)
福岡県北九州市 『北九州芯ごみ
の旅 門司港レト口・小倉城下
町さんぽ』・1月 18日 (月)~ 21日(水)
島根県 I島根県観光物産展j(仮題)
. 1月22日 (木)~ 23日 (金)
福井県あわら市 『あわら市観光
物産展j(仮題).1月26日 (月)~ 30 日 (金)
栃木県 [栃木県観光物産展J(仮題)

CORNER EVENT 

女日本橋プラザビルイベントスペース
. 12 月 3 日~ 5 日
平鹿地域振興局横手まるごと売
込班(秋田県)

・ 1 2 月 11 日~ 12日
(埼玉県)

・ 1 2 月 1 7 日~ 18日
おいらせ町(青森県)

*有楽町ふるさと情報プラザ
12月テーマ「ふるさとからの
心あたたまる贈り物J
.12月1日 (月)~ 5 日 (金)
千葉県 『国産落花生の魅力を伝
える 展示即売会j・12月9日 (火)~ 10日 (水)
愛媛県西予市 『これが本物!!愛
媛みかん!!j・12月 11日(木)~ 12日(金)
長野県南箕輪村 『高原のふるさ
と南箕輪村からの贈り物j・12月 15日(月)~ 17日(水)
奈良県橿原-高市広域行政事務
組合 『飛鳥地方の美昧-美酒-
美食 万葉心のふるさと展J・12月 18日(木)~ 20 日 (土)
石川県野々市町 『勧進帳 -富樫
の里 野々市町』

(写真)

1 10月21日-22日朝日町・入善町 (富山県)
2 10月20日-24日米原市 (滋賀県)
3 10月23日-24日 いわき小名浜みなとオア

シス (福島県)

4 10月27日-31日神戸市
5 10月29日-31日菊川市茶業協会(静岡県)

U
i
--
:
j
i
-
-
:
{
編
集
後
記
}

V
情
報
通
信
の
技
術
革
新
が
、
地
域
社
会
に
変
革
を

も
た
ら
す
原
動
力
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
情
報
機
器
を
利
用
し
て
、
地
域
社

会
の
問
題

・
課
題
を
解
決
し
、
よ
り
活
力
の
あ
る
魅

力
的
な
地
域
を
実
現
し
て
、
よ
り
良
い
地
域
の
暮
ら

し
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
試
み
だ
。

V
今
月
号
は
、
情
報
通
信
技
術
を
利
用
し
て
地
域
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
を
表
彰
す
る
日
経

地
域
情
報
化
大
賞
(日
経
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
な

ど
が
主
催
)
が
今
年
で
六
回
目
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
に

四
十
八
の
団
体
が
表
彰
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
活

動
が
引
き
続
き
活
発
に
行
わ
れ
、
地
域
社
会
へ
の
貢

献
が
目
立
つ
九
つ
の
団
体
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
o

v医
療
カ
ル
テ
の
地
域
共
有
化
、
地
域
内
情
報
の
交

流
拡
大
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
深
耕
、
官
民
協
働
の
進

展
と
住
民
の
行
政
参
加
促
進
、
地
域
聞
の
連
携
拡
充
、

生
産
農
家
と
消
費
者
の
交
流
・
連
携
促
進
、
産

業

(
企

業
)
と
教
育
(
学
校
)
聞
の
連
携
強
化
な
ど
、
そ
の

効
果

・
影
響
は
広
範
囲
に
及
ぶ
。

V
こ
う
し
た
地
域
情
報
化
に
よ
る
連
携
の
広
が
り
に

よ
っ
て
、
そ
の
地
域
の
医
療、

産
業
、
観
光
、
教
育
、

福
祉

・
育
児
、
防
犯

・
安
全
面
な
ど
で
、
地
域
が
抱

え
る
問
題
・
課
題
へ
の
対
応

・
対
策
が
進
展
す
る
だ

け
で
な
く
、
行
政
と
住
民
、
企
業
、
団
体
と
の
協
働

の
範
囲
が
拡
大
。
ま
た
、

産
官
学
の
連
携
の
輪
も
広

が
り
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
・

挑
戦
も
起
き
て
い
る
。

V
地
域
情
報
化
に
よ
る
連
携
の
拡
大
は
、
都
市
部
と

地
方
の
均
衡
あ
る
発
展
に
つ
な
が
る
ば
か
り
か
、

豊

か
な
地
域
の
暮
ら
し
の
実
現
に
向
け
た
大
き
な
推
進

力
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

(沢
)

【

1
月
号
予
告
}

特
集
H
「
日
本
一

宣
宵
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
(
仮
)
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圃

『

ぜ

う

つ

り

ゅ

う

あ

ん

じ

聞
は
じ
ま
り
は
、
摂
津
・
漉
安
寺
か
ら

宝
く
じ
の
前
身
は
、
H

富
く
じ
u
と
い
わ
れ
る
近
代
的
な

と
み
え

く
じ
。
そ
の
起
源
は
江
戸
時
代
初
期
の
ρ
富
会
H

に
さ
か

せ
っ
つ
み
の
お

の
ぼ
り
ま
す
。
約
3
8
0
年
前
、
摂
津
箕
面
(
現
在
の
大

り
ゅ
う
あ
ん
じ

阪
府
)
の
瀧
安
寺
で
、
元
旦
か
ら
7
日
ま
で
に
参
詣
し
た

善
男
善
女
が
、
自
分
の
名
前
を
書
い
た
木
札
を
唐
ぴ
つ

に
入
れ
て
、
寺
僧
が
そ
こ
か
ら
3
人
の
ρ

当
せ
ん
者
H

を

選
び
出
し
た
の
が
は
じ
ま
り
で
し
た
。
唐
び
つ
を
キ
リ
で

3
回
突
い
て
3
人
分
の
木
札
を
選
び
、
選
ば
れ
た
者
に
は

「
福
運
の
お
守
り
」
が
授
け
ら
れ
ま
し
た
。

富さF圃司
会Z ふ
lそま
盗り
戸の
盗人
銭気
者? に
言禁
る止
富 令
くが
じ

と
な
っ
て

町
に
は
ん
ら
ん
し
ま
し
た
。
そ
の
人
気
は
す
さ
ま
じ
く
、

ほ徳
ど川
f 幕
ぶ府
，が

吾互
社 τ
~..:..年
望、町、

El 
z i 
け牟
は 7ゴ

修逗
復奇
費を
用出
調す

達
の
一方
法
と
し
て
P

富
く
じ
u
の
発
売
を
許
し
た
た
め
、 』圃圃a

地
域
づ
く
り
十
二
月
号
(
通
巻
2
3
4
号
)

平
成
二
十
年
十
二
月
一

日
制
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
発
行

世
間
で
は
こ
れ
を
天
下
御
免
の
富
く
じ
H
P
御
免
富
u
と

か
ん
の
、
ワ
じ

呼
ん
で
親
し
み
ま
し
た
。
と
く
に
、
谷
中
の
感
応
寺
、目

り
ゅ
、ワ
せ
ん
じ

黒
の
瀧
泉
寺
、
湯
島
天
神
の
御
免
富
は
ρ

江
戸
の
三
富
u

と
し
て
有
名
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
御
免
富
も
天
保
日

年

(
1
8
4
2
年
)
の
「
天
保
の
改
革
」
に
よ
っ
て
禁
止

さ
れ
、
明
治
元
年

(
1
8
6
8
年
)
の
「太
政
官
布
告
」に

よ
っ
て
も
、
厳
し
く
禁
じ
ら
れ
ま
し
た
。

【
い
よ
い
よ
宝
く
じ
、
誕
生

昭
和
初
年

(1
9
4
5
年
)
7
月
、
政
府
は
軍
事
費
の
調

達
を
は
か
る
た
め
、
間
年
の
空
白
を
経
て
富
く
じ
を
発

売
し
ま
し
た
。
そ
の
名
も
ρ

勝
札
九
し
か
し
、
抽
せ
ん
日

を
待
た
ず
に
終
戦
と
な
り
、
皮
肉
に
も
か負
札
H

と
呼
ば

れ
ま
し
た
。
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
防
止
の
必
要
を
感
じ
た

政
府
は
、
同
年
間
月
、
「
政
府
第
1
回
宝
鑑
」
を
発
売。

こ
こ
に
ρ
宝
く
じ
u
が
誕
生
し
た
の
で
す
。
政
府
く
じ
は

昭
和
泊
年
に
廃
止
さ
れ
、
そ
の
後
は
地
方
自
治
体
が
発

売
す
る
宝
く
じ
の
み
と
な
り
、
現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

• 

宝くじの収益金は、
身近な街・ブくりに役立ってし、まも

⑧ZR日本宝〈じ協会
当せんはしっゆり鯛べて、しっかり換金

http・/グwww.jla-takarakuji.or.jp

..... 圃a

.外国発行の宝くじを‘日本国内において購入することは、法律で禁止されていま式

そ
し
て
草
タ
は
現
十
t
も
銘
仙
く
。
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